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プロローグ







　誰だれかに見られている。




　九月最初の月曜日──二学期の初日。

　バスから降りて校門をくぐり、昇しよう降こう口ぐちへ向かう短いアプローチを歩きながら、八や木ぎ本もと一かず大ひろは首筋がムズムズするのを感じていた。

　まるで周りから遠巻きに監視され、ひそひそ噂うわさされているみたいな、微妙に居心地の悪い空気だ。

　確かに無駄に顔は広い。

　不本意ながらずーっとキューピッド役をやっているからクラスの外でも知られているし、最近は『実はものすごい隠れ美少女だった彼女をゲットして、昼休みの屋おく上じようを独占している勝ち組リア充』としても知られている。

　もちろん事実とは微妙にズレた評価なのだけど、訂正する訳にもいかない。

　しかしこれらはどれもこれも一学期まででおなじみの、今さらの話題。

　改めて人目を集める理由なんて何もないはずだが。

　それとも見られているというのが単なる思い込み、自じ意い識しき過か剰じようの錯覚なのか。

　そういえば早少女さおとめと恋人──というかニセ恋人になったばかりの頃、彼女も視線に怯おびえていた事があった。

　あれは本当にストーカーがつけ回していた訳だが、自分は誰だれかに尾行されるような心当たりはない。

　ちらっ！

　不意打ちのように、いきなり振り返る。

　さささっ！

　何人かが、顔を逸そらした──ように思えた。

　本当に見られていたという確かく証しようはない。

「……ひょっとして、神経疲れてるのかなぁ。二学期はいろいろ忙しいのに……」

　つい独り言がこぼれる。

　何しろ夏休みはいろいろ大変だった。

　海に行ったら何の偶然か、入れ替わり立ち替わりニセ彼女三人の相手をする羽目になったし、つい先日まで妹が訪ねてきていて、そっちの世話もしなければならなかったし。

　おかげで計画していた勉強が進まず、ラスト数日で根を詰める事になったのだ。

　今までは一応進学希望のくせに『偏差値的に、無理なく滑り込めそうなところ』くらいしか考えていなかった。

　しかし同年代でありながら既にプロとして活躍している早少女や、将来の重じゆう責せきを見み据すえて努力している真さな愛えがいると、一かず大ひろとしても先の事を真剣に考えてしまう。

　自分はいったい何がしたいのか。

　何になりたいのか。

　それを見据えて必要な事を学べる学校を選ぶ。あるいは進学以外の道を模も索さくする。

　進路を決めるっていうのは、本来そういう事だよなぁ。

　声には出さず、頭の中だけで呟つぶやいてみる。

　他のクラスメイトはどうなのだろう。

　どの程度本気で、どの程度明確なビジョンを持っているのだろうか。

「うぃーっす、おはよー」

　そんな事を考えながら、ざっと四〇日ぶりに二年三組の扉を開ける。

「あ、来た来た！」

「八や木ぎ本もと、お前、やるなあ！」

　いきなりクラスメイトたちがどっと押し寄せてきた。

　まるで緊急帰国した芸能人かスポーツ選手を、空港で待ち受けるマスコミの如ごとき勢いだ。

「な、何だ？　何かあったのか？」

　予期せぬプレッシャー。

　今朝感じていた視線も、これと同じ『何か』か？

「とぼけちゃってぇ。あたしたちにも内緒にしてたなんてねぇ」

　そう言いながらミキは、戸惑う一かず大ひろにスマートフォンの画面を差し出す。

　そこに表示されていたのは『現役高校生新人声優・さつきほしみに既に彼氏がいた件』というページだ。

「え……？　ええーっ!?」

　驚きは、一瞬遅れてやってきた。

　タイトルのすぐ下。写っているのは、間違いなく自分と早少女さおとめだ。背景からすると二ふ美みの見送りで駅に行った時か。

　気付かないうちに写真を撮られて、しかもネットにアップされていた。

　体てい裁さいからすると、匿とく名めい掲けい示じ板ばんの書き込みを転載する『まとめサイト』という奴やつだ。

　何という恐るべき現代社会。

　ちょっとでも顔や名前が知られていれば、一瞬たりとも油断できない。

　誰だれもがカメラを持ち歩いていて、キャッチした情報をはっきり検証もせずに全世界に垂れ流しできる。

　今回は本当に早少女本人だったけど、もしも人違いだったらどうフォローする気なんだ、こいつらは？

　現に鈴りん音ねというそっくりさんが実在するんだし。

　優柔不断、及び腰な八方美人と評される事はあっても、女の子に好かれたくて慎重かつ公平で公正な行動を心がけてきた一大にしてみれば、こういう事をする人間の神経が理解できない。

　盗み撮りをアップロードするなんて、当人の気持ちはどうなる？

　いや。それ以前にはっきり言っちゃえば犯罪だろ、これは！

「まさか早少女ちゃんが芸能人だったなんてねー」

「えーと……あー……その……」

　何て答えればいいのだ、この場合は？

　もうバレちゃったんだから隠す意味はない？

　いやいや。早少女本人に確認しないうちに、オレが勝手に喋しやべっちゃったらマズい！

　それ以前に、この事態をどうすればいいんだ？

　クラスで声優の事が発覚したのよりも、彼氏がいるって話は芸能人的に危険だ。

　まさか夏休み前の鈴りん音ねの警告がこんなに早く現実になってしまうなんて。

　ニセ彼氏だって明らかにしてしまえば何とかならないだろうか。

　いずれにせよ自分一人の判断ではどうしようもない。

　この場は何とかごまかすしかないのか。

　頭の中でマーブル模様のパニックがぐるぐる渦うずを巻いていて、何も言葉が出てこない。

「おはよう！」

　その時、救いの女神の──あるいは混乱の渦の中心の声が響いた。

　皆の視線が、一斉にそちらを向く。

　早少女さおとめ当人が登校してきたのである。

「ねね、早少女ちゃんっ！　これ、早少女ちゃんだよねっ？」

　真っ先に駆け寄ったミキが、さっきの画面をご老公の印いん籠ろうみたいに早少女へ向ける。

「う、うん……っ！」

　一瞬ためらい、それでもはっきりと肯うなずきながら早少女が目配せする。

　その視線で一かず大ひろも理解した。

　とりあえず声優の件についてははっきり肯定してＯＫ。

「一大！　お前、知ってたのかよ？　星ほし川かわが声優だって！」

　タケシがふざけて肩に腕を回し、そのままヘッドロックの体勢へと移行する。

「え、えーと……。知ってた訳じゃなくて、つきあってから教えてもらって……」

　まだ混乱する頭を何とか働かせる。

　こういう時は下手に噓うそに噓を重ねるようなごまかし方をすると、後々つじつまが合わなくなる。できるだけ事実に即した方がいい。

　ちょうど鷹たか奈なが二ふ美み相手に説明した時みたいに。

「う、うんっ！　そうなんだ。一大は、わたしが声優だって知ってからも前と同じようにつきあってくれて……」

　早少女も笑顔で答える。

　ただ、その表情は微妙に強こわ張ばっていた。ただし一大でなければ気付かない程度。不自然さは、慎重に隠されている。

「そうか……」

　クラスメイトたちが皆、深刻な表情でうんうん肯く。

　不吉なイメージが頭をよぎる。

　これはアレか？

　またしても神の嫌がらせか？

　隠し事をしていたのが原因でつるし上げられて、クラスでも孤立してしまうというパターンか？

　警けい戒かい心しんで、自然と身体からだが緊張してしまう。

「水くさいぜ。後から知ったなら、オレたちにも教えてくれてもよかったのによ」

　ポンッ！

　タケシが笑って背中を叩たたく。

「え……？」

「そういう訳にもいかないよ。仕事の都合もあるんだし。それに、彼氏としては自分だけが知ってる秘密だもん。ね、早少女さおとめちゃんだって、彼氏だから話したんでしょ？」

「う、うん……っ」

　ミキに手を取られた早少女も、困った表情で肯うなずく。

「それにしても、こういうのってひどいよな。プライバシーの侵害だろ。星ほし川かわさんはともかく、八や木ぎ本もとは一般人な訳だし」

　そう言った卓たく山やまは『アイドルさえいれば彼女などいらん』と豪語する、ある意味でクラス随一の強つわ者ものだ。

「早少女ちゃんのプライバシーなら侵害してもいいの？」

「い、いや。そういう訳じゃないけど、やっぱ芸能人だからさ……」

　ミキの指摘に冷や汗拭き拭き、それでも言葉を濁すのはアイドルマニアとしていろいろ思うところがあるのだろう。

「芸能人の前に一人の人間なの！　安心して、早少女ちゃん。あたしたちはみんな早少女ちゃんたちの味方だからね！」

　ぎゅっ！

　そのまま右手で早少女、左で一かず大ひろの手を取り、そのまま結び合わせる。

「えっ？」

「あ……つ！」

　指と指が触れ合い、互いの体温が伝わる。緊張でかいた汗が混じり合う。

　手を繫つなぐなんて今さらの事なのに、思わず頰ほおが熱くなる。

「そうそう。八木本たちが来る前にもみんなで話してたんだぜ。この件で困った事があったら、クラス全員でフォローしようってな。これ、プライバシーの侵害だけじゃないぜ。結構ひどい事も書かれてるんだ」

　渋い顔をしたのはタケシだ。

　一かず大ひろと早少女さおとめを気き遣づかっているのだろう。その『ひどい事』を直接見せたりはしないが、だいたいの想像はつく。

　一大の方を罵ののしるだけならまだしも、早少女の方をビッチだとか尻しり軽がる女おんなだとか言っているに違いない。

　そういうリスクは、鈴りん音ねに警告されていた。

「声優である前に女の子なんだから、好きな人とつきあって何が悪いのよ！」

「そうそう。二人の仲を邪魔する奴やつは、馬に蹴られて死んじまえってな」

「世話になったんだから、こういう時こそ恩返しのチャンスって事。遠慮すんなよ」

「恩ばかりでもねえぞ。オレはまだ彼女いないけどさ。八や木ぎ本もとってずーっとみんなのために頑張ってて、早少女とつきあうようになったのを見て、やっぱり努力とか真ま心ごころとかって報われる、神はいるんだって思ったもんな」

「あたしも。今まで部活一筋だったけど、ヤギちゃんと早少女ちゃん見てると恋って幸せそうだなぁって思っちゃった」

　今まで一大がキューピッドを務めた者もそうでない者も、男も女も入り交じって、ぽんぽん肩を叩たたいて励ます。















「う、うんっ！」

「ありがとう、みんな」

　早少女さおとめが肯うなずき、一かず大ひろも周りに感謝を述べる。

　大変な事になりそうだが、何とか危機は脱したのか？

　あ、まて。違う違う。

　早少女の素す性じようバレという一点に関しては、確かに友達が協力してくれるというのは大きなメリットだ。

　しかし一大の置かれた境遇はそう単純ではない。

　早少女だけはそれを理解しているはずなのに、素直に喜んじゃっていいのか。

　まあ、みんなが見ている前であのニセ三股の件を持ち出す訳にもいかないけれど。

　一大が悩みつつ作り笑いを浮かべていると、いつの間にか他のクラスからも顔見知りが集まってきていた。

「あたしたち、夏休みもずっと学校に集まってたからさ。写真がアップされたの見てすぐ、部員全員に口止めしたの。さつきほしみ──星ほし川かわさんがウチの生徒だとか、そういう情報は絶対に書き込むなって！　背いたら原稿内でエロエロな目に遭わせるって脅したもん」

　自慢と心配の入り交じった表情で言った織おり部べ琴こと子こは、ふたつ隣の二年一組。漫画アニメ研究部の部長だ。

　ネットの書き込みばかりではない。琴子自身昨日も登校していたのだが、校門のところで変な男から一大について質問されそうになったという。

「もちろん相手にしないで追っ払ったけどね。チカン対策ブザー鳴らすとか言って」

「あ、ありがとう。助かったよ」

「だって、あたしだって八や木ぎ本もとくんには恩があるもんね」

　そうだった。

　今年の二月、彼女に頼まれてサッカー部の矢島との間を仲介したのだ。

「けど今のところは無ぶ事じでも、学校バレを完全に防ぐのは無理じゃないかなぁ。オレが言うのも何だけど、最近のファンの行動力ってのは恐ろしいぜ。この件と一番縁がありそうなところは織部さんが箝かん口こう令れい布しいてくれたけど、それだけじゃ全校生徒の口を塞ふさぐのは無理だし」

　卓たく山やまの指摘はもっともだ。

　確かに一大に感謝している者は多いが、校内の全員という訳ではない。

　これだけの人間がいるんだから、中には当然おもしろがって情報を書き込む奴やつも現れるだろう。漫アニ研に属さないタイプのオタクだっている。さらに、もしも教師から『ネットに書かない、不審者の質問には応じないように』なんて勧告が出たら、かえって反発するひねくれたお調子者が出る。

「で、でもウチの学校だって校内には部外者が入り込まないようにしてるし、登下校の時とか注意すれば……」

　九く比ひ戸と高校はのんきな校風だけど、警備員を立てて不審者をシャットアウトするのは今時の学校としては当然のたしなみだ。

「八や木ぎ本もとくん、ひょっとして忘れてる？」

　心配そうに首を傾かしげたのは、琴こと子こだった。

「え？　忘れてるって……何を？」

「今度の土日。あたしたち、何のために夏休みにも登校してたと思う？」

「土日って……あっ！」

　忘れてた。

　九比戸高校の文化祭は、二学期が始まって早々に開催される。

　クラスの出し物などはこれから話し合うが、漫アニ研や演劇部、吹奏楽部などは晴れ舞台に向けて八月中ずっと準備を進めていたのである。

　もちろんその日は来客大歓迎。

　人をシャットアウトするなんて不可能なのだ。

　多分当日までにこの学校の生徒である事もバレてしまうだろう。

「とにかく文化祭が大きな山場だよな」

「話題がホットな時期を乗り切れば騒ぎも収まるって」

「オレたちみんなで力を合わせて、変なファンから星ほし川かわさんを守ろうぜ！」

「えーと……」

「あのー……」

　当事者二人がポカンとしている間にも、周囲はどんどん盛り上がる。

　気持ちそのものは非常に嬉うれしいのは確かだが。

「ちょっと待って！」

　ピシッ！

　ミキが挙手をした。

　その迫力に教室内が一瞬静まりかえる。

「早少女さおとめちゃんを──早少女ちゃんだけを守るんじゃないよ！　わたしはここに『星川早少女と八木本一かず大ひろの愛を守る会』の発ほつ足そくを宣言するわっ！」

　おぉーっ！

　皆が拳を振り上げ、賛同の雄お叫たけびを上げる。

「はは……」

　一かず大ひろの頰ほおがピクピク震えた。

　気持ちは嬉うれしい。確かに助かる。

　それにもかかわらず、歓かん声せいに混じって足下でハシゴが外れる音が聞こえたような気がした。





第１話　文化祭の出し物について（別名『愛を守る会』第一回緊急会議）







　今日は始業式だけだが、午後からはクラスで文化祭に向けての話し合いがある。

　昼休みを告げるチャイムが鳴ると、一大と早少女さおとめはすぐさま屋おく上じようへ──向かおうとした。

「教室の中にいた方が安全なんじゃないか？」

　そこを、梶かじ木き級長が呼び止めた。

　確かに一大と早少女が昼休みの屋上を独占している事は知られているので、校内の野や次じ馬うまが覗のぞきにくる恐れはある。

「あ、いや、その……ちょっと話したい事があって」

「う、うん。そうなの。ねっ、一大！」

　わざとくらい大げさに、早少女が腕に抱きつく。

　例の写真を思わせるポーズに、クラスの中でも軽いどよめきが起きる。

「野や暮ぼねぇ、梶木くん。二人っきりになりたいって言うんだから、その気持ちは尊重してあげないと」

　ウインクしながら、指をちっちと振ったのはミキだ。

「そうそう。あ、そうだ。オレとミキが屋おく上じように人が上がっていかないよう、前の階段で見み張はってるよ。それなら安心だろ？」

　タケシが自分の胸をポンと叩たたいて請け負う。

「ああ、助かる。お願いするよ」

「ありがとね、ミキちゃん」

　二人それぞれに礼を述べ、四人まとまって足あし早ばやに屋上へ向かう。

　廊下でも早少女さおとめと一かず大ひろの姿を見てひそひそ話す者は何人かいたが、さすがに写真を撮ったりあからさまにはやし立てるような不作法な者はいない。

「じゃ、オレたちここにいるから」

「安心してね～」

　薄暗い階段に残ったタケシとミキに見送られて屋上へと駆け上がり、分厚い鉄の扉を閉じる。

「ふぅ……」

「はぁ……」

　早少女と一大、二人のため息が重なる。

　九月に入ったが残暑は続き、コンクリートの屋上は午前中の太陽にあぶられて、足元からもむっとする熱気が漂っていた。

「まさかとは思うけど……周りの建物から見られてるなんて事はないだろうな？」

　手のひらをかざして目に厳しい直射日光を遮さえぎりながら、視線を巡らせる。近所に校舎よりも高い建物は少ないが、とりあえず視界に入ったエリアにはこちらを覗のぞき込こんでいる人影は見当たらない。

「望遠レンズで遠くから……とか」

　早少女も不安そうに辺りを見渡す。

「昼休みの屋上がオレたちの定位置なんて情報までは、知られてないだろうな」

「そ、それもそうだね。ウン」

　さすがに杞き憂ゆうだとは思いつつ、どちらともなく階段室の陰にしゃがみ込む。

　ここなら周囲から見られにくいだけでなく、日陰になっているから少しは涼しい。

「大変な事になっちゃったね。ごめん、ボクが油断してたせいで」

「ん……まあオレも大変だけど、早少女の方はもっと大変だろ？」

　お互いに声を潜めているので、自然と額を寄せ合う形になる。

　間近で見ると、頑張って笑っているけれど憔しよう悴すいしているのが分かった。

　はっきり言って一大の方も昼飯が喉のどを通る気分ではない。というか、昼食の事は何も考えていなかった自分に気付く。

　早少女さおとめが弁当を持ってきたり購買で買ってきたりするのを、当たり前に感じるようになったのはいつからだろう。

「ボクがあんな事しなきゃ……」

「済んだ事は気にしすぎてもしかたないって。これから用心するのと……後は今後の対策を考えようぜ」

　確かにバレてしまったのは早少女のうっかりミスというか軽率な行動が原因だが、二四時間いかなる時でも他人の目を気にしろというのは、いくら芸能人でも酷こくな話だ。

　そもそも早少女がニセ彼氏を必要としたのは演技力向上が目的。

　言ってみれば、ファンのために一かず大ひろを利用したのがスタート。あくまで仕事第一。それを責められるのは不当じゃないだろうか。

「今朝織おり部べさんも言ってたけど、全部隠し通すのはさすがに無理だろう。多分そのうちこの学校もバレちゃうだろうな。事じ務む所しよとか、そっちの方はどう言ってんだ？」

「ウチは今までこういうのに巻き込まれた事もないし、社長が話を知ったのも昨日の夜なんだ。なるべく早く対策を考えるから、とりあえずボクにはいつも通りにしてろって。ゴメンね。すぐに電話すればよかったんだけど」

「いいって。早少女自身、それどころじゃなかったんだろ？」

「うん」

　最初にネットに写真が上がってから何日かはさほど話題にもなっていなかったらしいのだが、二日ほど前にまとめサイトが作られたのをきっかけに急速に書き込みも増え、社長も情報をキャッチしたという話だった。

　なるほど。

　事務所サイドも把握したばかりだから、早少女から一大への連絡もなかったという事か。

「今回の件、そっちの油断もあるけど、オレも考えが甘かったんだよなぁ」

「え？　何が？」

「恋愛──っていうか、早少女とオレの場合はフリだけどさ。それって二人だけの問題じゃなかったって事」

　聡さとい早少女らしくもなく、まだ気付いていないのか不思議そうに首を傾かしげる。

「人気商売としては彼氏がいるっていうのはやっぱりマズいだろうから、いざとなったら『本当につきあってる訳じゃありません』って公表しちゃえば何とかなるかなって思ったんだよ」

「そ、それはどうかな？　そういう事はしない方がいいと思う」

　何な故ぜか早少女さおとめは微妙に困ったように口ごもる。

　ひょっとしたら、こういうケースではほとぼりが冷めるまで放置というのが正しい対応なのだろうか。

　一応、鈴りん音ねに言われた時から頭の片隅に問題意識はあったのだ。

　ただこんな急激なバレ方は予想外だった。

　偽ぎ装そう恋人を続けるか解約するか、『幻げん葬そうのソワレ』がオンエアされた後で何らかの区切りがつくだろうと思っていたが、よりによって文化祭直前という最悪のタイミング。

　何よりファンの執念を甘く見ていた。

　ミキに教えられたサイトの書き込みを自分のスマホで確認すると、彼らの感じている感情は怒りや戸惑いではなく激しい嫌悪だった。

　プライベートで少しでも男性と関わりがあるだけで許せないらしく、流出したのが腕組みショットでなく、ただ並んで歩いているだけの姿でも現状は大差なかっただろう。

　一かず大ひろ自身はあくまで本当の彼女が欲しかったから、芸能人にそこまで入れあげた経験はないし、クラスメイトの卓たく山やまも『イタいアイドルオタク』である事を自覚的に楽しんでいるような、明るく社交的な奴やつだ。

　早少女がストーキングされた子役時代から五年。

　あの頃と比較するとネットも一層普及し、まとめサイトの類たぐいも増えた。情報の拡散はますますスピードアップしている。

「事じ務む所しよの方ほう針しんも未定だし、とりあえずは現状維持しかないよね？」

「まあな。それにオレたちが実はニセの恋人だって事にしちゃうと、今度はミキちゃんやタケシたちが嫌な思いするだろうしな」

　これも朝から気になっていたポイントだった。

　トラブルに直面した二人をクラスメイトが応援してくれるのは本当に頼もしい。それはどれだけ感謝しても足りないくらいだ。

　ただしそのせいで、今さら『実は噓うそでした』とは言いにくくなってしまったのだ。

　最初にニセ彼氏を三件引き受けてしまった時は、学校・バイト先・自宅と接触する場所とタイミングが違うからどうにか乗り切れるだろうと踏んでいた。

　ところが実際に始めてみると、これが案外ニアミスする。

　その極めつきがこの夏休みに起きたいくつかのトラブルだ。

　まるで何者かが裏で糸を引いて、一大を理不尽なピンチに誘導しているみたいだ。

「……でも、きっと何とかなるよ」

　ぎゅっ！

　早少女さおとめの柔らかい手が、一かず大ひろの手を握りしめる。

「その……上う手まく言えないけど、一大を取り巻く状況ってきっともうすぐ好転するんじゃないかな？」

「……何でそう思うんだ？」

「えーと……その……カンっていうか……。そ、そう！　役者のカンって奴やつ！」

　根拠のない楽観主義。

　これもまた、よく知恵が回る早少女らしくもない発言だった。

　現時点で上手くいきそうな要素は何一つ見当たらない。

　ひょっとしたら自分を励ましてくれているのだろうか。

「まあ……今が最悪だから、これよりひどくなるって事はないだろうけどな」

「ごめんね。最初は、ボクが変な事頼んじゃったからなんだよね」

「あー、愚痴っぽくなっちゃったな。大丈夫。引き受けた以上はきちんとやるし、早少女のおかげでオレもいろいろ勉強になった事もあるしな」

　確かに半ば騙だまされたような形で始めたニセ彼氏だが、三件重なってしまったのは別に早少女のせいという訳ではない。

　むしろ早少女にはデートのダブルブッキングとか、他の件での無む茶ちやぶりに応えるための付け焼き刃とか、いろいろ助けてもらっている。

　それに今までぼんやりと期待していただけの恋愛について、本気で考えるためのきっかけになったのも確かだ。

「今のところは、ニセの関係だって事は伏せたままでいいよね？」

「そうだな。早少女の事じ務む所しよでもいろいろ考えてるだろうし、この段階でややこしい話を切り出すと校内がややこしい事になりそうだ」

　その時、早少女のポケットから小さな振動音が聞こえた。

　華きや奢しやな身体からだが、ビクッと震える。

　昼休み中とはいえ、高校生相手に平日の日中。こんなタイミングで電話なんて、よほどの急用か。

「誰だれ？　事務所からとか？」

　思わず一大も身を乗り出す。

「……鈴りん音ねから」

　着信画面を見て、早少女がほっと息をつく。

「もしもし」

『お姉ちゃんお姉ちゃんお姉ちゃんっ！』

　焦った声が、一かず大ひろの耳にまで聞こえた。

『大丈夫？　無ぶ事じ？　平気？』

「う、うん。今、普通に学校にいるから」

　話を一大にもちゃんと聞かせるためだろう。スピーカーモードに切り替えて早少女さおとめが答える。

『あたしもさっき初めて事件知って！　大変で大おお事ごとで大ピンチだから、いても立ってもいられなくって』

　興奮していろいろとすっ飛ばしていても、何についての話なのかは明らかだ。

「し、心配しないで」

『心配するよ！　ああ、やっぱりあたしが恐れていて危き惧ぐして警けい戒かいしていた事がっ！　本当に大丈夫なの？　学校で変な目で見られたりしてない？』

「うん。ウチのクラスでも話題になったけど、友達はみんなボクの味方」

『そう。そ、それで……その、一大さんは？』

　自分の名前が出て、思わず一大も身み構がまえた。

「か、一大はもちろんボクの事気き遣づかってくれてるし、二人で力合わせて今回の件を乗り越えていこうって……。ね？」

「え？　まあ、うん」

　はっきりそう言った訳ではないが、気持ちとしてはそうだ。

『え？　一大さんもそこにいるの？』

「う、うんっ。今は昼休みだし、二人きりで……」

『お、お姉ちゃんっ！　えーと……か、一大さんにちょっと替わってくれる？』

　早少女がちょっと戸惑い、こちらを見た。

　この件に関しては鈴りん音ねも最初から心配していた関係者だ。一大はまた無言で頷き、差し出されたスマートフォンを受け取った。

『も、もしもしっ！　一大さんっ？』

　何だかさっきより声が上うわ擦ずっているような気がする。

「ああ、オレだよ。悪かったな。せっかく前もって警告してもらったのに、こんな事になっちゃって」

『う、ううんっ！　一大さんはちっとも悪くないよ！』

「そう言ってもらえると、こっちも気が楽だ」

『そ、そうだっ！　やっぱり今からでも、一大さんとつき合っているのはあたしだって事にしちゃわない？　そうすればお姉ちゃんの立場は守れるしっ！』

「だ、駄目だよっ！」

　一かず大ひろが答えるより早く、早少女さおとめが反対した。

　正直その手は、一大も思いつかなかった訳ではない。しかし最初に鈴りん音ねが押しかけてきた時に説明した通り、クラスメイトを騙だますのは不可能。事情が半分バレた今なら協力してもらうという手もあるが、それにしたって無理がありすぎる。

　ただでさえニセ恋人同時進行でややこしい事になっているのに、もう一件増やしたら手に負えないし、何よりいくら本人の申し出であってもまだ中学生の鈴音を利用するのは心苦しい。

　それに鈴音は早少女と違って、恋人のフリを上う手まくこなせるとは思えないし。

「この件については事じ務む所しよの方の対応もこれからだし、変な事をするとかえって面倒な事になるでしょ」

『そ、そうだね。お姉ちゃんがそう言うなら……』

「とにかくボクは今のところ大丈夫だし、社長さんとも話し合うから。鈴音が慌あわてると家の中が不安な雰囲気になるでしょ？　パパやママにも、心配しないように言っておいて」

『う、うん。分かった。お姉ちゃんがそういうなら……。一大さん？』

「ん？」

『お、お姉ちゃんを、よろしくお願いしますっ！』

「ああ。こんな事になっちゃって、オレに何ができるのか分かんないけどな」

『自信持ってくださいっ！　一大さんは立りつ派ぱで素す敵てきで頼りになる人ですっ！』

「はは。頑張るよ」

　お世辞半分かも知れないが、そういう風に言われて悪い気はしない。

『じゃあ！』

　最後に一ひと声こえ残して、電話は切れた。

　ふぅ……。

　二人のため息が重なる。

「クラスだけじゃないな。何とかしないと周りにもいろいろ心配かける事になる」

「うん……」

　一大の言葉に、早少女が心こころ細ぼそげに肯うなずいた。

「ま、それこそ早少女の事務所の方ほう針しんもあるし、ここで話し合っててもまだ打つ手なしか。そろそろ行こうぜ」

　時計を見ると、昼休みが終わる頃だった。

　一大に続いて、早少女も立ち上がる。

「でも、キスする時間くらいあるよね」

「誰だれかに見られたらどうすんだよ？」

「こんなとこ、誰も来ないってば。だからわざわざ使ってるんだし」

「明るいうちに、しかも学校だろ？　人目がなくてもちょっと恥ずかしいっていうか」

「それが燃えるんじゃない！」

「ま、まあ、それもそうだな。じゃあ……」

　コホン。

　一かず大ひろは小さく咳せき払ばらいをした。

　教室に戻ろうとしたら、屋おく上じようと三階を結ぶ階段に腰こし掛かけたミキとタケシがいちゃこらしていたのである。

　さすがに直接声をかけるような無ぶ粋すいな真ま似ねはしたくないけれど、今から屋上に折り返すのも何だ。

　できれば咳払いなんかする前に、ドアが開いた時点でこっちに気付いて欲しかった。

「え、えーと……えへっ☆」

「あ、安心してくれっ！　見み張はりはちゃんとやってたから！」

　真まっ赤かな顔でちろっと舌を出して笑うミキと、それより更に赤い顔で拳を握りしめて力説するタケシ。

　見張りというよりバリアー。

『超幸せ二人だけの世界』に無ぶ遠えん慮りよに踏み込める奴やつなど、そうそういない。

　という事は、早少女さおとめと自分も屋上で毎日毎日毎日こんな事をしてると周囲には思われているのだろうか。

　思われているんだろうなぁ、多分。

　そう考えると、妙に頭の芯が熱くてむずがゆい。

　実際は恋人でも何でもない。あくまでニセ彼氏でしかないのに。

「……まあ、オレとしてもさ。自分が間を取り持った二人が上う手まく行ってるってのは嬉うれしいよ、うん」

　ケンカ別れされたら、さすがに気まずい。

　ちょっとすれ違ってこじれたから関係修しゆう復ふくの手伝いを頼まれた事はあっても、これまで完全な破局がないのは一大の密ひそかな自慢なのだ。

　自分に彼女──本物の彼女がなかなかできなくても、幸福な他人の爆死を望んだりはしない。まるっきり知らない他人でもなし。周りが不幸に満ちているよりは幸せで溢あふれている方が気持ちがいいに決まっている。

　まして、その幸せ作りに自分が関わったのならなおさらだ。




「おい。ヤバいぞ！」

　四人で教室に戻ると、いきなり卓たく山やまがスマホを見せてきた。

　大手匿とく名めい掲けい示じ板ばんのさつきほしみ事件を扱うスレッドで、学校名がバレたというのだ。

「ウチの生徒じゃなく近所の奴やつが書き込んだっぽいけど、しっかり九く比ひ戸と高校って書かれちゃったよ」

『声優には興味ないが騒ぎが面白そうだから読んだ。この二人、近所で見かけた事がある』という書き込みが発ほつ端たんになり、市名と制服のデザインから学校名が特定されてしまったのである。

　情報が広まれば、心当たりを持つ者が引っかかる確率も上がる。

　単純な数学の問題だ。

「……どうしよう」

　不安そうに、早少女さおとめが腕にしがみついてくる。

「大丈夫。オレがついてるから」

　口ではそう言う一かず大ひろも、正直なところ自信はない。

　前のストーカーは過去のトラウマと結びついていたが、単独犯だったから直接対決で撃退できた。

　しかし今回は正体不明。

　不特定多数の悪意が相手。

　それどころか多分当人たちは悪意という自覚もない気楽な『遊び』だ。

　強い執着を持たない分、責任感も罪悪感も乏しい、つかみ所のない厄やつ介かいな敵。

　どう対たい処しよするのが適切なのか、正直見当もつかない。

「おーい。とりあえずみんな席についてくれよ」

　教卓に立って、級長の梶かじ木きがパンパンと手を叩たたく。

　文化祭に関する話し合いは教師も立ち会わない、完全に生徒の自主性に任せるのが九比戸高校の伝統だ。

「……ちょっと待ってくれ。そのタイトルは何だ？」

　ここで初めて、一大は黒板に書かれている文字に気付いた。

『文化祭企画会議』

『ならびに星ほし川かわ早少女と八や木ぎ本もと一大の愛を守る会・第一回緊急会議』

「二人とも遠慮しないでくれ。確かに本来は君たちの問題だ。だけど今はクラス全体としても無視出来ない話だからな」

　梶かじ木きはあくまで真ま顔がおで告げる。

「朝も言ったでしょ？　あたしたちみんなヤギちゃんたちの味方だもん」

「力になれる事があれば、何でも言ってくれよ」

　教室のあちこちから声がかかる。

「あ、ありがとね」

　照れて顔を赤くしながら、早少女さおとめは自分の席に着こうとする。

　しかし、椅子には他の女子が座っていた。

「ああ、星ほし川かわさんはそっちに座ってくれ」

　梶木が指し示したのは、一かず大ひろの隣だった。

　あくまで生徒の自主性に任せる会議。だから、座席順も授業中とは違たがえて構わない。

　それにしたって、いくら周しゆう知ちのカップルといっても今までこんな風に扱われた事なんてなかった。

　やっぱり世間に知れ渡り、文化祭に向けての議題になったために皆の態度も変わってしまったのか。

「……はは……」

「えへ……」

　隣同士の席に座って、微妙な表情で一大と早少女は顔を見合わせる。

　本来の早少女の椅子に座っている女生徒が、小さく手を振る。

　既に挙クラス一致体制、大だい恋れん翼よく賛さん体制の大だい同どう団だん結けつだった。

「まず、クラス企画として何をやるかなんだが、アイディアのある人は？」

　委員長が尋ねる。

　二学期早々という日程だ。漫アニ研のように文化祭が晴れ舞台のクラブは夏休み中に準備を進めているが、クラス企画でそこまで頑張る例は少ない。

　なるべく準備は簡単で当日盛り上がれるようなネタを考え、始業式の午後に書類にしてさっさと実行委員会に提出するのが通つう例れいである。

「夏休み前はメイド喫茶とか、適当な事考えてたんだけどなぁ。せっかく美人が発覚したんだからとかって。星川さんメインで」

　ひとりの男子が半笑い半ぼやきで呟つぶやいた。

「……お前ら、人の彼女でそういう事企たくらんでたのかよ？　夏休み前の流れじゃ、定番のお化け屋敷が本命じゃなかったか？」

　一大の眉がきゅっと強こわ張ばった。

「わ、悪かったよ、一かず大ひろ。あくまで軽い冗談だから」

「お前だって彼女のメイドコスとかみたいと思うだろ？」

「いや。一大の場合、コスそのものは見み飽あきてるんじゃないか？」

「まあその場合は、クラス企画に一大のバイト経験が活いきるって事で」

　クラスの男子が互いに顔を見合わせる。

『スウィート・ドロップ』でのバイトの事は、別に秘密にしてない。

　単にクラスメイトの中にあの店を頻ひん繁ぱんに利用するような者がいないだけで。

　そもそもファーストフードなどと比較すれば、やっぱり高校生にとってはややお高い値段だし。

「ヤギちゃんたちが屋おく上じように行ってる間に、何度かそういう話が出たのよね」

「あたしたちだって、メイドカフェ反対って訳じゃないんだよ」

「そうそう。かわいい衣い装しよう着るチャンスだもん」

「あんまり変なデザインだと嫌だけどさ」

　女子からもそういう声が出ると、一大としては文句は言えない。

　男が見て喜ぶだけじゃなく、女の子の方でも非日常的なコスチュームを着て楽しみたいというのは知っているし。

「どちらにしてもメイドカフェはナシだ。本気でやるつもりなら、夏休み前に申し込まなきゃいけなかった」

　脱だつ線せんをストップさせるべく、梶かじ木きが口を挟む。

　飲食店系は最低でも水道、場合によっては火が必要になるので、普通の教室でやる訳にはいかない。

　お湯は電気ポットで沸かし、洗い物を避けるために食器も使い捨ての紙コップという手もない訳ではないが、ゴミが増えるから自粛するよう通達されている。そんな訳で事前の申請が必要だし、理科室や調ちよう理り実じつ習しゆう室しつはそこを使っているクラブに優先権があって押さえるのが難しいから、カフェの類たぐいを企画するクラスは少ない。

「じゃあカフェなしのメイドだけとか？」

「それって何するんだよ？」

「女の子がメイド服着て、お茶も出さずに側そばにいるだけとか」

「わぁ～、なんかそれっていかがわしくない？」

「一応ウェイトレスって大たい義ぎ名めい分ぶんがないとねぇ」

「みんな待てって！　もうメイド話はなしっ！　少しはマジメに考えてくれよ」

　壇だん上じようで大きく手を振り、梶木が苦笑する。

「ウチの文化祭って、例年なら内うち輪わで騒ぐだけなんだよねぇ」

　ミキが呟つぶやいた。

　九月の最初の週末は近隣でいくつも文化祭が重なるスペシャルデーだ。何しろどこか一校に都合のいい日なら、他の学校にとっても同じ。

　そのため、まず『自分のところの文化祭』がある者が来ない。

　さらにバッティングする中には女子校もあれば、美術科を有する高校もある。

　そういうところに比べれば普通科だけの平凡な共学校で、特に有名なクラブもない九く比ひ戸と高校はそれほど派手に賑にぎわったりしない。

　故ゆえに例年は校内の生徒が楽しむのがメイン。来客はせいぜい保護者や近所の人くらい。

　だからこそ、一週間で準備を済ませるお手軽なクラス企画で大丈夫な訳で。

　ところが今回はその状況が一変してしまいそうなのだ。

　このクラスはもちろん、文化祭実行委員会も生徒会も、さらには教師側でも対たい処しよのノウハウなんて当然持っていない。

　例えば鷹たか奈なの学校は女子校らしい高セキュリティで、招しよう待たい状じようなしでは生徒の家族であっても入場できない。

　真さな愛えのところではそもそも文化祭というものがなく、来らい賓ひんだけを招待する文化系クラブの合同発表会があるだけという話だった。

「クラスの出し物を何にするかって事と、星ほし川かわさんの安全とプライバシーをどう守るかって事は切り離せないから、それを踏まえて考えないとな」

「ね。いっその事、文化祭の最さい中ちゆうは学校に来ないっていうのは？　ストーカーみたいな連中から逃げるためなんだし、事情話せば先生も分かってくれるよ」

　女子の一人が、梶かじ木き級長ではなく早少女さおとめ本人に向かって提案する。

　多分、そのプランの実行は簡単だ。

　基本的にゆるーい校風の学校だが、バイトには一応届け出が必要になる。当然、担任教師は公表していないだけで早少女の特別な立場も承知しているはずだ。

「ごめん。わがままかも知れないけど、ボ……わたし、文化祭に参加したい」

「オレからも頼む。確かに早少女が不在の方が安全かも知れないけど」

　一かず大ひろは立ち上がり、深く頭を下げた。

　中学時代はずっと引きこもっていたので、早少女が体験している学園生活はこの高校に入ってからだ。

　文化祭、体育祭、修学旅行。

　それ以前に普通に授業を受けたり、クラスメイトと他た愛あいもない話をしたり──そういう当たり前の事をたくさん経験させてやりたい。

　きっとそれは星ほし川かわ早少女さおとめという個人を笑顔にするだけじゃなく、さつきほしみという役者にとっても大切な栄養になるはずだ。

　恋愛が形だけのニセモノだからこそ、他のイベントは存分に味わってほしい。

「そうだよ！」

　即そく座ざに賛同したのはミキだった。

「早少女ちゃんは何も悪い事してないじゃない！　ネットで曝さらされた被害者の方が遠慮やガマンしなきゃいけないなんて間違ってるもんっ！」

「僕も同意見だな。問題を解決しようとせず、目に見えるトラブルがなくなればそれでいいという発想がイジメや警察の不ふ祥しよう事じ、冤えん罪ざいなんかに繫つながっていく。これは見過ごしてはいけないよ」

　梶かじ木きはあくまでも大マジメだ。

「卓たく山やまくん、専門家として何かいいアイディアはないかな？」

「えー、オレ？　まあ、専門家って言われたからにはそれなりに説明してもいいけど」

　指名された卓山は、言葉とは裏うら腹はらに明らかに嬉うれしそうに立ち上がった。

「追っかけって言ってもオレみたいなドルオタと声優オタは微妙にノリが違うんだけどね。ただ最近のアイドルっぽく売ってて音楽活動も熱心な声優だとファン層もある程度重なったりするけど、星川さんはそうじゃないよね？」

「うん」

　確認されて早少女は肯うなずいた。

　これまではファミリー向け、キッズ向け作品が中心だった事もあり、メディアへの露出はほとんどない。

　ＣＤにしても、今度出る予定の『幻げん葬そうのソワレ』のキャラソンが初めてだ。

「そもそも声優のアイドル化傾向というのは、古くは一九九〇年代初頭に既存のアイドルタレント産業が構造的凋ちよう落らくを迎えた時代に本格化してきてだね。その後、日本のミュージックシーンの変へん遷せんに対応してアイドル声優ではなく声優アーティストという存在も現れるようになっているので、明確な定義は難しい。しかし……」

「あー、卓山。ご高こう説せつはいずれ改めて個人的に聞かせてもらいたい。だけど今は事情が事情だ。即そつ効こう性せいのある具体的な話だけで進めてもらえないか？」

　ジャンルはどうあれ、さすがオタク。

　話が無む闇やみに長くなりそうだったので慌あわてて一かず大ひろは丁重にお願いした。

　ちなみに、話を聞きたいというのも単に卓山の機嫌を取るためではない。

　これから早少女さおとめと関わっていく上で、そっちの知識も最さい低てい限げんチェックしておいた方がいいだろうという判断だ。

　卓たく山やまに頼んだら『最低限』どころじゃ済まないような気もするが。

「そうか。じゃあ残念だけど、そっちはまたの機会に」

　コホンと咳せき払ばらいしてから、卓山は話題を切り替えた。

「こういう騒ぎっていうのは、大きな事件に見えても実際にそのアイドルを好きで騒いでいるのは半分以下。内容やターゲットには無関係に、ネットで話題になっていて叩たたきやすい標的を叩く際に乗っかってるだけの奴やつが大半だよ。さっきの学校割れだって騒ぎそのものが好きな奴が発ほつ端たんだし」

「何それ。ひどぉい」

「まるっきりイジメと同じじゃない！」

　女子のグループから義ぎ憤ふんの声が漏れた。

「本当のファンなら、応援しているアイドルが幸せになるなら祝福すべきなんだよ。『アイドルに夢を見るのは構わん、しかしアイドルを夢で縛ってはいかん』というのはウチの家訓でもあるからね」

　卓山家は親子二代に渡るアイドルオタクなのである。

「でも、それじゃあんまり警けい戒かいしすぎる必要はないって事か？」

「いや。あくまでネットとの比較ってだけで、実際に行動に出る奴はやっぱり存在するよ」

　キリッ！

　一かず大ひろが尋ねると、卓山は『待ってました』とばかりにキメ顔で振り向いた。

　ネットでは全国どころか、場合によっては国外からでも騒ぎに参加できる。

　しかしリアルとなると、やっぱり時間や交通費の問題が大きくなる。

　もちろんそれを物ともしない熱狂的なファンというのもいるが『好きなアイドルに会える』ならともかく『嫌いな相手を冷やかす、罵ののしる』ためにエネルギーを費やせる者は例外的な少数だと卓山は解説を続ける。

「ただし言い換えればわざわざ押しかけてくるような奴は、それだけ本気って事になるだろうね。星ほし川かわさん、失礼だけど声優としてはそんなキャリアある訳じゃないでしょ？」

「うん」

　卓山の質問に答え、早少女本人が簡単に説明する。

　仕事復帰が高校入学以来だから、ファミリー向けアニメや教育番組のレギュラーを一年くらい。いわゆるアニメファン向けの作品は今度の『幻ソワ』が初めてで、それに伴ってメディアに露出するようになった。

　子役時代の話は、しない。

「なるほど。それは……ある意味厄やつ介かいかもね」

「厄介って何がだ？」

　独り合が点てんで大げさに肯うなずく卓たく山やまに、一かず大ひろが尋ねる。

「もう既にある程度人気が安定しているアイドルじゃなく、売り出し始めたコを狙う先物買いってのはまた独特なんだよ」

『自分が真っ先に目をつけた』という思い込みのせいで、独占欲や妙なプライドがある。

　ファン集団の中で秩序やマナーが確立していないので、暴走の歯止めが利きにくい。

「多分、こういうところはドルオタと声優オタで大差ないはずだ。だから星ほし川かわさんが欠席で不在とか説明しても納得しない。変な邪推でかえってトラブルを大きくするんじゃないかな？　人数が集まれば自分自身の責任が意識しづらくなるし、群ぐん集しゆう心しん理りで勢いに乗っちゃう事もある。用心は必要だよ」

「だったらクラスのみんなで彼女をガードするとか……」

「それはそれで物々しいっていうか、文化祭の雰囲気壊すよ」

「客ともめ事を起こすような事態は避けたいよな。星川さんのためにも、文化祭全体のためにも」

「そうそう。早少女さおとめちゃんもあたしたちも、文化祭楽しめなかったら本ほん末まつ転てん倒とうだもん」

「わざわざ星川さんをバッシングに来る奴やつよりも、せっかくだから話題になってるのを見物しようって方が多数派だと思う。そっちの対策が重要だよ」

　早少女を参加させるために、様々な意見が交わされる。

「……ありがとう、みんな」

　早少女の呟つぶやきは小さな声だったから、隣の一大以外には聞こえなかっただろう。

　目め尻じりには、うれし涙の粒が浮かんでいる。

「あ、いい事思いついた！　だったら逆にライブか何かで、早少女ちゃんをメインに据えるっていうのはどうかな？」

　手を挙げたのは、またしてもミキだ。

「隠そうとしても難しいなら、逆に早少女ちゃんが何なん時じから何時まで、こういう企画に出演しますってしっかり公表しちゃえばいいんじゃない？」

　妙みよう案あんではある。

　しつこい追っかけや興味本位の野や次じ馬うまは早少女出演イベント以外には関心を持たないし、生で見られれば満足もするだろう。ガードも計画が立てやすい。

「確かにオフィシャルにルール化して徹底するのは、一つの手だよね。暗黙の了解とかにするより、違反者を追っ払う大たい義ぎ名めい分ぶんも立つ。ダメって明記してない事は何でも許されるって言い張る奴やつは必ず出てくるからね」

　卓たく山やまもうんうんと肯うなずく。

　予あらかじめ写真撮影や録音を禁止し、暴言を投げつけたりしないように明記しておけば、守らない客は合法的かつ速やかにお引き取りいただけるという訳だ。

「いやいや。待て待て待て！」

　傾いている議論の天てん秤びんをストップさせるべく、一かず大ひろは大きく手を振った。

「確かにいい考えかも知れないけど、まず早少女さおとめ本人の考えが大切だろ。勝手に先走るなって。どうなんだ？」

「わ、わたし自身はＯＫだけど……お金を取らなくても公演みたいな形になるなら、一応事じ務む所しよの許可をもらわないと」

　目元を拭ぬぐいながら早少女が答える。

「それって、ちゃんと許可をもらえばやれるって事だよね？」

「待て。それだけじゃ解決しないぞ。星ほし川かわくんをメインに据えると、多分観客は教室じゃ収まらない。講堂を使う事になるだろう」

　ミキは瞳を輝かせたが、委員長は冷静なチェックを入れる。

　公式のクラブやサークルだけでなく、クラスでも個人でも申請すれば講堂のステージも使用できるが、これも手続きは夏休み前にしなければならないのだ。

　特別にやる気のある者のための道だが、実際に活用される事はほとんどない。

　去年は一件もなかったし、ここ数年利用された事がない制度だと一大も聞いている。

　大おお喜ぎ利りライブなど、ステージ形式であっても教室で済ませているケースもあるし。

「確か演劇部とか軽音部とかで、予定は全部埋まってるんだよなぁ……」

　一大はシワの寄った眉み間けんを指先で揉もみほぐした。

　仮に事務所の許可がもらえても、今のままでは実行不可能。絵に描いた餅でしかない。

「それなら、八や木ぎ本もとくんが頼めば何とかなると思うよ」

「え？」

　思いがけない梶かじ木きの言葉に、一大と早少女は顔を見合わせた。




「ふむ。それで、君たちが二人で、わたしを訪ねてきたと？」

「ええ、まあ……」

　生徒会室。

　着席し、両肘を机に突いたまま鋭い視線を向ける女生徒に、一大と早少女は声を揃そろえて言いつつ会釈した。

　九く比ひ戸と高校生徒会長、二年一組安あん藤どう恵めぐみ。

　前髪ぱっつんのストレートロング、ややつり上がり気味の涼しい目元、整った鼻筋と桜色の唇。

　純和風の容よう貌ぼうに尊大な口調、しかも今は座っているが女子としてはかなりの長身がプラスされて『サムライ』とか『女おんな武ぶ芸げい者しや』とか呼びたい雰囲気の持ち主だった。

「君たちの言いたい事は理解した。星ほし川かわくんの現状が、我が校の文化祭にとって重要な問題である事も分かっている。件くだんの情報は、わたしのところにも届いているからな」

　小さくため息をつき、恵は机上のノートパソコンを指さした。

「それでもなお、わたしの役目は規則と秩序を守り、守らせる事であって、権力を使って横よこ車ぐるまを押し通す事ではない」

　表情を変えず、声優である早少女さおとめにも負けない明瞭な口調で恵は告げる。

　一部の生徒が安藤会長に献上したニックネームは『平和な国の超兵器』。

　もめ事らしいもめ事もない学校には不釣り合いなくらい有能で、厳格なのだ。

　だが、言い換えれば今は彼女の頼もしさがありがたい。

　このトラブルにも、恵なら毅き然ぜんと立ち向かってくれるだろうという期待がある。

「分かってます。分かってますけど、そこを何とか検討していただけないでしょうか」

「お願いします！」

　まず一かず大ひろが、続いて早少女が頭を下げる。

「わたしの独断でどうにかできるような問題ではない──と、いう事だが、どうするべきだと思う？」

　座ったまま首だけを巡らせ、隣の席に視線を向ける。

「そうですね。確かに手続き上はイリーガルですが、前向きに検討する価値のある提案だと思いますよ」

　会長に答えたのは、やはり二年生の縁へり瀬せ勇ゆう司じ。文化祭実行委員長だ。

　今時珍しい黒縁メガネで、教師や先輩はもちろん同じ二年生相手にも敬語が基本。小柄なせいもあって押し出しが弱い。

　存在感過剰な恵の隣にいると、ほとんど空気みたいな印象。

　文化祭に関しては生徒会が中心になって方ほう針しんを定めて盛り上げ、実委が面倒な事務などを引き受ける。これも九比戸高校の伝統だ。

「うむ、そうだな。ダーリンがそういうなら、わたしも賛成だ」

　ぶっ！

　一かず大ひろと早少女さおとめが同時に吹き出した。

「……だ、だ、だ……？」

「……だーりん……ですか？」

「そうだ。知っての通りわたしと勇ゆう司じは愛し合っているのだから、こう呼んだところで何の問題もあるまい？」

　クールビューティの恵めぐみが、真ま顔がおで断言する。

「愛し合っていれば、二人だけの特別な絆きずなが欲しくなるのは自然な事ではないか？　そういう事に関しては、わたしよりも君たちの方がよく理解していると思っていたぞ。そ、その何だ……毎日屋おく上じようを独占しているようだしな」

『ダーリン』と口にした時でも平然としていた恵の頰ほおに、微かすかな朱が差す。

「「そ、それは！」」

「いや、待て。別に説明をする必要はない」

　声をハモらせた一大と早少女の前に、ぱっと広げたしなやかな手を突き出す。

「あくまで個々人の問題だし、元よりほとんど人も通わぬ屋上だ。独占状態に苦情があったり、明らかに風紀が乱れているというような報告があれば立場上対たい処しよせざるを得ないが、そうでない限りは生徒のプライバシーと恋愛の自由は尊重されるべきだ、うむ！」

　こちらの言葉を遮さえぎった手を今度は強く握りしめ、熱弁を振るう。

　いったい一大と早少女がナニをしていると想像しているのだか。

「え、えーと……。まあ、その……」

　確かに一大と早少女の間にも、二人だけの絆というか秘密はある。

　ただしそれは一大の恥ずかしい現場とか、早少女の仕事の件とかだ。確かに屋上でちょっとナニな事をしたりもしたが、それもあくまで役作りのため。

　一大の前でだけ『ボク』と言うけれど、あれも恵の『ダーリン』とは意味が違う。

「わたしも人に恋をする気持ちは理解している。この安あん藤どう恵は九く比ひ戸と高校全生徒、とりわけ愛し合う者の味方だ。今回の一件、非才を尽くさせてもらおう」

　立ち上がって胸を張り、長い髪をさらりとかき上げる。

「いや。今のは驕おごった言い方だったな。そもそもわたしが恋する乙女の気持ちを本当に理解できたのは、君のおかげだからな。心から感謝している」

　ピンと背せ筋すじを伸ばし、礼儀作法の教科書に載せたいくらいの完璧な角度で一礼する。

「あ、頭を上げてください、会長。頼まれた以上は精一杯頑張るのはオレのポリシーみたいなもんですし」

　本人も忘れかけていたが、実はこの二人も一大がくっつけたカップルなのである。

　だからこそ、クラスの皆も『お前が直接頼めば何とかなる』とけしかけたのだ。

　そもそもは去年の秋、生徒会長に就任したばかりの恵めぐみに、いきなり生徒会室に呼びつけられた。

　真っ先に思ったのは『叱られる』という事だった。

　当時既に数組のカップルの縁えん結むすびをしていたので『学生はあくまで勉強が本分、君の行動は好ましくない』と言われるのではないかと。

　少なくとも、自分が告白されるとかそういう幻げん想そうはナシ。何しろ成績優秀スポーツ万能謹きん厳げん実じつ直ちよく鉄仮面という、色いろ恋こい沙ざ汰たとは全然結びつかないイメージの人だから。

　ところが、待っていたのは一八〇度逆方向からの思わぬ攻撃だった。

『実は、好きな男子がいる』

　表情は変えず、ただし顔の色だけは真まっ赤かにしての告白。

『しかしわたしのように堅苦しく、取っ付きにくい女など男性は恋愛対象として見ないのではないだろうか。しかもわたしは相手より背が高い。これは、男としては嫌な要素ではないだろうか。そう考えると不安で不安で仕方がない。このままでは気持ちが乱れて、会長の職務にも支し障しようを来きたしてしまう。助けてほしい！　いきなりで心苦しいが、こういう事を相談できる相手が他にいないのだ！』

　もちろんそんな風にお願いされたら、断れないのが一かず大ひろだ。

　そのまま勇ゆう司じのところへ向かってそれとなく探りを入れてみたら、幸いな事に当の勇司の方も恵を意識していた。

『本当ですか？　僕みたいな地味で面白みのない男には、会長は高たか嶺ねの花はなだと諦めていたんです。おまけに背も低いしパッとしないでしょ？　まさか向こうから……』

　めでたく相そう思し相そう愛あい。

　単に二人の間でメッセンジャーを務めただけという、簡単なおしごとだったのだ。

　思えば『八や木ぎ本もとキューピッド伝説』が本格化したのは、この一件からだった。

『堅かた物ぶつの会長の恋まで実らせた』というのが、橋渡しした一大の力だと思われたのだ。

「わたしの青春に彩りを与えてくれた恩人である八木本一大君。そしてその大切な伴はん侶りよである星ほし川かわ早少女さおとめ君。個人的に便べん宜ぎを図るのは公こう私し混こん同どうかも知れないが、君たちの提案は九く比ひ戸と祭全体を守るためにも有意義な提案である事は間違いない。ダーリンっ！」

『ぴしっ！』と擬音が鳴りそうなきびきびした動きで、恵が勇司を指さす。

「分かってますよ、ハニー。僕だって彼には感謝しています。こんな時のために、僕はこの役目に就いたんですからね」

「……は」

「はにー……」

　恐るべきバカップルである。

　恵めぐみが会長に就いた後という事は、つまり二人がつきあい始めた時には既に生徒会役員の改かい選せんは終わっていた。

　そこで勇ゆう司じは少しでも恵の側そばにいて力になれるよう、文化祭実行委員になったのだ。

　こっちは四月に各クラスで選ばれるし、手間ばかり多くて本番当日を楽しめない裏うら方かたの委員長なんて他には誰だれも立候補しないから、希望通りあっさり就任。

　いわば骨ほねの髄ずいまで相そう思し相そう愛あい。

　ある意味校内最強のバカップル。

　真面目な優等生然とした二人が、真ま顔がおで冷静にやっているのがまたすごい。

「ちょっと計算してみました。初日と二日目、どちらもスケジュールは朝から終了まで埋まっています。ですがセッティングに時間がかかる軽音と吹奏楽部を、それぞれほとんど準備がいらない落おち研けんおよびダンス同好会と入れ替えて、途中の準備時間を短縮します。そのほか細々とした調整をかければ、日曜日に一五分から二〇分程度の時間を融通するのは可能ですね」

　勇司は既に頭の中でタイムテーブルを調整していたのだ。

　バカップルだがバカではない。

　仕事をきっちりやるあたりはさすがだ。

　通常、一企画が取れる時間は四五分。演劇部だけは伝統的にセッティング込みで一時間。それに比べれば半分程度だが、急きゆう遽きよ頼み込んで確保したスケジュールとしては充分だ。

「あ、ありがとうございます。でも、まだこっちの事じ務む所しよのＯＫをもらっていないので、今のところはそこまでで……」

「うむ。それが手順としては適切だろうな。プロに話を通してから、でも実行不可能だという事になってしまってはかえって面倒だろう」

「それと、もしも向こうのＯＫがもらえたら、スケジュール変更の件はオレと早少女さおとめでそれぞれのクラブにお礼とお詫わびに行きますから」

「うん。そうするのがいいだろうね。もちろんその時には、僕も実委の代表として話を通しておくけど」

　勇司もにこやかに、レンズの下で目を細める。

「星ほし川かわ君の公演が本決まりになったら我々の仕事は山積みだな、ダーリン。学校のサイトで告知する必要もあるし、来らい訪ほう客きやくが増えるとなると各クラス各クラブにも話を通しておく必要がある。星川君の扱いについて、学校側とも折せつ衝しようしなければな」

「大丈夫ですよ、ハニー。あなたと僕が力を合わせれば、不可能なんてありません」

「うむ。愛と信頼、それさえあれば恐れる事など何もない」

「これをトラブルじゃなくてチャンスだと思いましょう。きっかけは何であれ、文化祭の来客が増えるという事ですからね」

「そうだな。上う手まく全校生徒の利益と満足に結びつけられるよう考えていこう。という訳で星ほし川かわ君たちも、事じ務む所しよの了解をもらえるよう頑張ってくれたまえ」

　あれよあれよという間に話が進み、気がつけば一かず大ひろと早少女さおとめは激げき励れいを受けて送り出される立場になっていた。

「……何だか変な事になっちゃったな」

「うん」

　二人並んで、生徒会室を後にする。

　状況が面倒なのは変わらないが、早少女の表情が明るいのが救いだ。

　この調子で、みんなの協力があればこの困難も乗り越えられそうな気がする。

「それにしても安あん藤どう会長と縁へり瀬せ委員長、すごかったな。まさかああいう関係になるとは想像もしてなかった」

　確かにどっちも元々普通とはちょっとズレていた。

　だからもっと慎つつしみ深ぶかく、長く連れ添った夫婦の晩年みたいな落ち着いた恋人同士になると思っていた。

　それがまさか『ダーリン』＆『ハニー』とは。

「でも……ただつきあってるっていうだけじゃなく、あんな風に力を合わせて何かできるっていうのって素す敵てきだと思うな」

「あー、そういう見方もあるか」

　一大自身はこれまでそういう考えを持った事はないが、早少女は高校生であってもプロフェッショナルだ。

　プライベートで恋人同士であるばかりでなく、例えば共演とか、仕事でも一緒に協力できるというのは確かに憧れのシチュエーションかも知れない。

「でもまあ、早少女とオレもいろいろやったよな。デートのバッティングを乗り切るとか」

「あれはちょっと違うっていうか」

「それもそうか」

　一大の頰ほおも苦笑で緩ゆるむ。

　他の女の子とのデートを乗り切るというのは、ニセとは言っても恋人同士の行動としてはいかがなものか。

　もう教室に戻る必要はなく、とりあえずは早少女さおとめは事じ務む所しよに出向いて今後について話し合う予定だ。それに、文化祭の件という項目が加わった訳だが。

「……本当は一かず大ひろも一緒に来てくれると嬉うれしいんだけどな」

　昇しよう降こう口ぐちで、早少女が小声で呟つぶやいた。

　確かに今回の一件では一大も当事者だ。場合によっては関係者の前で釈明する必要もあるだろう。

　ただし、二人一緒のところを第三者に見られるというリスクも高まる。

　何しろ学校もバレてしまったようだが、所属事務所というのは所しよ在ざい地ちが公表されているポイントだ。卓たく山やまが言うような例外的少数に目をつけられているかも知れない。

「そうだね。じゃあ、一大の事は改めて……」

「待て、早少女！」

　靴を履はき替かえ、外へ出ようとする早少女の肩をつかむ。

「ど、どうしたの？」

「あれを見ろ！」

　靴箱の陰に身を潜めながら、校門の方を指さす。

　何人かの若い男が校内の様子をうかがっているのだ。

「……ひょっとして……？」

「多分な」

　状況や雰囲気から考えて、恐らくは『さつきほしみ』を見に来た奴やつらだ。

　校内に入ると警備員や教師にとがめられるから、前の歩道にたむろしているのだろう。

　情報が拡散してからすぐに学校まで押しかける。しかも、早少女本人が今日登校しているという確かく証しようもないのに。

　これはかなり熱心というか、しつこくてヒマな連中だ。

　卓山がいう少数の例外に当たる、危険な先物買い。

　相手にするのは骨が折れる。

「そうだ！　アーノルドさんたちに来てもらおう！」

　早少女がスマホを取り出す。

　トリオ・ザ・アーノルドＢチーム──ストーカー対策として真さな愛えが早少女につけてくれたボディガードたちだ。

　学校やプライベートには干渉しないが、仕事の送り迎えの際などはしっかり守ってくれるし、連絡すれば素早く駆けつけてくれる手はずになっている。

「じゃあ、その人たちが来る前にオレは離れていた方がいいな」

　だが──。

「もしもし、遠とお樽たるさん？　星ほし川かわです。実はちょっと困った事になってて……」

『申し訳ありません、星川様。急な話ですが、我々は星川様の警護を解任されました』

「えっ？　そ、それってどういう事？」

『残念ながら、詳しい事情を説明する事も禁じられておりますので。では』

　ツー……

　冷れい淡たんで事務的なメッセージの後、通話はぶっつりと切れた。

「……どうしよう……？」

　早少女さおとめの顔から血の気が引いていく。

　元より正式な業務ではなく、真さな愛えの友情に基づくサービスだ。打ち切られても文句の言える筋合いではないが、あまりに急すぎる。

　天てん弓きゆう院いんの家で何かあったのだろうか？

　真愛の事も気になるが、今は目の前に迫った問題が優先だ。

「早少女、外そと履ばき持って。体育館の方に回って裏口から脱出しよう」

「うん。分かった」

　それぞれ靴を手に、小走りで廊下を進む。

　靴下越しに、リノリウムの冷たい感触が伝わってくる。

　練習を続けているバスケ部やバレー部の脇をすり抜け、靴を履いて外へと飛び出す。

「あっ！　出てきたぞ！」

　裏門を出た途端、声が上がる。

　正面よりは少ないが、こちらにも四、五人の野や次じ馬うまが集まっていたのだ。

「もしもしっ！　裏から出てきたぞ。こっち集合！」

　ケータイで呼びかけている奴やつもいる。

　しまった。甘かった。

　正門にいるのが一人だけじゃなかった時点で、複数人が手分けして両方見み張はっていると考えるべきだった。

　それ以外にもあらかじめタクシーを呼んでおいてすぐに乗り込むとか、いろいろ打てる手はあったのに。

「やっぱりさつきちゃんだよね？」

「こいつが彼氏？」

「ひでえよなぁ。ファンの夢裏切ってさ」

　パシャッ！

　パシャッ！

　掲かかげたケータイから、合成されたシャッター音が鳴る。

「やめてくださいっ！　プライバシーの侵害ですよ！」

　両手を広げ、背中に早少女さおとめを庇かばいながら一かず大ひろは叫ぶ。

　顔は見なくても、彼女が怯おびえているのが感触で分かる。

　当然だ。

　こいつらは知らないけれど、過去にストーカー被害に遭って三年近く引きこもっていた経験があるのだから。

　幸い一大が撃退したとはいえ、その犯人に再びつきまとわれたりもしたし。

「声優なのにそういう勝手な事言うのかよ！　ファンの気持ち大切にしろよ！」

「ファンだって言うなら、彼女の迷惑になるような事は慎つつしもうとか思わないのか！」

　身勝手な物言いへの怒りが、一大の身体からだを動かす。

　思わず鷹たか奈なから教わった正拳突きの構えを取る。

「一大っ！」

　背中にしがみつき、早少女が小さな声を上げる。

「分かってる」

　さすがに本気で殴る訳にはいかない。

　軽く小突いただけでも話が大げさになって、早少女が悪者扱いされてしまう。

「お？　何だよ？　おまわりさーん、ここに暴力男がいまーす！」

「それより『カズヒロ』なんて呼んだよ。呼び捨て。やっぱりつき合ってるの？」

　これが卓たく山やまが言っていた群ぐん集しゆう心しん理りか。

　相手と一対一でない。

　自分が相手の名前や素す性じようを知っていて、向こうは知らない。

　実際にはただのワガママなのに、同じ気持ちの者が一緒にいると正当な義ぎ憤ふんのように勘違いしてしまう。

　向こうは向こうで手を出したらマズいと理解しているのだろう。

　ケータイのカメラを向けながら、身体全体でこちらの行く手を塞ふさいで取り囲んでくる。

　早少女の不安が震えになって背中に伝わってくる。

　一旦校内に引き返そうかとも思ったが、既に後方にも追っかけが立ちはだかっていた。

　どうする？

　どうすればいい？

　バルルルルルロッ！

　ヴァッファーン！

　激しいエンジン音とクラクション。

　一かず大ひろの焦りを、轟ごう音おんがぶち破った。

　いきなり駆け込んできたのは、真っ黒な自動車だ。

　角張った頑丈そうなフォルム。車高全体はもちろん、床が地面から高い。溝の深いタイヤを履はき、銀色のガードバーがあちこちに装着されている。

　軍用四よん駆く車の民生モデルだ。

　迫る鉄塊の迫力が、追っ掛けたちを散らす。

　華麗にドリフトした車体は、ぴったりと一大と早少女さおとめの前数センチで静止した。

「乗んな！」

　ドアが開く。

「えっ？」

「大丈夫、味方だから！」

　突然の出来事に戸惑う一大の手を、早少女が強引に引っ張った。

　ふたりでもつれるように後部座席に飛び込む。

「出すよ！　舌嚙かまないように気ぃつけな！」

　よく通る、威勢のいい声が警告する。

　かなり年かさの女性のようだ。

　座席に座ってシートベルトを締める暇もない。

　甲かん高だかい摩ま擦さつ音おんを奏でてスピンターン、そのまま急発進。

　きつい加速度を全身で感じる以外、一大は何もできなかった。





第２話　天てん弓きゆう院いん真愛さなえの閉塞







　始業式当日。

　学校からの帰り際、車に乗せられ、本人の希望とは違う場所に強引に連れて行かれる。

　天てん弓きゆう院いん真さな愛えにとってまったく予期せぬ、不本意な出来事だった。

　本来ならば今日はバイトの出勤日。学校から『スウィート・ドロップ』に直行する予定だったのに、送そう迎げいの運転手から『真まっ直すぐお屋敷へ戻ります』と告げられたのだ。

　理由を尋ねても『志し束づか様のご指示です』の一点張りで、真愛の疑問には答えてくれない。

　いつも通りスムーズで無駄な振動も不意のブレーキもない巧みな運転だったが、車中で真愛はずっと不安と不快に囚とらわれていた。

　一かず大ひろの方はシフトは入っていないけれど、夏休み明けという事で顔を出してくれるかもと期待していたのに。

「どういう事ですか、おばさま！」

　屋敷に着くと、制服から着替えもせずに真愛は志束の執務室へと駆け込んだ。

「落ち着いて。そこへ掛けなさい。今日はこの後、外出禁止よ」

　儀礼的な笑みさえ返さず、レンズ越しの冷たい眼まな差ざしが答える。

「今日がアルバイトの当番日という事はおばさまもご存じのはず。いきなり欠勤しては先方にもご迷惑をおかけしてしまうではありませんか」

　逸はやる気持ちを抑え、なるべく落ち着いた口調で熱弁する。

「仕事の現場では何よりも信頼が大切であり、それを得るには日々の積み重ねこそが大だい事じ。一度の背約ですべてが台無しになってしまう危険さえある──おばさまが常々わたくしに言っている事ではありませんか？」

「喫茶店には、急ぎの代理として壇だんを向かわせました。真愛、そこに座りなさい」

「まずわたくしの質問に答えてください！」

「座りなさいっ！」

　怒声に、背せ筋すじがビクンと震える。

　眼差しに射すくめられ、真愛は部屋中央に置かれたソファに腰こし掛かけた。

　志束が同居するようになってからは彼女の私室兼仕事部屋として使われているが、元々は何年も使っていない空き部屋の一つだった。屋敷の中では小さな部類に入るものの、それでも一〇メートル四方ほどの広さがあり、天井も高い。

　改かい装そうや修しゆう復ふくを繰り返してなお古めかしく、歴史の染みついた調ちよう度どの中で、机の上に置かれた大型パソコンや真新しい本棚が違和感を放っている。

　ここを自室に選んだのは、自分はあくまで真さな愛えが成人するまでの代理、なるべく建物に手を着けず最小限の改かい装そうだけで済ませたいという志し束づかの意志の現れだった。

「真愛。あなた、わたしに隠している事はないの？」

　事務机から離れた志束が、真愛の向かいに座る。

「な、何の事でしょうか？」

　隠し事と言われれば心当たりはある。

「これよ」

　ダブルクリップで留められた厚い紙束が放り投げられた。

　バサリと音を立てて、机の上に落ちる。

　空気をはらんだその動きは、まるで不吉を告げる凶鳥の羽ばたきだ。

　それとは別に、書類が志束の手元にも残っている。

「画面上だとあなたが読めないでしょうから、印刷しておいたわ」

　インターネット上に流れた情報と、匿名でそれに関する意見が書き込める掲示板の内容をまとめたものだと、説明が付け加えられる。

「……これは……」

　最初の写真については見み間ま違ちがいようもない。

　一かず大ひろと早少女さおとめが腕を組む姿が写っている。

　慌あわててページをめくり、文章にも目を通す。

　独特のスラングが多くて文意はつかみづらいが、声優である早少女が男性とつき合っている事が批難されているという事は何とか理解できた。

「おばさま、これは……！」

　何か説明しなければ──気持ちは急せくが、言葉が浮かばずに声が喉のどに詰まる。

「そ、そうです。きっと人違いですわ。ほら、よく言うでしょう？　世の中にはよく似た顔の人間が三人はいると。隠し撮りではっきりとは写ってはいないようですし……」

　結局出てきたのは、こんな稚ち拙せつな噓うそだけ。

「覚えているわよね。ちょうどこの日、わたしも国内出張の都合でこの駅にいたの」

　言われて確かめる。

　目撃情報の日付は夏休みの終わり頃、志束が仕事で東北に出向いた日だ。

　そのため、スケジュールが重なった都内での経済団体のパーティには真愛が出席する事になり、二ふ美みの見送りに行けなかったのだから。

「二人の姿も目撃し、遠くからだけど声も聞いたわ。間違いなく、八や木ぎ本もと一大くんだった。下手な言い訳はやめなさい」

「……そ、それは……」

「最初は、彼が不実な男であなたが騙だまされているのかもと危き惧ぐしたわ。だから彼の身元を調べるよう即そく座ざに手配した。天てん弓きゆう院いんの調査部ではなく、個人的に利用している調査会社を使ってね」

　神経質そうに、志し束づかの指先がトントンと机を叩たたく。

　真さな愛えの背せ筋すじを冷たい汗が伝わる。

　財団の調査部ではなく、民間の興信所を使った意図は明白だ。

　理事長代行の志束であっても、組織を好き勝手に動かせる訳ではない。当然理事会の監査などを受ける。

　調査部を動かせば一かず大ひろの身辺を探ったという事実やその内容も、例えば三み隅すみのような反主流派から隠しきるのは難しい。

　事を内々で収めるために、敢あえて外部のプロに依頼したのだ。

「あ、あの……おばさま……」

　こんな時、何を言えばいいのか。

　自分から頼んだ事なのに、そのせいで一大の評判を落とすような事になってしまったら申もうし開ひらきができない。

　真愛の頭を占めているのはその一点だけだ。

「場合によっては本人を追及し、然しかるべき報復を与えてやろうとね」

「……！」

　冷たい針はり金がねが頭から背骨まで通った感覚。

　真愛自身、必要とあれば敵対者にはどこまでも非情に接するよう教育されている。もちろんそれは志束も一緒だ。

　一大が財団に害をなす存在だと誤解されたら──。

「ところが、調べているうちに妙な事が分かってきたの」

　しかし、戦せん慄りつしている間にも志束は冷たいトーンで話を続ける。

「みょ、妙な事とは何でしょうか……？」

「八や木ぎ本もとくんは学校では、確かに彼女──さつきほしみこと星ほし川かわ早少女さおとめさんとつき合っている。この名前にも聞き覚えがあるわ。直接会って話した事はないけれど、あなたが時々話題に出すお友達よね？　確か声優をやっているっていう」

　どこまで知られているのか。

　真愛は観念して無言で肯うなずくしかない。

「二人が恋人同士になったのは今年のゴールデンウィーク前後。少なくとも校内ではそう認識されている。時期的には、あなたが彼をわたしに紹介したのと、ほぼ同じ頃」

　手にした書類──興信所の調査報告に視線を落とし、志し束づかは淡々と告げる。

「まあ調査継続中だけど、何より奇妙だったのは学校での彼の人物像よ。他人のために無償で尽くす事ができる、誠実でマメな男性──評判は上々だったけど、わたしと対面した時のような、上品で洗練された紳士のマナーを身に着けているという訳じゃない」

　一度メガネを外し、クリーナーでレンズを拭ぬぐう。

「さらに彼の身辺を調べたら、もう一人の女の子が浮かび上がってきた。氷ひ魚お鷹たか奈な。財団が主催した女子空手大会で優勝した娘むすめよ。彼女も同じ頃、学校の友達に恋人として彼を紹介している。この時の人物像も、また異なる。騙だます相手によって違う人ひと柄がらを演じてみせるのは、詐欺師の基本よね」

「ち、違います、おばさま！　一かず大ひろ様は、そのような方では……」

「確かに結婚詐欺としても不自然で、つじつまが合わないわ。あなたがアルバイト先を決めるずっと前から彼はあの店で働いていたんだし、天てん弓きゆう院いんはともかく他の二人を騙しても得られるメリットはない。特に、氷魚さん関係では幼なじみでありながら、普段の彼とは異なる奇妙な役柄を演じている」

　手にしていた報告書を、テーブルの上に置く。

「単純に浮気男で三股を掛けているとも考えにくい。まるで支し離り滅めつ裂れつで、合理的な目的があるとは思えない行動よ。だからこそ八や木ぎ本もとくん本人を問い詰める前に、あなたに尋ねようと思ったの」

　ダメだ。

　もう逃げられない。

　何もかも打ち明けるしかない。

「ごめんなさい、おばさま……」

「真さな愛え。あなた、何かわたしに謝らなければならない事があるの？」

　質問ではない。

　疑問形にする事で、真愛の責任を問うているのだ。

「実は……わたくしとあの方がおつきあいしているというのは噓うそなのです」

「やっぱりね」

　ある意味、本当の最悪は避けられた。

　一大が真愛を騙す結婚詐欺師という勘違いは。

「あ、あの！　一大様は悪くないのです！　わたくしの方から無理を言ってお願いした事なのですから」

「彼に、あんなキャラ付けを頼んだのもあなたなのね？」

「はい……。あの……おばさまに納得していただくには、ああいう人ひと柄がらの方がいいかと思いまして……」

「まあ確かに、普通の庶民だと評価が厳しくなったのは確かよ。二度目のデートで何度も中座したり、変な行動をしていたのもあなたの差し金？　マナーについてカンニングするためとか」

「そ、それは違います！　あの時は、止やむに止まれぬ事情といいますか……」

「本当に？」

「実は……わたくしも後で知ったのですけれど、あの日はわたくしの約束と鷹たか奈なさんの都合が重なってしまいまして。一かず大ひろ様は両方の約束を果たすために粉ふん骨こつ砕さい身しんしてくださったのです」

　三人それぞれに事情があり、一大はそれぞれの恋人役を務めている。それが偶然三件重なってしまった──ぎりぎりの線までを説明する。彼の窮きゆう地ちを救うには、もう話してしまうしかない。

「なるほど。まあ誠実な努力家なのは確かみたいね。学校でも評判はいいみたいだし」

　苦笑しつつ、志し束づかは報告書を読み返す。

「あの頃はようやく許してもらえた仕事が楽しくて、今までとは違う広い世界に触れられるのが嬉うれしくて……。でも、おばさまはわたくしにお見合いをしろと……」

「確かに見合い話は勧めたわ。だけど、意図はあなたも理解しているはずよ」

　天てん弓きゆう院いん記念財団は当とう主しゆ直ちよつ系けいが継ぐのが決まり。

　唯ゆい一いつの該当者である真さな愛えが未成年なので代理の志束が取り仕切っているという現状は、あくまで例外中の例外だ。

　そこにつけ込み、分割や私物化を目もく論ろむ者も一族の中には存在している。

　医療、教育、芸術、文化などで財団が担ってきた役割を守り、受け継ぐためにはできるだけ早く真愛が正式に理事長に就任し、盤ばん石じやくの体制を固める必要があるのだ。

「それに完全に一方的でもない。あなたにも選択肢は与えたつもり」

　いくつもの縁談を持ってきたという事は、その中からどれを選ぶかは真愛の自由という事でもある。

　もちろん政せい略りやく的てきなものだから、相手は似たような財閥の係けい累るいや政治家などだ。

　ただし『家』だけでなく当人の実力や人柄をしっかり判断するため既に実際働いている者に限られるから、どうしても年齢は離れる。

　さすがに三〇過ぎはあらかじめ除外しているが、真さな愛えから見れば一〇も年上の相手ばかりだったのだ。

「……家を継ぎ、守る事に異い存ぞんはありません。単に責任感で納得するのではなく、その意義も誇りもわたくしなりに理解しているつもりです。ですが、今のままでは嫌なのです！　ただ血筋だからというお飾りの当主ではなく、おばさまのようにしっかりと財団を支えられる人間になりたいのです！」

「その気持ちは尊重したいわ。だけど実務に関してはわたしを含め、サポートできる人間はいる。必要なら外から引っ張ってくる事もできる。だけど天てん弓きゆう院いんの伝統を守り抜くのは、あなたにしかできない事なの。それは自覚してるでしょう？」

「分かっています。分かっていますけど……わたくしはまだ高校生です。もっと己を磨く時間を望むのはいけない事ですか？」

　世間知らずのまま当主に納おさまっては、ただのお飾り。

　それこそ伝統を守り、次代に受け渡すだけの存在でしかない。

　ただ過去と未来を繫つなぐだけの鎖くさりの輪の一個。

　天弓院真愛という一人の人間である意味も、個人の意志も感情も、何もない。

「理想を言えばキリがないわ。今は非常事態なのよ。身内に三み隅すみのような者もいるし」

「あの時も一かず大ひろ様が頑張ってくれたおかげで切り抜けられたのではありませんか！」

「事は、そう単純じゃないの」

　志し束づかはため息をつく。

「もしもあなたと彼が実際につき合っている訳じゃない、彼の人ひと柄がらもあの時に披露した通りじゃないと向こうに知られたら、あなたとわたしの大きな失点になる」

「つまり……わたくしやおばさまがニセの恋人を仕立て、親類を騙だまそうとしたという事になると？」

「あるいは、わたしたちが彼に騙されていたという話になるかね」

「そんな！　一大様は何も悪くないのです！　あの方を責めるような事はなさらないでください。責めを負うべきはわたくしなのですから」

　テーブルに手を突き、真愛は立ち上がる。

「二人きりだからいいけど、そういう事を軽々しく口にしないで」

　志束の目が、冷たく光る。

「頭を冷やして、自分の立場を考えなさい。唯ゆい一いつの正当後継者であるあなたが責任を取るというのはどういう意味になるか、分かっているの？」

「……それは……」

　最悪のシナリオは、真さな愛えにも容易に想像できる。

　一かず大ひろには財産目当ての悪党というレッテルが貼られ、志し束づかは人を見る目のない無能という烙らく印いんを押される。

　解体派にとっては格かつ好こうの口実。真愛と志束の二人とも組織をまとめる能力も貫目もなく、詐欺師に資産を食い荒らされるよりはという理由で、財団を分割されてしまう。

　乗っ取り勢力にしても志束を失脚させ、孤立した真愛を文字通りの飾り物にして実権を奪い取るチャンス。

　むしろ彼らにとっては、一大が悪人である方が望ましいのだ。

「あくまで三み隅すみの個人的な横やりに応じただけで、親族会議で正式に披露するような段階まで進んでいなかったのがせめてもの救い」

　志束の声に、疲労の色が混じる。

「今のところはネットの、それもごく一部で騒ぎになっているだけだし、畑違いの情報だから三隅たちの目には留まっていないみたい。一族の中で、八や木ぎ本もと君の名前や顔を知っているのも少数だし」

「では……」

　闇の中に、光が差したような気がした。















　それならば今日の行動制限はあくまでも非常事態。

　真さな愛えから詳しい事情を聞き出すためであって、大おお事ごとに至らないのであれば元の通りに戻るのは可能なはずだ。

　アルバイトに復帰すれば、また一かず大ひろに会える。

　彼に本当の気持ちを伝えて改めてスタートするという、早少女さおとめや鷹たか奈なと交わした約束だって守れる。

　このニュースを放っておけば、一大と早少女がつき合っているというのが既成事実になってしまう。それだけは何とかしなければ。

　三人で──いや、一大も含めた四人で最初からちゃんとやり直すのだ。

　だが──。

「真愛、あなたはネットの恐ろしさを理解していないわ」

　甦よみがえった光は冷たい言葉で遮さえぎられた。

「情報はどんどん拡散するし、憶おく測そくで尾ひれがついたりする。最悪の誇張された形で反対派の目に触れたら、手に負えなくなるわ」

　メガネを外し、まぶたに指を当てる。

　観察する余裕がなくて今まで気付かなかった。志し束づかの顔色は悪く、化粧も普段ほど肌に馴な染じんでいない。

　多た忙ぼうと心しん労ろうが、はっきり現れていた。

「で、では！　そのような恐ろしいところで、一大様の情報をそのままにしておいていいはずがありませんよね？　この記事がこれ以上人の目に触れないよう、わたくしたちとしても何か手を打った方がよろしいのでは？」

　ネットに疎うとい我が身がもどかしい。

　何をすればいいのか思いつかない。それ以前に前提となる知識がない。

　ただ、このままではいけないという事だけは理解できる。

「もちろん打てる手は全部打っているわ。写真を掲載したアップローダーやまとめサイトのプロバイダにはいろんな形で手を回したけど、下手に削除させると愉快犯めいた連中が意地になって再掲載するし、変な陰謀論の種にもなる。海外サーバーだと日本のルールが通じないところもあるし……。一度ネットに流れてしまった情報を、完全に消すのはほとんど不可能よ。だから本当は自然鎮火するまで放置するのが一番なんだけど……」

　苦い顔で、志束がかぶりを振る。

　アップローダーやプロバイダという言葉が何を指しているのかはよく分からないが、対応が上う手まくいっていない事は理解できた。

　そして真さな愛えに分かるような言葉を選べないくらいに志し束づかが焦り、追い詰められているという事も。

「ひとまずあなたは彼と接触しない事ね」

　もっとも恐れていた言葉が、あっさりと放たれる。

「八や木ぎ本もと君が注目されている今、あなたと一緒のところが目撃されて、その写真もネットに流れたりしたら始末に負えなくなるわ」

「そんな……」

「別にあなたが困る事はないでしょ？　元々わたしに向けた偽ぎ装そうなんだから、発覚した以上お役やく御ご免めんだし」

　確かに建前から言えばそうだ。

　志束に見せる必要がないのなら、ニセ彼氏を依頼する必要もない。

　即すなわち、何の連絡もする必要もないという事になる。

「で、ですが……それならそれで、直接会って今までのお礼を……」

「今は彼も大変な時でしょう？　それに今のスキャンダルが終息するまでは、こちらも状況を静せい観かんするしかない。お礼やお詫わびは、いずれわたしの方から人を介して伝えておくわ」

「い、いえ！　やっぱりわたくしが直じかに……。ご迷惑をおかけしたのはわたくし自身なのですから、誠意を見せる上でも……」

「真愛」

　志束の声の温度が下がった。

　同時に、硬度が増す。

　まるで冷えた鉄を頰ほおに当てられたような感覚。

「今回の件はあなたがわたしに隠し事をして、目先のごまかしで事を切り抜けようとしたせいで話がこじれているというのを自覚して。当分学校以外の外出は禁止。財団の用件であっても、しばらくは人前には出ないように調整するから、反省しなさい」

「……はい……」

「わたしも甘かったわ。あなたの気持ちを尊重し、言葉を信じて、八木本君の身辺調査を怠っていた。もっと早く手を打っておけば、あなたのごまかしが見抜けたのに……」

　メガネを外し、皺しわの寄った眉み間けんを揉もみほぐす。

　後手に回ったが今からでも管理を強化し、真愛の自由を制限する。

　これも志束が取るべき『あらゆる手段』の一つだ。

「まあ、あなたがそこまで嫌だというのなら、見合い話はしばらく凍とう結けつする事にするわ。八木本君の件があってしばらく控えていたし、わたしもあなたも平静な心境じゃない。こういう時に、長期的に重要な判断を下すのは危険だもの」

　違う。

　最初は確かに、縁談が嫌なだけだった。

　けれど今はたった一人の、結ばれたい人がいる。

「それとも、どうしても八や木ぎ本もと君に会いたい理由でもあるの？」

「それは──」

　最初はニセを頼んだだけだったけれど、本当に好きになってしまった。

　出かかった言葉が喉のどに詰まる。

　それを言ってしまえば、ますます一かず大ひろの立場は苦しくなる。

　もっと早く、もっと穏当な形で事実を知ったなら、志し束づかの態度も変わっていたかも知れない。

　たとえ実態とは違っていても一大の努力を評価し、真さな愛えの企たくらみも他た愛あいもないいたずら、かわいいワガママとして笑って許してくれた可能性だってあった。

　しかしこんな時に本当の気持ちを告げても、志束の立場では一大と真愛の仲を裂く事を考えるだろう。

　財団を守るのが、彼女の最優先事項なのだから。

　あるいは天てん弓きゆう院いん家の面倒な問題の渦うずに、本格的に彼を巻き込んでしまうかだ。

　真愛の記憶の中、夏休みに会った二ふ美みの言葉がフラッシュバックする。

　ただでさえ一大に無理を強いているのだ。

　彼の気持ちを確かめもしないうちに、こちらの世界に縛り付けていいはずがない。

「……いえ……。何も……」

　飲み込んだ言葉が、重く冷たい塊になって胸を埋める。

「……夕食はいりません。お風呂に、入ります」

　無む理り矢や理りにでも気分をすっきりさせたかった。

「壇だんは出ているけど、代わりは誰だれを……」

「いえ。今日は一人で……一人になりたいのです」

　退室すると、真愛は家人用の浴室へ向かった。この屋敷では、他に使用人用の大浴場が存在する。

　制服、下着と順番に脱いで畳み、髪をまとめて、誰も見てはいないがタオルで身体からだの前を隠しながら磨すりガラスの扉を開く。

　熱と一緒に溢あふれ出でた湯気が、疲れた頰ほおを撫なでた。

　大理石の浴槽に華きや奢しやな身体を浸すと、お湯が溢れ出る。

　このささやかな体積が、すべての背景や付属物を取り払った、天てん弓きゆう院いん真さな愛えという生身の人間の量だ。

　浴室もまた、天井が高く広々としている。いつもなら、一人では入らない。入浴の時も誰だれかに手伝わせるのが当たり前だった。

　今は、それを屈辱に感じる。

　財団の跡取りと言っても、この瞬間の自分には何の権限もない。

　どれほど強力な剣でも、己にそれを振り回す膂りよ力りよくがないのなら単なる重おも荷にだ。

　細い腕をお湯から挙げると、指先から涙のように滴したたった水滴が複雑に重なり合った波紋を描き出す。

「……わたくしは……何のためにあんな事を言ったのでしょう……？」

　湿った唇が、独り言を吐き出した。

　あの記事をネットから消し去りたい──熟じゆく慮りよの末ではなく、衝動で口走った。

　しかし、その動機は自分でも分からない。

　一かず大ひろが苦しむのを防ぎたいという気持ちなのか。

　財団関係者の目に留まって欲しくないという危機感なのか。

　それとも──一大と早少女さおとめがつき合っているという事が既成事実として広まってしまうのが嫌だったのか。

　いろんな感情が絡み合い、互いにもたれ合い支え合って形をなしている。決して一つの純粋な成分だけではない。

　そう理解していても、つい自問してしまう。

「早少女さんは……どうするのでしょうか」

　三人一緒に一大と会ってこれまでの事を打ち明け、改めて一からやり直す予定だったが、真愛の現状ではそれもかなわない。

　それでも、こんなスキャンダルは早少女にとっても不本意のはずだ。

　このままでは一大に迷惑がかかるのも承知しているだろう。

　だったら、芸能人である早少女側から早々に何らかの公式発表があって然しかるべきだ。

「それに、鷹たか奈なさんだって……」

　一大と早少女の仲が公になる事は、鷹奈も喜ばない。彼女もこの状況を座視はしないだろう。

　行動できないもどかしさと、他人への身勝手な期待──一層複雑になった感情の構造物に、エゴイズムへの自己嫌悪が、蔦つたのように伸び広がって絡みつき、覆っていく。

　この心の凝こりはお湯の温かさでも解ほぐれないし、胸の内側にこびりついた汚れはどれほど高価な石せつ鹼けんでも洗い流してはくれない、きっと。





第３話　社長さんのありがたいお言葉







「わわわわっ！」

「きゃっ！」

　走り出した車の中は、まるでクッキングミキサー。

　一かず大ひろと早少女さおとめの身体からだが激しくシェイクされる。

　言われた通り、歯を食いしばって舌を守るのが精一杯だ。

　強烈なＧに振り回されて、身体がひっくりかえり、視界がいきなり真っ暗になる。

　頰ほおに当たる温かな感触と、鼻の間近で微かすかに漂う洗剤と汗の香り。

　一秒遅れで気付く。

　早少女のスカートの中に頭を突っ込んでしまったのだ。

　狭い車内だから、顔は太ふと股ももの素肌でサンドウィッチ状態。

「ちょ、ちょっと！　そこ……っ！」

「ご、ごめんっ！　でも自力じゃどうにもならなくてっ！」

「ンっ！　大きな声出さないで。息が……！」

「わ、悪いっ！」

　これだけ近いと、こっちが匂いを感じるだけではない。

　つい荒くなった息が、向こうの肌をくすぐってしまう。

「このっ！　くぬっ！　よいしょっ！」

「あン……っ、あはァ……ん」

　何とか脱出しようと試みるのだけど、早少女さおとめの方も狭くて体勢が不自由なのか、何やらこっちの背中を押さえつけるような形になっているらしい。

「あー。おふたりさん、いいかい？　そろそろ国道乗って安定したからね。さっさと座り直して」

「は、はいっ、社長っ！」

　早少女の手がいきなり離れた。

　車の動きが落ち着いたせいだろうか。

　一かず大ひろも何とか頭を足の間から引っこ抜き、上下逆転していた身体からだを正位置に戻す。

「ふぅ……。ごめんな、早少女。その……変な事になっちゃって」

　車内はエアコンが効いているはずなのに、焦ったのと恥ずかしいので顔が変な汗で濡ぬれてしまった。

　もちろん、自分の汗だけではない。

「ううん。ボクは別に気にしてないよ。アクシデントなんだから仕方ないよね。一大は悪くない」

　口ではそう言ってるけれど、早少女の頰ほおがピンクに染まっている。

　いくら偶然とはいえ、今の状態はさすがにまずかった。

　しかも密室とはいえ、第三者の目があるところだし。

　そうだ、その第三者！

「あ、あの。どうも助けていただいてありがとうございます。社長……さん？」

　相手の素す性じようが分からないので早少女の言葉をヒントにして呼びかけ、ミラー越しに頭を下げる。

　声の印象はもうちょっと若い雰囲気だったが、落ち着いて観察すると中年どころか初老と言っていい年齢の女性だ。銀髪と形容したくなるがけれどやっぱり実じつ情じようは白髪のショートカットで、鏡に映る顔も整ってはいるがシワが目立つ。

　その顔を、ミラーコートのサングラスで半分隠している。

　しかも服装はヘビメタのミュージシャンが着るようなドクロに炎や武器を組み合わせたド派手なイラストのＴシャツ、下半身はカーゴパンツ。

　年齢からするとチャレンジというレベルでは済まないファッションが、不思議と無理なく決まっている。

　そもそも頑丈なオフロードカーからして『お年寄りの女性』らしくない。

「君は、八や木ぎ本もと一かず大ひろ君だね？　話はさつき──星ほし川かわちゃんから聞いてるよ。あたしは樫かし尾お洋よ梨り子こ。彼女の事じ務む所しよの社長だ。よろしくね。放課後事務所に来るはずだったのに連絡が遅れてるから、ひょっとしてと思って迎えにいったんだ」

　正面を向いたまま、鏡を通して名乗る。

「ど、どうも。おかげで助かりました。えっと……」

　こっちとしてはどう名乗ればいいのだろう？

　早少女さおとめは自分の事を社長に何と話しているのか。

　彼氏？

　それともニセ彼氏？

「ま、改まった挨拶は腰を落ち着けてからでいいよ。もうすぐ事務所に着く」

　微笑ほほえみながら、洋梨子社長はハンドルを切った。

　ぐいっと傾いてカーブした四よん駆くが幅の広い国道を外れて、込み入った市街地へと戻っていく。

　学校で回収されてから二〇分ほどで到着したのは、隣の市の中心から少し離れたオフィスビルだった。

「さ、こっちだよ」

　隣りん接せつした月つき極ぎめ駐車場に四駆を残し、エレベーターで五階へ上がる。

　車では気付かなかったが、狭い中で並んで実感した事が一つ。

　洋梨子社長は背が高い。

　背せ筋すじが真まっ直すぐに伸びていて姿勢がいいから実際よりも大きく見えるという事もあるのだろうが、並んで歩くと高二男子の標準である一大よりも数センチ上。

　足あし下もとは頑丈そうな編あみ上あげのハーフブーツなので、ヒールの高さで稼いでいるという訳でもない。

「さ、ここだよ、少年。小さいながらも、あたしの城だ」

『シェダル・プロモーション』というプレートが貼られたドアを開けた中は、一大の想像以上にこぢんまりした会社だった。

　向かい合うように並べられた事務机が五つ。

　壁にはスケジュール用と諸連絡用のホワイトボード。アニメやゲーム、舞台演劇のポスターが数枚。

　パーティションで区切られただけの応接スペース。

「ショボくてびっくりしたかい？」

　尋ねながらミラーグラスを外す。

　グレイの瞳には、鋭さの中に年を経た優しさと強きよう靱じんさがうかがえた。

　長い年月で余分な角は削り取られているが、圧縮され磨かれた珠たまを思わせる輝きだ。

「い、いえ。そんな事は……」

「ははっ！　いいんだよ。知らなきゃ、それが素直な感想さね」

　商材は人間だけど、ここに集まる必要はない。だから小さなオフィスで充分だし、交通の便さえよければ都心じゃなくても構わない。役者はもちろん、マネージャーも常じよう駐ちゆうする必要はないから、ここは最小限の連絡拠点──笑いながら洋よ梨り子こ社長が説明する。

「社長、お帰りなさい」

　留守番をしていたらしい社員が出迎える。

　小柄でやせ形、やや頭が薄く、きまじめな雰囲気だけどどこか頼りなさげな中年男性。

　派手な洋梨子と比較すると、あまりにも普通のサラリーマンで芸能界の人間という感じではない。

「ボクのマネージャーの野の間まさん」

　小声の耳打ちを受けて会釈する。

　ところが野間マネージャーの方は小声で『どうも』と言っただけで、じろりとこちらを睨にらみつける。

　あまり好意的な反応とは言えない。

「さ、掛けとくれ」

　促されるまま、ソファに腰を下ろす。

　一かず大ひろと早少女さおとめが並び、その向かいに洋梨子社長が座る形だ。

　配置で理解する。

　この会見は『声優と事じ務む所しよ社長ＶＳタレントに手を出した高校生』ではなく、『高校生カップルＶＳ社長』というアングルだ。

　さっきの野間の態度でちょっと警けい戒かいしたけれど、別に一大を糾きゆう弾だんしたり断罪したりという席ではないらしい。

「さて、改めて自己紹介させてもらうよ。樫かし尾お洋梨子だ。よろしくね」

「ど、どうも」

　頭を下げ、差し出された名刺を両手で受け取る。

　喫茶店でのバイト歴は長いし、基本は裏うら方かたと言っても必要に迫られれば客と接する事もある。

　それでもこういうかしこまった雰囲気のビジネスというのは、さすがに慣れていない。

　何しろ朋とも店長はちっとも大人らしくない人だし。

「えっと……申し訳ありません。名刺を持っていないもので……」

　そもそも目下の自分から名乗るべきだったのか。

　こういう時のマナーというのももっと勉強する必要があるか。

「ただの男子高校生にそんなのは期待してないって。ここじゃあたしが主あるじで、邪魔が入る恐れもない。別に君を叱ったり取って食ったりするつもりじゃないんだから、リラックスしておくれよ」

　そう言いながら、洋よ梨り子こ社長は自ら冷たい麦茶を用意してくれた。

　車やファッションの印象といい、態度といい、どうも『社長』なんて肩書きにはそぐわないイメージの人だ。

　手にした名刺に、改めて視線を落とす。

『シェダル・プロモーション社長・樫かし尾お洋梨子』

「ん？」

　そう言えばこの名前、前にどこかで見た事があるような──。

「あたしの名前に、見覚えでもあるのかい？」

「え……ええ、まあ……」

　何となくの印象だけで、どこでどんな風に知ったのかが思い出せない。

　だから失礼とは思いながらあいまいな返事をするしかない。

「あたしの名前でピンと来ないって事は、八や木ぎ本もと少年はアニメファンとかじゃないんだね。じゃ、この声なら聞き覚えあるかな？　『今ここに、皆の聖なる力を一つに！　光の道を切り開くのです』」

「えっ？　あ……まさか、フローシャ姫？」

　八〇年代にヒットしたファンタジーロボットアニメのヒロインだ。

　もちろん生まれる前の番組だから、一かず大ひろはリアルタイムの視聴者ではない。ただしそのキャラを使ったゲームやＣＭなどは今でも時々見かける。

　十代の少女にしか聞こえない、ハリとツヤのある声。直じかに聞いたのに、目の前の女性から出たとは素直には信じられなかった。

「こっちはどう？　『心はあります。だって心を込めて作ったんだから』」

「『魔法のヒロイン・テクニカレイナ』ですか？」

「試しに言ってみたんだけど、その歳としの男の子で覚えてるのは珍しいね」

「リメイク版の方ですけど、妹が好きでよく見てたんですよ」

　これもオリジナルは八〇年代に放送された、いわゆる魔女っ子アニメ。不思議な妖精を助けたお礼に、機械や道具と話す力を授かった少女が主人公だ。

　一かず大ひろが小学生の頃に設定を流用したニューバージョンが作られ、新旧ヒロインの時を越えた共演なんてエピソードもあった。

　早少女さおとめが主演していた『手づくり天使クラフトくらら』と並び、二ふ美みのお気に入り番組だったのである。

「そ。アリョーシャやレイナを演やったのがあたしって訳」

　洋よ梨り子こ社長は右手を差し出した。

　舞台出身。八〇年代から九〇年代前半にかけていくつものアニメで人気を集め、現在は一線から退いてマネジメントが本業。ただし昔のキャラを演じる仕事があれば、今でもマイクの前に立つし、バラエティ番組で懐なつかしアニメを扱う際にゲストとして呼ばれる事もあるという。

「その程度ならいいけど、さすがに歳としが歳だからさ。レギュラーや長なが丁ちよう場ばは体力が続かないんだよねぇ」

　笑いながら、首をかくかく左右に傾ける。

「ま、あたしの事はいいさね。今日の本題は、ウチのさつきと、八や木ぎ本もと少年の件だ」

　洋梨子社長はずっと早少女の事を『さつき』と呼んでいる。

　敵対する訳ではないが、やはりあくまでも『高校生・星ほし川かわ早少女』ではなく『声優・さつきほしみ』に関わる問題という事か。

「まずは、謝る。ごめんなさいよ。ウチの子のせいで、一般人である少年にまで迷惑かけてしまった」

「そ、そんな！　いいんですよ。顔上げてください！」

　テーブルに手を突いて頭を下げる洋梨子に、一大の方が恐縮してしまう。

「覚悟してたって訳じゃないですけど、こういう事があるかも知れないって、前に彼女の家族から言われた事もありますし」

「見りゃ分かるけど、あの写真にしてもさつきの方から抱きついていったって事だしね。八木本少年の責任とか、そんな風に言うつもりはないよ。別にウチは恋愛禁止とか、そういう契約にはなってないし」

　とりあえず、ここは『敵地』ではない。

　改めて実感すると、縮こまり強こわ張ばっていた胃がリラックスしてすっと落ちる。

　随ずい意い筋きんの方の緊張はまだ解けないけれど。

「さて。その上で、改めて尋ねるよ。二人とも、本気なのか？」

「え……と」

　一かず大ひろとしてはもちろん口ごもるしかできない。

　今の言葉ではっきりしたのは、早少女さおとめは社長に『ニセ恋人』だとは打ち明けていないという事だ。少なくとも洋よ梨り子こは自分たちを本当の恋人同士だと認識している。

　だったら今こそ事実を明らかにするチャンスかも知れないが、問題は早少女当人がどういう腹づもりかという事だ。

　頼まれて引き受けた身。

　あくまでも早少女本人の希望に添う形で、このトラブルを解決するのが最優先だ。

「も、もちろんっ！　ボクは本当に一大の事が好きだし、これからもずっとつきあっていきたいって思ってますっ！」

　ぎゅっ！

　早少女が一大の腕にしがみつき、そのまま抱き寄せる。

　肘が、柔らかい胸に押しつけられる。

「オ、オレも同じです」

　とっさに同調する。















　早少女さおとめがそういう方ほう針しんで行くなら、こちらとしてはそれに乗っかるしかない。

「社長も見たでしょ？　さっきだって一かず大ひろが……あの人たちからボクを守ってくれるのを。一大がいなきゃボク……」

『あの人たち』という言葉の選び方にも、早少女の辛つらさが滲にじんでいる。

　怖いけれど、一応はファンだから無む下げに扱う事もできない。

「……ふぅん……」

　腕と脚を組み、洋よ梨り子こ社長が考え込む。

「僕は賛成できませんね」

　別の声がいきなり割り込んできた。

　今までオフィスの方で話を聞いていた野の間まマネージャーだ。

「改めて。マネージャーの野間です」

「あ、ど、どうも。八や木ぎ本もと一大です」

　ソファの脇に来た野間から名刺を差し出され、慌あわてて立ち上がる。

「秋から『幻ソワ』のオンエアで、これからどんどんメディアへの露出も増やしていく絶好のチャンスなんですよ」

　洋梨子社長に促されて一大はすぐにまた腰こし掛かけたが、野の間まは立ったままで、高い位置から言葉を投げかけてくる。

「それなのに彼氏がいるなんていうのは大きなイメージダウンです。ここは急いで火消しを図るべきです。ただの友達だと公表するとか」

　また不愉快そうな視線が、一大に向けられる。

　正直いい気分はしないが、彼の主張も分かる。

　何しろ元々は演技力アップのために始めたニセ恋人なのだし、そのせいで仕事に支し障しようを来きたしたら本ほん末まつ転てん倒とうだ。

　業界の事を知らない自分が下手に口出ししたら、話がこじれそうな気もするし。

「プロデューサーとも話し合いましたけどね。やっぱり主要キャストの一人で、初の大仕事で話題性もあるコがああいうスキャンダルを起こすのはまずいと」

　変則スケジュールを組んで夏休み中にほとんどの録音を終えているが、オンエア前なのが幸い。早少女を降板させ、担当キャラ・ピュセルの出番を全部別の声優で録とり直して差し替えるという提案まであったと野間は説明した。

「そんな……」

　早少女の顔が青ざめる。

　彼女が仕事に賭ける想おもいを、一大は知っている。

　これまでのファミリー向け、キッズ向け路線から一歩踏み出して幅を広げたというだけではない。グラビアでの顔出しなども含め、ストーカー被害のトラウマから脱却しようという決意の表れが『幻ソワ』だ。

　それが、こんなつまらない事で台無しになるかも知れないのか。

「でもね」

　しかし、洋よ梨り子こは余裕ある口調で反論する。

「監督も音響監督も、さつきを降ろすのには反対してるよ。話題性や外見だけで選んだんじゃない。何よりこのコの演技力と表現力が必要だから起用したんだってな。この手のアニメの美少女役は初めてだけど、子役時代を別にしたって『ベイビー』や『にこぷる』で一年以上のレギュラー経験、洋画の吹き替えなんかのキャリアも積んでるんだ」

　そもそも『幻げん葬そうのソワレ』アニメ化は、別の企画がポシャったせいで急きゆう遽きよ繰り上げで動いたものだ。

　準備期間は乏しかったが、スタッフやキャストはほとんど前企画からスライドしており、原作の内容が良い事もあって士気は高くチームワークも良好。

　本来は間に合わせの穴埋めだったはずのものが監督を中心に力が結集され、かなりのクオリティに仕上がっているのである。

「そりゃ僕だって、この仕事が流れるのは嫌ですよ」

　怒りではない、ただ真剣な声。

「だけどさつきちゃんのこれからのキャリアを考えると、せっかくの売り出しチャンスにこういう事になっちゃったのは……。傷が浅いうちに撤退して、ほとぼりが冷めるのを待つという手もあるはずです。人気先行なら機会を逃せばお終しまいですけど、さつきちゃんは違う。ゼロからならすぐ再起できるからこそ、マイナスになるのは避けたい」

　単なる事なかれ主義という訳ではない。

　野の間まマネージャーも彼なりに早少女さおとめの事を本気で気き遣づかい、フォローしようと一所懸命なのは口調や態度から伝わってくる。

　一かず大ひろに向ける目がきついのも、彼の立場からすれば当然だ。

「でもね。ただ一緒にいるところとかならともかく、あんな写真が広まっちゃったんだよ？」

　洋梨子が取り出したスマホに映っているのは、例の一枚だ。

　ぴったり寄り添った嬉うれしそうな姿は『ただの友達』で通すのは難しいだろう。

「じゃあ、もう別れたとか」

「ははっ！　それじゃ逆効果だってば」

　野の間まの提案を、洋よ梨り子こは一笑に付した。

　これは一かず大ひろだって分かる。

『彼氏がいる』のもまずいだろうが『男を捨てた』というのは更なる悪あく評ひように直結する。

「だったら表向きは、オレから早少女さおとめをフった事にしましょうか？」

　思いついた事を口にする。

「一大？」

「知らずにつき合ってたけど騒ぎが大きくなったから面倒になったとか、隠し事されていたのが気にくわなかったとか言えば、理由も自然に聞こえるんじゃないですか？」

　早少女の方から別れを切り出したのならイメージダウンは必ひつ至しだけど、男に捨てられたとなればまだマシだ。やり方次第では同情を集める事もできる。

「それじゃ一大が悪者になっちゃうじゃない！」

「表向きの話だよ。オレたちが……その……つきあってるって事は隠し通せばさ」

　早少女とニセ恋人をやっているのは『誰だれかにアピールするため』ではない。

　だからこそこんな現状になっちゃった訳だが。

　早少女が『恋人気分を味わって演技力の栄養にする』というのなら、周囲の目のないところでこっそり彼氏彼女として振る舞うという逃げ道が残されている。

　もちろんそれはそれで、いろいろリスキーではあるが。

「それこそオレは芸能人でも何でもないただの高校生だし、ちょっと悪評が立ってもそんな困らないって。早少女が汚名着せられるよりよっぽどいいだろ？」

「でも、ストーカーとかが悪い意味で本気出したら怖いよ！」

「平気平気。オレだって、最近そこそこ鍛えてるしな」

　何とか笑顔を作って、空いている方の腕をぐっと曲げてささやかな力こぶを盛り上げる。

　現に一度ナイフを持った暴漢を撃退してるし、奇襲の一発勝負とはいえプロのボディガードに勝った事もある。

「身の危険だけじゃないんだってば。嫌がらせされたり、精神的にキツいの！」

　早少女の訴えは、実体験に基づくものだ。

「大丈夫。オレ、これでもメンタルだって結構強いしな」

　この点については掛け値無しに自信がある。

　何しろ『彼女が欲しい』という欲望を抑えてみんなに優しい好青年を装うのも、ニセ彼氏を続けるのも、生なま半はん可かな自制心では務まらない。

　そのせいでかえって上う手まくいってなかったというのは、早少女とつき合いだしてから知ったのだけど。

「それに、卓たく山やまが言ってたみたいに騒ぎに乗じてる野や次じ馬うまが大半なら、有名人の早少女さおとめじゃなくオレがターゲットになったら興味を失うんじゃないか？」

「クラスや学校での評判も悪くなっちゃうよ？　今までの評価が高い分、きっとみんなひどい奴やつだって言うよ！」

「あ……」

　それがあった。

　ミキとタケシ、恵めぐみと勇ゆう司じ──みんなが祝福してくれただけでなく、今やクラスどころか学校全体で不ふ埒らちなファンから早少女を守る事と一かず大ひろと早少女の仲を守る事、そして文化祭の企画がワンセットになっている。

　皆の協力は嬉うれしいが、その後で一大が早少女をフッたなんて話になれば、それだけ反動が大きい。

　最低男と罵ののしられ、吊つるし上あげられる恐れさえある。

「い、いや。やっぱり早少女の仕事の方が大切だろ？　とりあえず文化祭までの一週間を乗り切れば、学校の方は何とかなる。オレが泥かぶって済むなら、それが一番の解決方法じゃないか？」

　クラスのみんなにだけは『別れたというのはカムフラージュ』と言う手もあるが、情報漏ろう洩えいを完璧にシャットアウトするのは無理っぽい。関わる人間が増えれば増えるほど、悪意はなくともミスは生じやすくなる。

　既に、学校の事がバレてしまったように。

『本当はまだつきあっているのに、噓うそをついてファンを騙だました』なんて知られたら早少女の立場は今よりもっと悪くなる。

　最悪の事態を避けたいのなら、下手な隠いん蔽ぺいはリスクが大きすぎる。

「一大は何にも悪くないのにそんな事する必要なんてない！　ボクが頑張る！　ネットでどんなに叩たたかれたり騒がれたりしても、きちんと仕事で見返してみせるよ！」

　落ち込み、不安を感じているばかりではない。

　強く、真まっ直すぐな眼まな差ざしだ。

　仕事に誇りを持ち、技量に自信を持つ強い輝き。

　やっぱり早少女はきれいだ──一大は息を飲む。

　顔立ちが整っている事以上に、内側から溢あふれるエネルギーのまぶしさ。

　素顔を明らかにした今でも、これを知っているのはクラスでは自分だけだ。

　だから、一大も相応の強さで応えたくなる。

「早少女の気持ちは立りつ派ぱだよ。だけどこういう流れになると、相手は作品内容を評価してくれるちゃんとしたアニメファンや声優ファンだけじゃない。卓たく山やまが言った通り、ただ騒いでバッシングしやすい奴やつを狙って喜ぶだけの連中が尻しり馬うまに乗ってくる。それが原因で番組に悪あく評ひようが立ったりしたら、共演者やスタッフ、スポンサー、いろんな人に迷惑がかかる事になるんじゃないか？」

　もちろん自分は何のプロでもない、ただの高校生だ。

　拠より所どころにできるのは、早少女さおとめから信頼され、頼られているという自負だけ。

「でも……その……！」

　口ごもりながら、早少女が一かず大ひろの太ふと股ももをちょんとつついた。

　三本だけ立てた指が、閉じたり開いたりしている。

「あ……！」

　三＆股──そのサインで一大も気付いた。

　ここで汚れ役を引き受ければ、一大の顔や名前はますますネットに広まるだろう。

　幸いにして現在一人暮らしなので家族に迷惑がかかる恐れは弱い。

　ただし、現在抱えているニセ彼氏三件同時進行問題がある。

　もしも『早少女とつきあっている』という事が真さな愛えや鷹たか奈なの関係者の目に留まったら、いろいろとややこしくならないだろうか。

　一人だけ事情を知ってる早少女は、その事を危き惧ぐしているのだ。

　目の前に降って湧いたトラブルが大きすぎて、これを忘れていた。

「い、いや！　もちろんオレも面倒には巻き込まれるだろうけどさ。まずは今、一番差し迫っているのは早少女の件だし。それをどうにかするのを最優先にしようぜ」

　さすがにこの状況を全部見事に解決する名手奇手が、いきなりひらめくなんて都合のいい話はない。

　だったら、優先順位を決めるしかない。

　後は真愛と一緒に志し束づかに事情を話して正面から説得するとか、鷹奈に頭を下げて桃もも乃のにも騙だましていた事を詫わびた上で鷹奈自身が困っていると伝えるか。

　腹を括くくったつもりでも問題は山積みだ。

　頰ほおがぴくぴく引きつり、こめかみのあたりから冷たい汗が流れてくる。

「高校生の少年が立りつ派ぱな覚悟だね」

　そんな顔を見て、洋よ梨り子こはにっこり励ますように微笑ほほえんだ。

「どう、野の間まちゃん？　素人しろうとの男の子がここまで言ってくれてんだよ。一いつ丁ちよう前まえの大人で、役者を支える本職のあたしたちが及び腰でどうすんだよ？　それに一六、七にもなって好きな男の一人もいない、つき合った事もないなんて女の子に、艶のある演技ができると思うかい？」

　思わず、横目で早少女さおとめの表情をチェックする。

　至近距離の一かず大ひろには、口元がちょっと引きつっているのが分かった。

　何しろつき合っていると言っても実際にはニセの恋人で、好きでも何でもない。

　そして洋よ梨り子こ社長が指摘したのがズバリ正解、ビンゴで図星。

　まさしく演技力向上の下心で一大に近づいたのだ。

「ま、ちゃんと恋愛の効果は出ているようだし、あたしとしちゃさつきの恋を邪魔するべきじゃないと思うよ」

　どうやら洋梨子社長にもニセだとは勘づかれていないらしい。

　それだけ早少女の演技力が高いのか。

　あるいはベテランでも元声優と、現役バリバリの差か。

「もちろん失恋だって芸の肥やしにはなるけどさ。さつきにはまだ早いしね」

　陽気に笑う洋梨子社長に、微かすかなかげりを感じる。

　ひょっとしたら実体験に基づく感想なのだろうか。

「……そうですね。さつきちゃんがそこまで決意しているのなら、僕も腹を決めましょう。何より役者に気持ちよく仕事してもらうのが、僕の──プロのマネージャーの役目ですからね」

　野の間まも苦笑しながら肩をすくめる。

「ありがとうございますっ、社長っ！」

「でもいいんですか？　オレとしてはありがたい話ですけど、雑誌のグラビアとかアイドルっぽく売り出している以上、ダメージがでかいんじゃ……」

「確かにそういうプロモーションもしてるし、さつきが初めてって訳でもない」

　洋梨子が親指を立て、壁のポスターを差す。

　一大でも名前を知っているレベルの人気声優の、オリジナルアルバム宣伝用だ。

「けどね。このコもさつきもあくまで声優。演技でキャラに命を吹き込むのが本道だよ。恋してるおかげでそっちが快調なのに、アイドル路線重視で芝居の足を引っ張るようになっちゃ本ほん末まつ転てん倒とう」

　麦茶を一気に飲み干す。

「さすがにあたしだって、昨今のアイドルっぽい売り方を全部否定する気はないよ。需要があるし、演技だけじゃなく歌やトークでも表現したい事があって、それを実行するだけの力があるならどんどん表に出て行って何の問題もない。『あくまで裏うら方かたに徹するべき』とか『舞台演劇から始めなきゃダメ』なんてのは、あたしが現役の頃にはもう時代遅れの主張だったしね」

　今ほど華やかではないにせよ既にアニメ雑誌などで声優のグラビアがあったり、オリジナルアルバムを出したりする事は当たり前だったと洋よ梨り子こは説明した。

　もっとも彼女自身は何度か特集を組まれただけで、アイドル扱いされたり、歌ったりする機会はなかったそうだが。

　現在シェダル・プロモーションに所属している声優にも、いろんなタイプがいる──素人しろうとの一かず大ひろを気き遣づかい、洋梨子は説明を続ける。

　最初から声優一いつ本ぽん槍やりの者。ミュージシャンとしてのライブ活動にも熱心な者。逆にキャリアのスタートは歌手だったが、その後声優メインに転じた者。役者というよりアナウンスやナレーションを中心にしている者。舞台が本業で自分の劇団を主しゆ宰さいしており、声のマネジメントだけをシェダルに委託している者なんてのも。

「でもね。声優には、他のアイドルや女優とは全然違う魅力も値打ちもあるんだよ。アイドル路線優先でそっちを台無しにするなんてのは、少なくともウチの事じ務む所しよじゃ願い下げだね」

　そこまで言うと、洋梨子社長はすっくと立ち上がった。

　一大は、その姿を見上げる。

「八や木ぎ本もと少年、あたしの姿を見てどう思う？」

「えっと……やっぱり役者だけあって姿勢いいですよね。派手なシャツ着ても似合っちゃいますし」

「はははっ！　まあ、それもそうだけどさ。デカいってのが正直な感想だろ？」

「ええ……、まあ」

　言葉を濁す。

「あたしも子供の頃から芝居は好きでさ。プロになれたのはいいけど、何しろ見ての通りこのナリだろ？」

　両腕を大きく広げて笑う。

　手足が長くて姿勢もいいからプロポーションはきれいだけど、女性としてはかなりの大柄なのは事実だ。背が高いだけでなく、肩幅が広くて骨太。ヘビーデューティなオフロードカーのドライバーシートが似合うくらいに。

　若い頃をイメージしてみても、かわいいやきれいよりは『かっこいい』という形容が似合う人だったのだろう。しかも度胸もリーダーシップもあって、気っぷもいい。

　釣り合う男性を見つけるのは難しそうだ。

「身体からだが大きくて舞台映えするのはいいんだよ。だけど、どんなに憧れたってヒロイン役なんてなかなか回ってこない。高校は女子校だったから、三年間男役ばっか。だから声優って道が開けた時は嬉うれしかったねぇ。声なら、あたしもけなげなお姫様にもかわいい魔女っ子にもなれるんだから」

　早少女さおとめがコクリと小さく肯うなずく。

　彼女が現在レギュラーで務めているのは、動物や五歳の幼女。

　確かに『声』以外ではなかなか演じられない役柄だ。

　昔やっていた子役タレントは『その年頃』である事が要求される仕事だったから、まるっきり正反対の方向性だとも言える。

　きっかけは何であれ、声優ならではの面白さや難しさに開眼したからこそ、今の早少女はこの仕事に打ち込んでいるのだ。

　幅を広げるためにニセの恋人を調達するくらいに。

「あたしが経験した声優って仕事の素晴らしさを、後輩たちにも知ってほしい。そして気持ちよく働く手助けをしてやりたい──そう思ったから、この稼か業ぎようやってんのさ」

　にっこり笑って、洋よ梨り子こ社長は再びソファに腰を下ろした。

「具体的な対策は『幻ソワ』側の関係者とも話し合うとして、ウチの方ほう針しんとしてはさつきの現状を守る。仕事から降ろすのは反対。そして、一般人である八や木ぎ本もと少年は矢や面おもてには立たせない。それでいいね？」

「はい」

　野の間まも力強く答える。

「あの……社長。実はボクの方からも相談が……」

　早少女がおずおずと片手を挙げる。

「さっきもちょっと話が出た通り、実はもうすぐ文化祭があるんです。そこでボクの扱いについてちょっとした議題になってて……」

「ふぅん……」

　クラスでの提案、生徒会長たちとの話し合いの内容を告げると、社長はまた腕を組んで考え込む。

「いろいろリスクもあるけど、さつきがやりたいって言うならあたしとしてはＯＫだよ。ただし名前を出す以上、無料でもプロの仕事って形になるから手順はしっかり守ってもらうけど」

　高校生活残り一年半。

　こういう形でバレてしまった以上、芸能活動と両立させるためには周囲に理解してもらう事は絶対の必要条件だと洋梨子は付け加えた。

　今までのように教師が承認するだけでなく、クラスメイトの応援もあれば心強い。

「実行委員会側の仕切りに干渉はしませんけど、僕が窓口になって必要なチェックとサポートをしますよ。一度、学校の方にもうかがいましょう」

　野の間まも微笑ほほえむ。

　さすがに高校というのは初めてだが、担当している他の声優が大学の学祭でミニライブなどをやった事もある。そのノウハウで対応できるだろうと説明する。

「ありがとうございます」

　二人で声を揃そろえ、社長とマネージャーに向けて頭を下げる。

　これで一つ乗り越えた──一かず大ひろは安あん堵どする。

　少なくとも事じ務む所しよと早少女さおとめの気持ちは同じ。内うち輪わでこじれずに、力を合わせてトラブルに立ち向かえる。

「さつきにはまだ話があるから、残っておくれ。八や木ぎ本もと少年にはタクシーを呼ぼう」

「いえ。駅までの道を教えてもらえれば……」

「遠慮しなくていいよ。あたしが強引に拉ら致ちったんだから。きっちり送り届けるのもこっちの責任」

　洋よ梨り子こ社長は、豪快に笑った。
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「さて、と」

　一大が退出した後、洋梨子社長は大きく伸びをする。

「野間ちゃん、悪いんだけど少し席を外してくれない？　ちょいとさつきと、話したい事があってね」

「マネージャーの僕にも、聞かせられない用件ですか？」

　既にデスクに戻り、他の事務所が関わった高校文化祭の前例などをチェックしていた野間が首を傾かしげる。

「そそ。女の子同士の、ガールズトークって奴やつだよ」

「了解しました」

　普通なら『社長がガールという歳としですか』とか混ぜっ返しそうなものだが、生真面目な野間はそういうジョークは言わない。

「では、近くの喫茶店で作業を続けます。代表電話は、僕のケータイに転送されるようにしておきましたが、それでよろしいでしょうか？」

「助かるよ」

　ノートパソコンを入れた鞄かばんを手に提げ、野の間まは一礼して事じ務む所しよを出て行った。

「しゃ、社長……ガールズトークって……？」

　何とか笑顔を作ったが、頰ほおがぎこちなく強こわ張ばっているのを早少女さおとめは自覚していた。

「言葉の通りだよ。女同士、腹割って話をしようと思ってね」

　真剣な眼まな差ざしと優しい笑みの口元。

　応接セットを挟んで早少女と向かい合う。

　ただし今度は隣に一かず大ひろはいない。本当に一対一だ。

「あの少年──八や木ぎ本もと君とつき合いだしたのはＧＷ過ぎって話だったね？」

　確認する社長に、早少女は小さく肯うなずいた。

　経緯は、昨夜の電話で伝えてある。

　ただし実はニセだという事は除外して。

　いくら何でもあんまりなやり方だったし、今は本気なんだし。

　面倒な事は言わずに済むなら言わずにおきたい。

　そもそも状況が状況だ。

『実はニセ』なんて言ったら『じゃあ別れた方が都合いいんだから、そう公表してお終しまいにしましょう』と判断されてしまうかも知れない。

　それだけは、絶対に避けたかった。

「で、本当に好きになったのはいつ頃からなんだい？」

「えっ！」

　思わぬ指摘に、腰を浮かせる。

「な、なな、ななななっ！　何を言ってるんですか、社長っ！　ボ、ボクは最初から彼の事が好きで……」

「このあたし相手に、そんなごまかしが通用すると思ってんのかい？　舐なめられたモンだねぇ？」

　唇の端が、くいっとつり上がる。

「あたしはあんたの三倍は生きてるし、芝居もしてるんだよ。もちろん恋だって失恋だって山ほどさ」

　洋よ梨り子このプライベートに詳しい訳ではない。

　ただ、これまで一度も結婚していないという事は聞いている。

「だいたい。あの前後からさつきの態度が変わったんだよねぇ。最初は何か内緒にして企たくらんでる風だったのがすぐに不機嫌になって、その直後から変にウキウキし始めたんだよね。本気で惚ほれたのがその頃かい？」

「そ、そんな事まで！」

　最初にニセ彼氏を依頼し、その後で彼の人ひと柄がらを誤解して、その後でストーカーから助けてもらった。

　隠していたつもりのプロセスが、全部社長にはバレていたのか。

「まあ、あんたはそれなりに上う手まくごまかしていたけど、八や木ぎ本もと少年の方はやっぱり素人しろうとだね。さっきの態度はぎこちなくて、必死に恋人らしくしようってのが丸わかりだったよ。何の稽けい古こもしてないにしちゃ頑張った方だけどね」

　演技者とは、つまるところ『感情』のプロだ。

　登場人物の感情を表現し、それによって観客の感情を揺り動かす。

　当然その基礎になるのは『さまざまな感情』を経験したり、知っている事だ。早少女さおとめがニセの恋人を求めたのもそのためである。

　それを考えると三倍のキャリアを持つ洋よ梨り子この前では、早少女の隠し事なんて出来合いの小道具をそのまま使っている初心者手品のレベルでしかない。

　ましてや一かず大ひろの素人演技なんて論外だ。

「最初にここに来た時の事、覚えてるかい？」

　唐突な問いかけに、早少女はまた肯うなずく。

　洋梨子社長とのつき合いは芸能活動再開以来だから、二年ほどになる。

『クラフトくらら』の頃は子役メインのプロダクションに所属していたが、例の事件でそこは辞めてしまった。

　その後、引きこもり状態の彼女を心配した子役時代の先輩が、空手大会の場内アナウンスのアシスタントとして半ば強引に連れ出してくれたのだ。

　人前に出たりカメラの前に立つのは視線に曝さらされるから辛つらくても、声だけの仕事ならリハビリのきっかけになるのではないかと。

　そこで鷹たか奈なや真さな愛えとも出会い、芸能活動への意欲も甦よみがえった早少女は、その先輩が現在所属するシェダル・プロモーションの門を叩たたいたのである。

　もちろん全盛期の仕事をリアルタイムで見ていた訳ではないが、優れた先せん達だつとして洋梨子の名前は知っていた。

「社長にはお世話になりっぱなしで、感謝の言葉もありません」

　単に仕事のマネジメントだけではない。

　例えば、両親は芸能活動の再開に全面賛成ではなかった。

　引きこもり状態でも優しく見守ってくれていたし、再び外へ出るような気力を取り戻した事は喜んでくれた。

　しかしストーカー事件が再発したり、昔の出来事がおもしろ半分で取り上げられたりするのを恐れたのだ。

　それを、膝ひざづめ談だん判ぱんで説得してくれたのが洋よ梨り子こ社長だった。

『声の仕事をきっかけにやる気を取り戻したんですから、この子にとって辛つらさや恐怖よりも演技がしたいって気持ちの方が強いんです。そこを無理に抑えつけても彼女のためにはなりません』

　環境を変えるために実家から離れての一人暮らしを勧めたのも洋梨子だし、具体的な世話もしてくれた。スムーズに入居できたのは真さな愛えルートの紹介があったおかげだが、セキュリティの行き届いたマンション選びも社長のアドバイスあっての事だ。

「あの時、高校をどうするかって話にもなったんだよね」

「はい」

　もちろんそれも覚えている。

　事じ務む所しよに近くて都内のスタジオに通うにも便利。なおかつ真愛や鷹たか奈なの地元という事で、住むのは九く比ひ戸と市に決めた。

　その次に、近場の中でどの高校にするかという問題が浮かんできた。

『学校には行かず声優に専念する』という選択肢も早少女さおとめの頭には浮かんだのだが、ちゃんと高校を卒業するというのは仕事を再開するに当たって両親が出した条件だったし、洋梨子も学業と並行する事を勧めていた。

　引きこもっている間、一人でずっと勉強や読書を続けていたので学力面での大きな問題はなかった。

　まずバイトや芸能活動に理解がない学校は除外。その上でいくつかの候補の中で九比戸高校を、早少女自身の判断で選んだのだ。

「男性に慣れたいから共学校、中学時代の埋め合わせとして学園生活を体験するためになるべく普通の学校──決める時に、星ほし川かわはそんな風に言ってたっけ」

　呼び方が変わった事に早少女は気付いた。

　単に『さつきほしみ』を名乗る前の話題だからという事ではない。

　所属タレントではなく、一人の人間として話しているのだ。

「あの時からちょっと危なっかしいとは思ってたんだよ」

「危なっかしい……ですか？」

「星川は才能があるし、努力も意欲もある。だけどお芝居をすべてに優先させる──っていうよりも他のすべてを芝居のための材料にしがちなんじゃないかってね」

「それは……」

　思い当たる節はある。

　学校では地味にしていたのも、一転してニセ彼氏を求めたのも、すべては役者としての自分の都合を最優先したからだ。

「でも……それって悪い事なんでしょうか？　ボクはもうプロなんだし、程度はあっても仕事を大だい事じにするのは間違ってないと思います」

「すべてを仕事の役に立てるのと、仕事のために他のすべてを犠牲にするのは意味が違うんだよ。ただでさえ、人気子役ってのは危ないんだ」

　苦笑しながら、洋よ梨り子こはちっちと指を振った。

　日本でもアメリカでも、子役スターが身を持ち崩したケースは多い。

　自我が確立する前に周囲からちやほやされ、大金が入ってくる。その一方で同世代の友達と対等の関係を築き、芸能界以外の世界を知る機会は少ない。子供時代の印象が根強く、身体からだはどんどん変化していくのに成長に伴うイメージチェンジはスムーズにはいかない。いつまでも純朴で無邪気である事を期待されたりする。

　子供が稼ぎ出すギャラに親が依存するようになり、夫婦仲がこじれた挙げ句に家庭が崩壊するなんて最悪の事態だって珍しくないのだ。

　思い起こせば、早少女さおとめだって『クラフトくらら』時代は万事が順じゆん風ぷう満まん帆ぱんという訳ではなかった。

　妬ねたまれたり虐いじめられたりという程ではなかったが、やはり教室では多少浮いた存在でみんな微妙に扱いに困っていたし、本当に心を許せる友人もいなかった。

　もしも親友と呼べるほどの友達がいたら、芸能界を引退するだけでよかった。引きこもりになるような事はなかっただろう。

「知ってるかい？　ウチで扱ってるのは声優やアナウンサー、ナレーターだから縁の薄い話だけどね。グラビアアイドルは契約書に『プライベートでビキニは着用しない』って項目があったりするんだよ」

「えっ？　どうして？」

「そりゃあもちろん、仕事で着るビキニに希少価値、商品価値を持たせるためさ」

　私的に海やプールに行った時、ビキニ姿を写真に撮られるかも知れない。もちろんそれは許されざる盗撮だけど、目撃までは禁止できない。

「金取って見せるべきものを、タダで人目にさらしちゃいけないって事さね」

「ああ……」

　納得半分、不可解半分。

　理屈としては分からないでもないけど、私生活での細かい楽しみまで契約で管理しなければいけないものだろうか。

　そういえばどこまで本気かは知らないが『恋愛禁止』を公式に謳うたっているアイドルなんてのも存在する。

　突き詰めて考えれば、歌や演技のスキルや話術ではなく、美び貌ぼうがウリのタレントやモデルは覆面なしでは外を出歩けないのか。

「芸能人ってのは因いん果がな存在でね。イメージを大切にしなきゃならないし、夢や芸だけじゃなくて本人の人ひと柄がらを売り物にする側面があるのも確か。それでも『自分』を切り売りしちゃいけないとあたしは思ってる」

「自分を切り売り……」

「野菜を売るためには育てなきゃいけない。車を売るためには部品を集めて組み立てなきゃいけない。夢や芸だって同じさね。虚こ空くうから勝手に湧いてくる訳じゃない。売り物にするためには、育てたり組み立てたり仕入れたりしなくちゃいけないのさ」

　何かを懐なつかしむように洋よ梨り子こは目を閉じ、一度ため息をついてからまた開く。

「けどね。『自分』はそう簡単に手に入らない。『自分』を売るってのは、畑や工場を売っぱらうようなモンだよ。切せつ羽ぱ詰つまってそうするしかないって決めたなら他人が口出しするこっちゃないだろうけど」

「先が続かない、後がない……っていう事ですか？」

「ああ。中には売っても売っても品切れにならない、次々と新しい『自分』が湧き出してくる天才もいる。『自分』を売り払って空っぽになっても、その空っぽのままで動き回る怪物もいる。けどね、ほとんどの役者はそうじゃない。夢があって、芸が好きで、それを仕事にしたい、ちょっと変わってるだけの人間なのさ」

『幻ソワ』が決まる前──ちょっとエッチな萌えアニメの企画が進んでいる時、一かず大ひろ相手に演技の練習をしていた時の記憶が頭をよぎる。

　演技の技術だけがあって、自分自身には何もない空っぽの存在なのではないか。

　それはまさに、早少女さおとめが感じた悩みだった。

　その苦悩を癒いやし、虚むなしさを埋めてくれたのも一大。

「特に星ほし川かわ。あんたはまだ十代だよ。才能はあってもまだ人間としての経験は浅いし、実感している気持ちのバリエーションにだって限りがある。言ってみりゃ、凄すご腕うでの職人はいるけれど敷地も小さくて資金もかつかつの町工場だ。景気のいい時にしっかり設備投資しなきゃそのうち頭打ちになる」

　洋梨子が言う『設備投資』が何なのか、今なら理解できる。

　例えば一年前の自分は、文化祭を積極的に楽しもうとは考えていなかった。

　目立たぬよう、同時に孤立しないよう配慮しながらクラスメイトたちがどんな風に楽しんでいるのか、あるいは苦労しているのかを観察し、取材するだけで充分だった。

　今年、トラブルの渦中にありながら参加したいのは、気付いてしまったから。

　演技の材料にするための『よくある文化祭の情景』ではなく、一かず大ひろと過ごすかけがえのない思い出の一ピースだという事に。

　そんな当たり前の日々が自分という人間を組み立て、何かを演じるための土台になっていく。

「そうだね……。例えばさ、あたしたちのここには──」

　洋よ梨り子こは早少女さおとめの隣に座り直すと、頭をコツンと小突いた。

「役者脳っていう特別な器官があるのかも知れない。だけどね。そこにエネルギーを送る役者血管や役者胃袋なんてモノが別にある訳じゃないのさ。当たり前の人間として食べて、飲んで、笑って、泣いて、怒って──」

　早少女の目頭が、熱くなる。

「──悩んで、戸惑って、憎んで、恋して、生きて体験した事しか役者脳の栄養にはならないんだ」

　人間である前に役者。

　よく耳にする尖とがったフレーズは、奔放な言動を正当化するための言い訳にすぎない。

　生まれ落ちた瞬間から演技者である者などいない。誰だれだって最初は何も知らない赤ん坊なのだから。

　さまざまな事を体験し、普通の心を身につけてからでないと、感情を表現する者にはなれない。

「……ボク……好きなんです。本当に、一大の事が……」

　胸一杯に溜まっていた想おもいが、唇をついて溢あふれ出でる。

　こんなに切なくて、温かくて、潤った気持ちが自分の内側にあるなんて知らなかった。

「他人のために一生懸命になれて、いざという時は勇気があって、努力家で、誠実で……ボクだけじゃなく、他の女の子のために頑張ってる姿も素す敵てきで……」

　思いが、溢れ出す。

「でもボクの友達も彼の事が好きなの……。彼はボクたちの本当の気持ちを知らなくて、ニセの恋人のつもりでいて……」

「星ほし川かわ」

　ぎゅっ！

　早少女さおとめの頭が、いきなり洋よ梨り子この胸に抱き寄せられる。

　大人びた香水の匂いが鼻び腔こうをくすぐる。

「あたしはね、あんたが本気で誰だれかを好きになったのって素す敵てきな事だと思うよ。その気持ちを大切にしなさい。紛れもない、あんた自身の心の問題なんだからね」

「……はい、ありがとうございます。洋梨子さん」

　早少女も、プライベートの呼び方で答える。

「仕事のためだって理由で、あんたの恋を踏みにじろうとするような奴やつがいたら、あたしは大人として、そして社長として守ってあげるからね」

「……はいっ！」

　声に力を込めて、そっと手で押して抱きしめられていた頭を離す。

　目頭から溢あふれてきた熱いもので、洋梨子のＴシャツを濡ぬらしたくなかったから。





第５話　悲しき爆弾解除







「おねーさまおねーさまおねーさまっ！」

　始業式が終わり、鷹たか奈なは久しぶりに空手部に顔を出した。

　着替えていると、まるで狙ったようなタイミングで桃もも乃のがロッカールームに飛び込んできたのだ。

「な、何っ？」

　脱いでいた制服のブラウスを身体からだに当て、とっさに防御する。

　何しろ桃乃はスマートフォンを掲かかげている。

　こっちは下着だけ。

「おねーさまっ！　これを見てくださいっ！」

「え？」

　確かにスマホを手にしているが、画面がこっち向きだ。

　撮影するなら構えが反対。

　カメラモードではなく何かが表示されているようだが、興奮しているせいで桃乃の手がぶるぶる震えているので、ブレて写真も字も読めない。

「何なの？　ちょっと貸して」

　スマホを取り上げる。

　画面を確認したいのはもちろんだが、撮影されないための自衛でもある。

「……えっ？」

　映し出されている人物には心当たりがある。

　紛れもなく一かず大ひろと早少女さおとめ。しかも仲むつまじく腕なんか組んでいる。

「ちょ、ちょっと待ってよ？　何、これ？」

　早少女は売り出し中の声優だから、ネットに写真がアップされても不思議ではない。

　だけど一大はまるっきりの一般人。単なる高校生だ。

　要するにこれは、ワイドショーなんかで取り上げられる『有名人と一般人男性の恋愛』という奴やつなのか。

　落ち着いてもう一度写真を見る。

　画面に全部は映りきらず、文章が途中で途切れているので記事の内容はよく分からない。

　アングルからすると隠し撮り。背景は駅っぽいから、多分二ふ美みを見送りに行った時の写真だろう。

「ね？　やっぱり変でしょ！　間違いなく一五画男ですよねっ！　他の男なんて全部へのへのもへじですけど、桃もも乃のは愛するおねーさまを奪う恋こい敵がたきの顔だけは絶対に忘れたりしませんもんっ！」

　鷹たか奈なが戸惑った意味を完全に誤解して、桃乃は嬉うれしそうにぴょんぴょん飛び跳ねる。

「おねーさまにはっきりくっきりしっかり見ていただこうと思って、今までのケータイから買い替えちゃいましたっ！」

「こ、これってどういう……？」

　記事の続きを読もうとしたが、カーソルキーが見当たらない。

　メカに弱く、最さい低てい限げんの機能しか必要としていない鷹奈だ。愛用しているのはシンプルなガラケー。

　スマートフォンなんてほとんど触った事がないのである。

　何とか見つけた側面のボタンを上下移動だと思って押してみたら、画面にスピーカーのアイコンと音量メーターが映っただけだった。

「画面に直接触れて、動かせばいいんですっ」

「え？　ちょ、ちょっと！」

　桃乃が鷹奈の手を取り、画面に指をタッチさせた。そのまま上向きに滑らせると、その通りに画面がスクロールしていく。

「ほら。こんな風に指先で優しく、ソフトに愛あい撫ぶするみたいに撫なでるだけでいいんですよ、おねーさまっ」

　重ねた手で、桃もも乃のの細い指が違う生き物のように蠢うごめく。

「も、もう分かったから手離して」

「いーえっ！　この羊ひつじ飼かい桃乃、おねーさまのために手取り足取りいろんな事を教えてさしあげますっ！」

　背後からぴったり張り付くような姿勢で、鷹たか奈なの素肌に制服の胸が押しつけられる。

「だ、大丈夫っ！　もう使い方覚えたから！」

　桃乃を振り解ほどき、記事の続きを読む。

　新人声優さつきほしみに彼氏がいるという目撃情報から始まり、しばらくはひたすらさつき──早少女さおとめを非難する文章が続いている。

　曰いわく、尻しり軽がるビッチ。

　曰く、騙だまされていた。

　曰く、高校生はもうババア。

　最後の方には『こいつウチの近所の学校』と、九く比ひ戸と高校の名前が書かれていた。

「ねね、ひどい奴やつでしょ？　おねーさまという人がありながら、他の女とつき合ってるんですよっ？　これはもう、こんな不実な生き物は一刻も早くおねーさまの正義と怒りの鉄拳で粉ふん砕さいしちゃって、生ゴミの日に出しちゃいましょうっ！」

　両手をぶんぶん振り回す。

「えーと……ちょ、ちょっと待って」

「もちろん一五画男に裏切られたおねーさまの心の傷は、この桃乃が誠心誠意、溢あふれる愛で癒いやして差し上げますっ！」

　両腕で自身を抱きしめ、瞳を潤ませ、唇を突き出してじりじり鷹奈に迫ってくる。

「だから、その……」

　近づく桃乃を立てた平手で制し、一呼吸ついてからとりあえず稽けい古こ着ぎの上だけ羽織る。

　まだ危なっかしいけれど、ぱんつとブラだけの下着姿よりはマシだ。

「一度でも慕った相手に手を下すのが忍びないというなら、おねーさまに代わってこの桃乃が一五画男に愛の鉄てつ槌ついを下しますわ！　おねーさま以上の強つわ者ものであってもこちらには正義がありますっ！　ラブパワーを上乗せすれば絶対に勝てますっ！」

　えいっ！　ていっ！

　正拳突きの型を繰り返す。

　気合いを込めても、地声がかわいいせいであまり迫力はない。

「このサイトだけじゃありませんよ！　実は昨日、桃もも乃ののところにも一五画男の事を訊たずねに来た人がいたんです！」

「ちょ、ちょっと待って！　桃乃、それに応じたの？」

「もちろんですっ！」

「ど、どんな事訊きかれたの？　どう答えた訳？」

「これと同じ写真を見せられて、向こうから一五画男の名前を言ってきましたから、もちろん知ってる事を全部そのまま喋しやべりましたよ」

「ホントの事？」

　桃乃が知っている本当の事とは、つまり全部鷹たか奈なが作った設定だ。

　万一にもあんな情報が世間に流出したらどうなってしまうのか。

「当たり前ですっ！　桃乃はウソは嫌いですもんっ！　あ、でもあくまで『おねーさまより強くてつき合っている』って断言はしないで『と主張している』ってところで止やめましたけどねっ！」

　早少女さおとめの熱烈なファンが、既に一かず大ひろの素す性じようや人間関係まで把握しているのか。

　少なくとも一大の住所を探り当て、そこから鷹奈と親しい事を知り、さらに学校での鷹奈の所属クラブや交友関係まで理解しなければ桃乃にまでたどり着けない。

　鷹奈自身、まったく無名という訳ではない。いくつかの大会で優勝して新聞やニュースで取り上げられた事があるし、スポーツ特待生だから一般人に比べれば調査するのは簡単だとしても、一日や二日で素人しろうとがここまでたぐれるのか。

　それにしてはネットに流れているのはまだ曖昧だ。

　わざわざ調べたのなら、嬉き々きとして垂れ流しそうなものだが。

「桃乃、あんたのところに来たのってどんな人？　オタクっぽい男とか？」

「いいえ。そんな男なんかにおねーさまの話を聞かせたくなんかありませんっ！　普通の女の人でしたよ。きっちりした服装で、髪の長い大人の人。そういえば、桃乃もびっくりしてどういう人だか確かめるの忘れてましたっ！」

「……そ、そうなんだ」

　おかしい。

　てっきり早少女の熱狂的なファンだと思ったのに、話を聞く限りそういうタイプとは思えない。

　一体何が起きているのだろうか。

　はっきりしているのは、既にこの件は鷹奈にとっても他ひ人と事ごとではないという事だ。

「一五画男が信用できない浮気者なのは、もう揺るぎない事実！　おねーさまにふさわしいのはやっぱり桃もも乃のであると全世界的に証明されたも同然ですよねっ！」

「あーっ！　もうっ！　ちょっと待って！　あたしの話、聞いて！　お願いだから！」

　ぴたっ！

　大声を上げると、ようやく桃乃のマシンガントークは止まった。

「確かにこの写真に写ってるのはカズだけど、これって別に浮気とか、そういうのとは違うの。あいつは悪くないから！」

「どういう事です？　はっ！　まさかおねーさま公認の二股っ？　二股ＯＫという事は一五画男がいても桃乃がおねーさまとおつきあいするのもアリ？　でもでも桃乃としてはやっぱりたった一人の大切な人として結ばれたいんですっ！」

「二股でもないのっ！」

　まさか三股とは言えない。

「でもでもっ！　愛し合っているはずの人に裏切られたりしたら、絶対に許せませんよね？　それともこんな事態をスルーできるっていう事は、おねーさまと一五画男は本当はつき合ってないって事なんですか？」

　ずいっ！

　桃乃がにじり寄る。

「ごめんっ！」

　鷹たか奈なはいきなり深く頭を下げた。

　更にそのまま両手を突き、土下座の体勢になる。

「お、おねーさまっ？」

「今まで騙だましててごめん！　あたしとカズ、本当につき合ってる訳じゃないんだ」

「ええっ！」

　桃乃の顔が、百万ワットの喜びを放った。

「幼なじみだっていうのは事実なんだけど、あたしより強いとか武者修行してたとかいうのは全部作り話！」

「え？　じゃあ一五画男の本命はこっちの声優さん？　つまりおねーさまはフリーで、やっぱり桃乃にチャンス到来っ？」

「そうじゃないの。話せば長くなっちゃうけど」

　桃乃を始めとする同性から迫られるのに困って彼氏役を頼んだ。その際に、前々から言っていた『自分より強くなきゃつき合わない』という話に合わせるために無む茶ちやな芝居をさせてしまった。

　今までの事情──ただしあくまで自分サイドの件だけを、かいつまんで説明する。

　さすがにニセ三股については、他人には話せない。

「衝しよう撃げきの事実っ！」

　大げさに身体からだを反らしてポーズを取る。

「デートをチェックした時とか、妙に態度がぎこちないと思ってたら、そういう事情だったんですね」

「うん……」

「じゃあ……こっちの声優さんとの件は？」

「え、えーと……」

　しまった。

　桃もも乃のの立場からすればこれは当然の疑問だ。

「おねーさまの件が形だけなら、一五画男の本命は声優さんでしょ？　だったらやっぱり桃乃にとっては確率変動到来の大チャンスですよねっ！　ビッグボーナスタイムッ！　出玉大爆発っ！」

　胸のあたりで拳を握りしめ、らしくない形容を連発しながら瞳をさらに輝かせる。

「だ、だから……それも違うんだってば！」

「へ？」

「詳しい事は言えないけど、早少女さおとめ──さつきほしみともあたしは友達。だから事情は知ってる」

「えっ？　まさかの衝撃の告白っ？　つまり声優さんとつき合っているのに、おねーさまの方が略奪愛？　でもでもおねーさまとつき合ってるのはフリだけで？」

　さっきまでは全身からハートマークが飛び出していたのに、それがクエスチョンマークに切り替わる。

「だからこっちとつき合ってるんでもないの！　彼女は彼女で恋人役をやってくれる人が必要で、カズがやってあげてるんだってば！」

　巧みな作り話でごまかすような真ま似ねは鷹たか奈なにはできない。

　だから隠し事が通用しないのなら相手が納得するまで、断片的な事実を小出しにするしかなかった。

「なぁんだ」

　鷹奈が顔を上げると、桃乃は笑顔で胸を撫なで下おろしていた。

「つまりおねーさまとも声優さんとも、一五画男はつき合ってないって事ですよね。だったら……」

「そうじゃない！」

「そうじゃないって、何がそうじゃないんですか？」

「だから、その……」

「はっきり言ってください、おねーさまっ！」

　真剣な眼まな差ざしで問いかける。

「つき合ってないけど……あたしがカズの事を好きなのは本当なんだもん！」

　言った。

　言ってしまった。

　一番決定的な、中心を占める事実を。

「え……」

　桃もも乃のの声から、疑問符も消えた。

　漏れた息に現れているのは、衝しよう撃げきで何もかもが吹き飛ばされた空白。

「……単に彼氏の役を頼んだだけなんですよね？」

「最初はそのつもりだったの」

　記憶が、気持ちが、鷹たか奈なの中でフラッシュバックする。

　ニセ恋人を依頼した日からではない。

　一緒に過ごしてきた一六年がシャッフルされて脳のう裏りにランダム再生される。

「本当に形だけのつもりだった。だけど気付いたら好きになってた……ううん、ずっと前からカズの事が好きだったんだって気付いちゃったんだ」

　例えば、赤い絵の具に少しずつ白を混ぜていく。

　それはいつからピンクに変わるのだろう？

　半分？　三分の一？　それとも最初の一滴？

　はっきりしているのは、目に見える変化はなくてもほんの少しでも混じった瞬間からもう既に『純粋な赤』ではなくなっているという事。

　そして『明らかなピンク』の中から、初めの白を区別したり取り除いたりするのは不可能だという事。

　どこかでスイッチがパチンと切り替わるのではなく、自覚のないまま少しずつ積み重なっていく『好き』。

　それはちょうど、剣や銃を装備するのではなく、修行して自身を鍛えて身につけた強さにも似ている。

　武器を手放す事はできても、身体からだそのものに染みついた技は捨て去れない。

「今まで噓うそついててごめんっ！　桃乃があたしに近づきたくて頑張ってるのも知ってる。先輩後輩、部活の仲間としてなら仲良くしたいとも思ってる。だけど、気持ちには応えられない！」

　額を床に擦こすりつける。

　恋心を知った今なら理解できる。

　冗談半分でもてはやし、じゃれついている他の娘こたちとは違う。

　桃もも乃のだけは本気だ。

　だから、彼女の真まっ直すぐな気持ちにこっちも真っ直ぐに応えなければならない。

　たとえそれが、相手を確実に破壊するカウンターパンチになってしまうとしても。

「顔を上げてください。そんなの、おねーさまらしくありませんわ」

　屈かがんだ桃乃の両手が、鷹たか奈なの頰ほおに触れた。

　顔が持ち上げられる。

「……桃乃……？」

　見上げると桃乃は、笑っていた。

　唇は頑張って笑顔のカーブを作っている。

　だけど大きな瞳からは涙が溢あふれ、頰のラインから顎にまで伝っている。

「結局、今までと何も変わらないって事ですよね。おねーさまには好きな人がいて、でも桃もも乃のはおねーさまが好きで……」















　言葉とは裏うら腹はらな、桃乃の涙の理由も分かる。

　分かるようになった。

　好きになった相手に振り向いてもらえないのは、もちろん悲しい。

　それ以上に辛つらいのは噓うそをつかれていた事。

　噓を必要とするほどに避けられていたという、その事実を突きつけられた事だ。

「ごめんね。あたし、自分の気持ちにも気付かないくらいバカだったから、傷つけたくないって思って、一番ひどい事しちゃった」

　穏おん便びんに済ませたいと考えて今まで使っていた手段は、相手を最も傷つける反則攻撃。

　本当に好きになったら、どんな理由があったって簡単に諦められない。

　もうつき合っている相手がいる。強力なライバルがいる。

　そんなのが何だ。

　早少女さおとめも真さな愛えもきれいだし、自分よりもずっとおしとやかで優しい。

　だけどその程度の事で、氷ひ魚お鷹たか奈なは引き下がったか？

　女同士に興味がない。恋愛対象とは思えない。

　それは高いハードルや分厚い壁だけど、絶対に越えられない広い亀き裂れつではない。

『女らしくないから、恋なんて似合わない』という不安に鷹奈自身振り回され、それでも結果的には乗り越えた。

　拒まれても、勝ち目がなくても諦められない。

　なりふり構わず、どんな手を使ってでも相手を振り向かせたい。

　好きになった人に、好きになってほしい。

　特別な二人になりたい。

　今までの鷹奈は、その気持ちがどれだけ強い力なのかを知らなかった。

「か、構いませんよ。だって桃乃はおねーさまを諦めたり嫌いになったりした訳じゃありませんもんっ！　ただ……ただこれからは戦い方を変えるだけです。本気の片思いがどれだけ揺れないのかは、自分が一番よく知ってますもん」

　くるっと背を向けて、背中で語り始める。

「……桃乃……」

「だからおねーさまの気持ちが一方的に一五画男に向いている間は、今までみたいな迫り方じゃなくて、静かに側そばにいてチャンスが到来するのを待ちます！　空手部だって辞めたりしないでもっと頑張ります。それは、おねーさま自身にだって絶対に止められない事ですもんっ！」

　肩が、声が、震えている。

　多分もう口の形だけでも笑えていない。

　泣いている情けない顔を、好きな人には見せたくない。

　その気持ちも、分かる。痛いくらいに。

　だけどなんて──なんてかっこいい泣き言だろう。

「ごめんなさい。偉そうな事言ったけど、今日は……今日だけは部活サボっちゃいます。ちょっと痛くて、練習できそうにないですから」

「うん。先生にはあたしから言っておく」

　どこが痛いのか、それも訊たずねるまでもない。

「ありがとうございます」

「それと……勝手だけど、今話した事は誰だれにも言わないでくれない？　変な形で表に出ちゃったけど、カズの事も早少女さおとめの事も、本当は表おもて沙ざ汰たにするつもりなかったし……」

「えへ。それって、つまりおねーさまの秘密をあたしだけに打ち明けてくれたって事ですよね。分かってます。約束しますよ」

　痛々しいくらいに肩を落として、桃もも乃のはロッカールームを出て行った。

　ふぅ。

　一人残されて、鷹たか奈なは大きく息をついた。

　言ってしまった。

　一かず大ひろ自身さえまだ知らない、背後の事情の一端を。

　だけど桃乃の誤解を解くにはあれしかなかった。

　早少女と真さな愛え、そして鷹奈。

　近いうちに三人でスケジュールを合わせ、一大を交えて改めて事情を説明する。

　今のこじれた関係をきっちり精算して、三人とも本当に一大が好きだというところからやり直す。

　そのはずだったのに、状況がそれを許してくれない。

　早少女との写真がネットにアップされた事で、当事者四人だけの問題ではなくなってしまったのだ。




　シェダル・プロモーション事じ務む所しよからタクシーに乗った一大は、行き先として自宅ではなく駅前通りを告げた。

　適当なところで降車し、『スウィート・ドロップ』に向かう。

　トリオ・ザ・アーノルドＢチームのドタキャンが気になる。

　ひょっとしたら天てん弓きゆう院いんの家に何かのトラブルが発生したのだろうか。

　確か今日は真さな愛えがシフトに入っているはずだし、事情が聞けるかも知れない。

　例の写真が真愛にも見られているかもと思ったが、すぐにその可能性は消えた。何しろ真愛はネットにアクセスできない。

　今回ばかりは彼女が機械に触れられない事がありがたかった。

　下校時のトラブルで、一かず大ひろの顔も学校もよりはっきりとバレた。最悪、店にも迷惑がかかる事も想定しておいた方がいいか。

「すみません。今日はシフトじゃないんですけど……」

　万一を考えて人目のない勝手口から入り、ロッカールームの扉を開ける。

「きゃ～。えっち～」

　抑揚のない、棒読みの悲鳴が響いた。

「わっ！」

　一大は思わず立ち止まり、両手で顔を覆ってくるりと振り返る。

「な、何をしてるんですか？」

　そこにいたのは『スウィート・ドロップ』のメイドではない。

　ある意味それ以上の、正真正銘本物メイド。

　即すなわち、天弓院家に仕える真愛の世話係・壇だんマツリその人である。

　しかも黒いレースのランジェリー姿。ガーターベルトでストッキングを吊つるしてある。

「もちろん着替えている最さい中ちゆうです。いきなり覗のぞくなんて、八や木ぎ本もと様のえっち、すけっち、さすかっち」

　恥じらいも驚きもない、いつもの冷静一〇〇パーセントの口調で淡々と告げる。

　しかもポーズは両手を腰に当て、足を肩幅に広げての仁王立ち。

　隠す気など微み塵じんもない。

「よりによってあなたにえっちとか言われる筋合いはありませんっ！　というか何をしてるんですか！」

「あー、八木本君。どしたの？　今日は休みのはずだったよね？」

　声を聞きつけたのか、ひょいっと朋とも店長も入ってくる。

　こっちはちゃんとメイド服着用の安心スタイルだ。

「えっと……真愛さんは？」

「それがねえ。さっき保護者の人から電話があって、急な話で悪いんだけどバイト辞めさせてほしいって」

「えっ？」

「はい。そのため本日の勤務予定を埋め合わせるために、急きゆう遽きよ自分が参りました」

　下着姿のまま、機械じみた正確な動作で一礼する。

「熱くたぎる瑞みず々みずしい本物が一番気持ちいいのは確かとしても、どうしてもそれがない時は冷たく動くだけの代替品を埋めて我慢するしかありませんので」

　何かを握り、それがモーターで振動しているようなジェスチャーつきで語る。

　翻訳すれば『真さな愛えがバイトをドタキャンしたので、埋め合わせに若さでは一歩譲るクールな態度のマツリがやってきた』という意味だろうか。

　無む理り矢や理りにでも違う連想へ誘導したがってるようだが。

「オゥ！　ジャパニーズメイドロボ？　本物でスか？」

　バイトのカリナも覗のぞきこむ。

　彼女はオタク文化研究のためにアメリカからやってきた留学生なのだ。

「いや。そうじゃなくて、この人は態度がちょっと変なだけの生身の人間だから。いくら日本でもまだそこまでの技術ないから」

「そうです。自分はあくまでも生肉人形でございますので」

「またそういう誤解を招くような事を言う！」

　本人に説明させるとまた変な方向に行きそうだったから一かず大ひろが先回りで説明したのに、結局変な形で言こと葉ば尻じりを取られてしまう。

「どうしました、八や木ぎ本もと様？　興奮なさっているのですか？　お顔が赤いですよ。血液は別のところに集中させてください」

「まずちゃんと服を着てくださいっ！　店長とカリナさんはフロアに戻ってくれますか。オ──僕、ちょっと壇だんさんに話がありますから」

　ちょっと不自然かも知れないが、マツリがいる場では『対真愛モード・僕フォーム』にしなければ。

「はぁい」

「分かりまシた」

　二人が去って、ようやく一息つく。

　そういえばあの日──ニセ彼氏を依頼された日も似たようなシチュエーションだった。

　バイトに遅刻しかけて、慌あわててここに飛び込んだら真愛が着替えの真まっ最さい中ちゆうで。

「お待たせしました。八木本様」

「ちゃんと服、着ました？」

「ご安心を」

　用心しながら振り返り、そっと瞼まぶたを開ける。

　幸いマツリの言葉に噓うそはなく、ちゃんと着替えを終えていた。

　いつもの本物スタイルではなく、スカートの短いこの店の制服だ。

　そういえばこの人はいつでもあの格かつ好こうだから、メイド服からメイド服へ着替えた事になるのか。

「バイトを辞めるって、どうしてですか？」

「志し束づか様の指示でございます」

「真さな愛えさんに何かあったとか？」

「詳しい事を話すのは、許可されておりません」

　普段から表情や口調を変えないマツリだ。今の言葉の裏にどんな感情が潜んでいるのか、まったく読み取れなかった。

　このままでは打つ手がない。

　危険だが、仕方がないか。

　決意し、一かず大ひろは切り札を出した。

「僕は、真愛さんとおつきあいしています。彼女に何があったか、知る権利があるはずではありませんか？」

「申し訳ありませんが、志束様から八や木ぎ本もと様にも何も喋しやべるなときつく言い渡されておりますので」

「どうしても教えていただけないんですか？」

　目に力を込め、一歩詰め寄る。

「自分の口を割らせようと八木本様が拷問するというのであれば、甘んじて受けましょう。鞭むち打うちでも亀きつ甲こう縛しばりでもロウソク責めでも三角木馬でも」

「何ですか、そのリストは！」

　拷問のチョイスが、明らかに恣し意い的だ。

「もちろんどれほどの苦痛であっても自分が悦えつ楽らくの喘あえぎ声を漏らす事はあっても、禁じられた言葉を口にする事はあり得ません。そのようにお心こころ得えを」

　性格というか性欲はさておき、マツリはイギリスに渡って修業までしたプロフェッショナルのメイドだ。

　主あるじの命令をはっきりと口にした以上、テコでも動かないのは予想できた。

　下手な事をすると、それこそ喜ぶだけみたいだし。

「……分かりました」

　何かあったのは間違いない。

　しかし、それを知る手がかりは完全に絶たれている。

　一かず大ひろが知っているのは天てん弓きゆう院いん家の代表電話だけ。当然志し束づかが取りつがないように言い渡してあるだろう。直接家に押しかけようにも、無許可で近づけるのは山の麓ふもとまでだ。

　真正面からでは、当然門を開けてもらえない。こっそり忍び込もうにも万全の監視カメラが仕掛けられていると聞いている。発見されればアーノルド軍団によってあっさりつまみ出されてお終しまいだ。

　早少女さおとめの一件だけでも頭が痛いが、向こうはまだ何がトラブルなのかはっきりしているから、それなりに対たい処しよもできる。

　まるっきり状況不明というもどかしさの中で、心配と不安だけが募っていく。

　真さな愛えが困っているのなら、何とか助けてやりたい。

　せめて声を掛け、話を聞いて不安を取り除くだけでも。

「八や木ぎ本もと様」

　歯がみしていると、不意にマツリが声をかけてきた。

「いろいろご不安でしょうが、真愛お嬢様のお身体からだには何事もございません。その事は、自分が保証いたします」

「そ、そうですか」

　少なくとも病気やケガではないのか。

「それと、これは真愛お嬢様の大切な方への、自分なりの個人的な好意でお伝えするとお考えください」

　いつもの通りの無表情だが、目の輝きだけが微妙に違う。

　真剣な光だ。

「先程のジョーカーは、既に通用いたしません」

「えっ？」

「では、自分は仕事に向かいますので失礼します」

　戸惑う一大をその場に残し、マツリはそれこそロボットめいた規則正しい足取りでフロアへと去って行く。

　残された一大は、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

　今の言葉はどういう意味だったのか。

　深呼吸で頭をクールダウンし、分析してみる。

『先程のジョーカー』というのは『真愛とつき合っている男性』という立場の事か。

　それにマツリは『大切な方』とは言ったが『恋人』という言い方は避けた。

　やはり自分との関係がウソだと志束にバレてしまったのか。そのせいでバイトも禁止されたとか。早少女のところからアーノルドＢチームが引き上げたのもそのためか。

　歯がゆさだけがじりじりと胸を焦こがしていく。

　だが、ここで悩んでいる事こそ時間の無駄だ。

　とりあえず、バイトの今後の事を相談しなければ。

「八や木ぎ本もと君、大変なんだねぇ」

　朋とも店長にロッカールームに来てもらって事情を説明すると、しみじみと同情された。

　もちろん真さな愛えの件との関わりもあるので、ニセ彼氏云うん々ぬんというところまでは話せない。

　あくまで『早少女さおとめはただのクラスメイト』『たまたまふざけている瞬間を写真に撮られて、必要以上に話が大きくなっている』という風にごまかした。

　こういうその場しのぎをやっていると、いずれ積もりに積もったものが大きなトラブルとして爆発する。

　一かず大ひろの頭をよぎったのは、夏休みに風呂場の排水口が詰まった時の話だった。

　小さな汚れ、不始末、放置、間に合わせの処置──そんなものが蓄ちく積せきし、ある日突然予兆もなく破は綻たんするのだ。

　しかし今は差し迫ったトラブルに対たい処しよするしかない。

　まずは早少女がらみ。

　それから真愛に降りかかったらしいトラブル。

「そんな訳で、もしもここがオレのバイト先だってバレたら、店にまで迷惑がかかるかも知れません。この店の客層と彼女のファンってカブってるでしょうし」

「うん。そうだね。落ち着くまで八木本君も忙しいだろうし、しばらく休んでても大丈夫だよ。厨ちゆう房ぼうにも、新しく人が入ったし。あ、そういえば紹介がまだだったね」

　新スタッフが入るとは聞いていたが、夏休みの間はバイトから離れていたので顔を合わせる機会はなかった。

　そのまま店長に案内されると、いつもは一大のポジションであるキッチンの一角で白いコックコート姿の女性がフライパンを振るっていた。

　きれいな黄金色の正円に仕上がった薄焼き卵が、チキンライスを包み込む。

　無駄のない動き。炒められたライスが一粒ずつほぐれ、ミックスベジタブルが均等に混じっているのが遠目にも分かる。

　文字通り一目瞭りよう然ぜんの、プロの手際だ。

　店の性格を考え、上からケチャップで字を書きやすいように卵を固めに焼き上げているけれど、その気になれば半熟オムレツが乗っかったとろふわのオムライスも完璧に作れるに違いない。

「……オムライス一丁、上がりました。店長」

　聞き取れるかどうか微妙な小声で、完成した皿を差し出す。

「ありがとね、枡ます戸とちゃん。こちら、八や木ぎ本もと一かず大ひろ君。今までずっとキッチンの方担当してくれてたの」

　オムライスの皿をカリナにパスしながら、朋とも店長が二人を紹介する。

「初めまして、八木本一大です」

「……枡戸……円まる美みです」

　やはり小さな声で名乗り、ぺこんと頭を下げる。

　元々小柄だが、うつむき加減のせいでますます小さく見える。朋店長の子供っぽさとも違う、頼りなげなはかなさ。

　今日顔を合わせた恵めぐみ会長や洋よ梨り子こ社長とは、まるっきり正反対の印象だ。

「えっと……すごいですね。オレの素人しろうと料理なんかとは全然違う」

「……どうも……」

　蚊が鳴くような返答。

　リアクションが弱くて、話の接つぎ穂ほが見つからない。

「枡戸ちゃんは、あたしの高校の時のクラスメイトなんだよ。ちゃんと調理師の専門学校卒業してるんだから」

　朋店長が嬉うれしそうに説明する。

「じゃあオレなんかもう出る幕ないですね」

「……いえ。わたし、体調崩したりする事もありますし……、厨ちゆう房ぼう以外にも、男の人じゃないと無理な事もありますから……」

　本気で感心が半分、社交辞令の謙遜が半分で笑ったら、円美は一大から視線を逸そらしてぶつぶつ答える。

　そういえばいくら厨房担当でも、この店でメイドコスではなくコックコートというのは珍しい。要は、絶対にフロアには出ないのか。

　接客とか、それ以前に人に会ったり話をしたりするのが苦手なのかも知れない。

　それならキッチンのアシスタント以外に、力仕事や不ふ埒らちな客への対応などまだまだ一大がやる仕事は多いという事だ。

「じゃあ、これからよろしくお願いします。オレの方も学校の方とかいろいろ忙しくて、しばらくはあまりバイト来られないと思いますけど」

「……八木本さんは、きちんとしてますね……」

　今までよりもさらにボリュームの小さい、ほとんど消え入りそうな声だ。

「え？」

「……もう一人は……代理よこしたからって……だいたいお金持ちのお嬢さんが遊び半分でアルバイトなんて……」

「それは言い過ぎでしょ！」

　思わず語気が強まる。

　円まる美みは臆病な小動物のようにビクンと震えた。

「あ……ご、ごめんなさい。別に脅かすつもりはなくて……真さな愛えさんには真愛さんなりに思うところとか目指している理想があって、いろんな不自由の中で精一杯選んだ職場がこの店なんです」

「……」

　円美は唇をぎゅっとつぐんだまま黙り込む。

　失敗した。

　事情を知らない人に真愛を悪あし様ざまに言われたからつい声を荒らげてしまったが、それを言うならこっちだって円美の性格や現状を知らない。

　普段なら咎とがめるにしても、もう少しソフトで穏やかな切り出し方ができたはずなのに。

　やっぱり気持ちがささくれだっているのだろうか。

「申し訳ありませんでした」

　謝罪のために深々と礼をする。

「……いえ……。あたしも……言い過ぎたっていうか……」

　円美の方も、何度もぺこぺこと首を振った。

　今日は何だか頭を下げたり下げられたりの繰り返しだ。

「八や木ぎ本もと君。そんな訳で今日のところは大丈夫だから。文化祭とか終わってから、また改めてシフトの話とか、ね？」

　気まずい状況を気き遣づかって、朋とも店長が声をかけてきた。

　それに甘えて、一かず大ひろは改めて一礼してから店を後にした。

　重い気持ちを抱えながら歩いていると、ケータイが震える。

　画面を見ると二ふ美み──妹の名前が表示されていた。

「もしもし」

『おにぃ！　ネット見た？』

　切せつ羽ぱ詰つまった声が耳に飛び込む。

「え？　ああ……まあ、な」

『あたしもさっき知ったんだけど、あれってあの日の写真だよね？』

「多分な」

『……ごめんね。あたしがその……余計な事言ったりしたから』

「何言ってんだ？　お前は別に関係ないだろ？」

　確かに二ふ美みの見送りに行かなければ撮られる事もなかったが、そんなのはただの偶然だ。妹が気に病む必要など何もない。

『そ、そっか……。そうだよね。で、大丈夫なの？』

「まあ、今のところは大した事になっていない。さっき、早少女さおとめの事じ務む所しよの社長とも会ってきた」

『何？　ウチのタレントとつき合うなとか？』

　そう言えば、二美の認識はどうだったっけ？

　一かず大ひろとつき合っているのは鷹たか奈なで、早少女とは単なるクラスメイトと思っていたはず。

　言葉は慎重に選ばなければ。

「そうじゃない。まあ、穏当に話し合ってきただけだよ」

『早少女との交際を否定しない方向で話がまとまった』とは言えないが、下手なごまかしはせず、当たり障りのない分の事実だけを伝える。

　行きすぎたファンが学校にも現れたなんて話はしない方が、余計な心配をさせずに済む。

「そっちの方こそどうだ？　親父おやじたちにもバレてるとか……」

　両親とも普通の常識人だ。

　一人暮らしさせている息子にいつの間にか彼女ができて、しかもそれが芸能人なんて事を知ったらショックで倒れるかも知れない。

『ううん。知ってるのはあたしだけ。なるべく気付かれないように注意する』

　最初に繫つながった時の慌あわてた様子ではない。二美の口調もかなり落ち着いている。もともと頭の回転は速すぎるくらい速い妹だ。

　この事態で変に面白がったりせず、協力してくれるのはありがたい。

「それならいいんだ。何かあったらどうにかフォローしてくれ」

　元々母親はネットを使わないし、父も仕事関係限定。たまたま今回の事件関連に引っかかる可能性は極めて小さい。

　一人だけこっちに残して留守番させても大丈夫なくらい、手のかからない息子と思われているのだ。このまま上う手まくすればバレないまま切り抜けられるかも。

　ただでさえ高校生男子としては、親とはしたくないプライベートな話題というのがある。

　本当の恋愛談義だって勘弁してほしいのに、ニセの恋人なんていう複ふく雑ざつ怪かい奇きな話は絶対にパスだ。

『おにぃも苦労するだろうけど、この事件で一番大変なのは早少女さん本人だよ。いろいろ気き遣づかってあげてね』

「ああ。分かってるって」

『きっともうすぐ、いろんな事がちゃんとまとまるだろうから』

「何だよ、予言者か？」

　吉きつ兆ちようは何もないのに、二ふ美みまで早少女さおとめみたいな事を言い出した。

　いつもの得意げな顔が、脳のう裏りに浮かぶ。

『まあね。じゃ、おにぃ頑張ってね！』

　明るい──意図して明るくした声を最後に、二美の電話は切れた。





第６話　氷ひ魚お鷹たか奈なの告白







　根拠のない二美の予言を心の支えに一かず大ひろは我が家へと向かう。

　まだ日の長い九月初旬だが、さすがにもう太陽は落ちて西の空に微かすかな朱しゆ色いろが残っているだけ。空は暗く、街はすっかり青白い人工の光で照らされている。

　今日はさすがにいろんな事がありすぎた。

　変な事がネットに曝さらされ、文化祭のクラス企画が妙な方へ進み、シェダル・プロで洋よ梨り子こ社長の話を聞き、『スウィート・ドロップ』でも一ひと悶もん着ちやく。

　早少女の事や真さな愛えの事──いろいろ気がかりだが、さすがに頭の中が行き詰まり、焦こげ付き気味だ。

　帰ったら晩メシは簡単に済ませ、風呂に入ってさっさと寝よう。

　こんな状態で考え事を続けると、どんどん変な袋ふくろ小こう路じに入り込む。身体からだを癒いやす事で無む理り矢や理りにでも気持ちも和やわらげないと、ろくでもないミスや見落としをしてしまいそうだ。

　静かな住宅街に入ると、人通りも減っていく。

「カズ」

　声をかけられ、顔を上げる。

　鷹たか奈なが立っていた。

　いつものジャージ姿だ。

　右手には愛用の鉄アレイを持っている。

　いろいろ心しん労ろうが多い時に、慣れ親しんだ飾らない姿を目にするとほっとする。

「ん？　どうした？　夜のロードワークか？」

「カズを迎えにきたんだけど……その前にね」

　すっ！

　戸惑う一かず大ひろの横を静かな足取りですり抜け、数メートル背後の電柱へと近づいていく。

「出てきなさいよ！」

　指を差すと、物陰に隠れていた男がこそこそと街灯の光の下もとへ現れた。

「お、お前、何だよ！」

「この近所の……まあ、自警団ってとこかな？　カズを撮ってたでしょ？　デジカメだかケータイだか、出してよ！」

「な、何だよ。そんな権利あるのか？」

　大学生くらいの年齢。背ばかり高い瘦やせた男が、鷹奈を見下ろす。

　こいつも早少女さおとめ騒動の追っかけか。

『スウィート・ドロップ』の近所かどこかで一大を見かけ、家を探すために尾行してきたのだろう。単独行動なのは、自力で重要な情報をつかんでネット上で賞賛されたいからというあたりか。

　距離がある上に背後で、しかも疲れていたせいで一大は気付かなかったが、迎えにきた鷹奈の目はフラッシュの発光をしっかり目撃していたのだ。

「権利っていうなら、そっちには他人を隠し撮りする権利があるの？」

　あくまで強気に、胸を張って、鷹奈は男に左手を差し出す。

「知ってる？　このあたりじゃ何年か前に空あき巣す騒ぎがあったんだ。犯人は地元住民──ってあたしのパパが取り押さえたんだけど、その時にちょっとやりすぎちゃってね」

「へ、へへっ！　何だよ、お嬢ちゃん？　父親に頼るってか？　どんだけ強い親父おやじか知らないが、今はここにはいないだろうが！」

「あたし、パパより強くて、パパより気が短いんだよね」

　ひょい。

　右手首のスナップだけで鉄アレイを頭上よりも高く放り投げ、落ちてきたものをそのまま片手でキャッチする。

「ひっ！」

　男が甲かん高だかい声を上げた。

「昔からの住宅街で、ご近所の団結は強いんだ。変なストーカーとか現れたら、みんな容よう赦しやしないよ」

　メグギッ！

　異様な音が鳴った。

　鷹たか奈なが両手で、鉄アレイをねじ切ったのだ。

　左右に分かれた二個の鉄球が、ゴトリと足あし下もとに落ちる。

　プラスティック製などではありえない、本物の鉄塊ならではの重厚な落下音だ。

「ひいいっ！」

　逃げようとする男の手首を、鷹奈は素早くつかんだ。

　急ブレーキをかけられた身体からだがスリップして、尻しり餅もちを突く。

「痛っ、痛てててててっ！」

「全然力入れてないのに泣くなっ！　分かったら、そのケータイよこしなさい」

　男からスマートフォンを奪い取る。

「カズ、中身チェックして！」

「お、おう」

　確かめると、確かに一かず大ひろの後ろ姿や近所の風景が撮影されていた。

「言い逃れできない盗撮犯だね」

「た、ただ夜景を撮影しただけだよ。それが何か問題あるのか？　別に女の子のスカートの中とか、下着とか写した訳じゃないし……」

「あたしを見て女だからってナメるような奴やつが、無ぶ様ざまな言い訳するな！　こっちの目を見ておんなじ事が言える？」

　怒声を受けて、男は顔を逸そらす。

　その態度こそが彼が感じている後ろめたさと、人間の小ささを雄弁に物語っていた。

　バギッ！

　一大から戻されたスマホを、鷹奈は左手でやすやすと握りつぶした。

「あああっ！」

「文句あるの？　こっちは、なるべく穏おん便びんに済ますつもりでやってんの！」

　さらに身体検査して他の機材を持っていないかチェックした上で、半泣きの男から学生証を取り上げる。

「これ、控えてからあんたの住所に送り返すから安心して。今のところは警察には訴えないであげるけど、もしもここの住所とかネットで曝さらされたら、あんたの仕業だって考えるからね！」

　握りしめた拳から、本気のオーラが立ち上っている。

「ご、ごめんなさぁいっ！」

　解放されると、そのまま男は前のめりに転びそうになりながら、足あし早ばやに逃げ去っていく。

「あ、ありがとうな、鷹たか奈な。助かったよ」

「気にしないで。ご近所の安全っていう事になると、カズだけの問題じゃないもん。パパやママにも相談したし」

　鷹奈の父である鷲しゆう介すけは道場を開設しているだけでなく、地元の警察に武術指導もしているのでそれなりに顔が利く。

　そしてさっき鷹奈が言った通り、このあたりは古くからの住宅街だ。家は建て替えたりリフォームされたりしているが、住民の入れ替えは少なく、結束は強い。

　八や木ぎ本もと家も氷ひ魚お家も、実は祖父母の代から住んでいる。だからこそ、互いに父が親友という関係なのだ。

「それでも日中はカズの家、留守でしょ？　心配だから、ママが何日かあたしの家とまとめて留守番するよ。あと、パパも警察の人にパトロール強化してくれるようにってお願いするって」

「助かる。鷲介おじさんにも顕あけ美みおばさんにも、お礼言わないとな」

　超人の鷹奈、達人の鷲介ほどではないが、母の顕美も氷ひ魚お滅めつ神しん流りゆうの高段者だ。日頃は道場の女子部で指導している武道家兼業主婦なのである。

　クラスもそうだが、面倒が起きている時に周囲に助けてもらえるのは本当にありがたい。

「あ……っ！」

　不意に──というかようやく、一かず大ひろは気付いた。

「こういうトラブル気にして迎えに来てくれたって事は、お前、その……早少女さおとめとの事を知ってるのか？」

「うん。学校で教えてもらった」

　一大が自宅の鍵を開けると、鷹奈もごく自然な態度で一緒にダイニングキッチンへと上がり込む。

「え、えーと……あれは、その……本当につき合ってる訳じゃなくて……」

　すり切れ気味の頭をフル回転させて、記憶のデータベースを検索する。

　前に一度状況整理したはずだ。

　鷹奈には何をどこまで知られていたっけ？

　ニセ彼氏というのはバレていないはずだが。

　制服から着替えもせず、椅子に身体からだを預ける。

　だらしないとは思うが、つい手足を投げ出すような座り方になってしまった。

「大丈夫。分かってるよ。カズはいい人だもんね。あたしだってニセ彼氏頼んじゃったんだし、多分早少女さおとめも似たような事なんでしょ？」

「えっ？　ああ、まあ……その……うん」

　はっきりしない返事でごまかす。

　鷹たか奈ならしくない察しのよさだが、変に突っ込んでこないのならそれに越した事はない。

　正直、今日は疲れすぎていて細かい物事を考えるのが辛つらい。

「はい、カズ」

「ん。ありがとうな」

　鷹奈が冷蔵庫から取り出したコーラをグラスに注ついで差し出す。

　参っている時には甘いものと炭酸の刺激が心地よい。

「晩ご飯まだなんでしょ？　どうする？」

「あ、いや。気持ちは嬉うれしいけど……」

　残念ながら、料理の腕前に関しては鷹奈は壊滅的だ。

「分かってるって。だから、インスタントか何かで適当でいい？」

「え？　まあ、それならお願いするよ」

「お隣さんだし、幼なじみだし、いつもカズには助けてもらってるんだから、こういう時はあたしが助けてあげる」

　壁のフックから一かず大ひろが愛用しているデニムのエプロンを外して、くるりと回りながら身に着ける。

「この辺のもの、適当に使うね」

　戸と棚だなからパックライスを取り出してレンジに入れ、片手鍋にはお湯を沸かしてレトルトの牛丼を温める。もう一つのガスコンロはヤカンだ。

　自炊が基本の一大だが、面倒くさい時や時間がない時のためにこういうモノはそれなりにストックしてあるのだ。

「な、何だかこんな格かつ好こうで台所に立ってると、奥さんみたいだね」

「ん？　そういうモンかな？」

　自分でも普段キッチン仕事を厭いとわない一大には、あまりそういう感覚はない。

　確かに、鷹奈のエプロン姿というのはちょっと珍しいけれど似合っている。本来は一大用だからインディゴ染めの落ち着いたデザインだが、鷹奈が着るとしっかり女らしく見えてしまう。

　特に胸とか。

　あ、いや──何考えてるんだ、オレは。

　疲れているせいで、思考のバルブが緩ゆるんでいるのか。

「インスタントのお味噌汁とか、どこだっけ？」

「そこの引き出しの二段目。奥の方に隠れてないか？」

「あったあった。牛丼に豚汁だとくどいよね？」

「そりゃそうだ。お前ならともかく」

　鷹たか奈なは肉と脂モノが大好きなのでそういう組み合わせもＯＫだろうが、一かず大ひろにとっては濃すぎるメニューだ。

「んじゃワカメと油揚げ、どっちにする？」

「じゃあワカメで」

　チン、とレンジの音が鳴った。

　さすがの鷹奈でも、温めて盛りつけるだけならそうそう失敗はしない。

　牛丼と味噌汁だけというシンプルなメニューが、一大の前に用意される。

　我が家で一息ついて多少はリラックスできたのか、湯気に乗って立ち上る香りで食欲が甦よみがえってくる。

　さっきまでは胃がキリキリ痛んで、ご飯が喉のどを通る気がしなかったのに。

「こういう時は、まずちゃんとご飯食べる事だよ。身体からだがしっかり元気にならないと、ますます気力が衰えちゃうから」

「いつももりもり食ってるお前が言うと説得力あるよな。いただきます」

　向かいに座って頰ほお杖づえを突く鷹奈の笑顔を見ながら、箸に手を伸ばす。

「美お味いしい？」

「ああ。美う味まいよ」

「って、あたしはただ温めてよそっただけなんだけどね」

　鷹奈が目を細める。

　口にした言葉は単なる社交辞令ではない。

　どっちもいつも食べてるインスタントなのに、今日は何だか美味に感じる。

　参っている時にケアされた心地よさ。それがプラスされているからだろうか。

　ふと顔を上げると、鷹奈が笑顔を頰杖に乗せてこっちの顔をじっと見つめていた。

「……オレの顔、何かついてるか？」

「ん？　美味しそうに食べてる顔って、何だかいいなって」

　目を細めて、口の端をきゅっと上げる。

　満面の笑みだ。

「いつもは逆だもんな。オレが何か作って、お前がそれをもりもり食べて」

「ずっとそうだったんだよね、あたしたち」

　当たり前の事なのに、改めて面と向かって言われると妙に照れくさい。

　気恥ずかしさをごまかすために持ち上げた丼で顔を隠しながら、残った牛丼を一気にかき込む。

　甘辛いタレに浸ったご飯が、嚙かむまでもなく喉のどへと滑り落ちていく。

「ごちそうさま」

「じゃ、後片付けもあたしがやっとくから」

　空になった丼とお椀を取り、鷹たか奈なはもう一度キッチンに向かう。

　スポンジで台所洗剤を泡立て、レトルト用のお湯を再利用して使い終わった食器を手早く洗う。

　揺れるポニーテール。まっすぐに伸びた背せ筋すじ。腰の高さで結ばれたエプロンの紐が、引き締まったジャージのお尻しりをくすぐるみたいに動いている。

　後ろ姿だけでも妙に元気で嬉うれしそうな鷹奈を見ていると、こっちも少しずつ気力のメーターが上がっていくような気分だ。

　実際には心配の種は何一つ片付いていないのだけど。

「あ、あのさ。カズ……」

　洗った食器を片付け、濡ぬれた手をエプロンに拭ぬぐいながら、鷹奈がまた向かいに座った。

　一六年一緒に過ごしていて、初めて見る表情だった。

　眼まな差ざしは真剣なのに、口元は何な故ぜだか楽しそうに緩ゆるんでいる。

　その上、頰ほおはほんのり上気している。

「何だ？」

　ひしっ！

　テーブルの幅を乗り越えて伸びてきた手が、いきなり一かず大ひろの手を握った。

　しっとり湿った感触が肌に伝わる。

「こ……この際だから、あたしとつき合っちゃおうか？」

「え？」

　一瞬、言われた意味が分からなかった。

「いやまあ、お前とは今でもニセ恋人だけどな。鷹奈相手のキャラ付けだとアレだろ？　お前より強くて世界中武者修行してきたとか。あの設定だと、早少女さおとめとの事についてはつじつま合わないんじゃないか？」

　下手をしたらバイオレンス世紀末コスプレの印象が強くて、アップされた写真と同一人物とは認識されないんじゃないだろうか。

「アレはもう止やめてもいいよ」

「え？　本当か？」

　助かった。

　他の二件が大変な状況になっている今、鷹たか奈なの分だけでもややこしい問題が消えるのは大きな負担減だ。

「だからさ。ニセの恋人じゃなくて本当に彼氏彼女って事になっちゃおうって！」

「え？」

　頭の中が、一瞬真っ白になる。

　言葉の意味は理解できるが、鷹奈の気持ちが分からない。

　まるで不意打ちで膝ひざかっくんされたような気分。

「さ、早少女さおとめとの事でなんだかんだ言ってくる奴やつがいたら『オレには本当に好きな女の子が別にいる』って言っちゃえばいいんだし」

「ちょ、ちょっと待て！　お前……それでいいのか？」

　鷹奈は結構ロマンティストだ。

　好きなタイプは自分より強くてかっこいい男性だし、初めて好きになった相手とそのまま一生添い遂げるようなロマンティック・ラブを夢見ている。

　自分は幼なじみで仲がいいだけ。

　鷹奈の理想にはほど遠い。

「いいよ。だ、だって……だってあたし、本当にカズの事が好きなんだもんっ！」

「えっ？　ええっ！」

　つまりどういう事だ、これは？

　鷹奈が、本当にオレを好き？

　こいつにとってオレはただの幼なじみ。

　単に身近で話しやすい唯ゆい一いつの男子ってだけだったはず。

「今日、桃もも乃のにもはっきり言ってきた」

「え？」

「武者修行から帰ってきた彼氏ってのは作り話だけど、好きな気持ちは本当なんだって。本当は、あの子に言うより先にカズに告白しなきゃいけなかったんだけど」

　ぎゅっ！

　握る手に、力が籠こもる。

「だから、ニセ彼氏を続けなきゃならない理由はもうどこにもないの！　だけど改めて本当に恋人になりたいって理由なら……あたしにはあるんだからっ！」

　変な設定をやめていいというのは、そういう事か。

　状況は理解できた。

　しかし衝しよう撃げきの告白に気持ちが追いつかない。

「ニセ彼氏頼んだ時は意識してなかったけど、ずっと前から好きだったんだって気付いちゃって……。それとも、あたしじゃダメ？　かわいくない？」

「そ、そんな事はない！　あ、いや。そんな事ないってのは、鷹たか奈なは充分かわいい、女の子として魅力的って方の話で……！」

　元々素材はいいのだ。

　顔立ちは整っているし、胸は大きいし。

　最近はおしゃれや身だしなみにも気を遣うようになって、以前は宝の持ち腐れだった原石もカッティングされ、磨かれている。

　あれ？

　ひょっとしてあの一連の行動は、オレを異性として意識したからって事か？















　そこまで都合よくうぬぼれちゃってもいいのか？

「じゃ、じゃあ……つき合うのはダメって事なの？」

　大きな瞳が、じわっと涙でにじみかける。

「そ、そうじゃない。そうじゃなくて、ちょっと待て！」

「あたしは別に有名人とかじゃないし、一番気軽につきあえるよね？　このまま行ったら道場の跡取りだけど、別にカズの方が武術を極めるとか、そういう必要はないんだし。事務方やったり、関係ない仕事に就いたっていいんだし」

「そ、それはそうだけど、いきなり話をそこまで飛ばさないでくれ！」

　一足飛びに結婚の話題まで出てきたので、慌あわててストップする。

　確かに鷹たか奈なの性分からすれば、好きになった人との将来まで夢見て当然か。

　いや。彼女に限った話ではない。

　鷹奈は、早少女さおとめの事件だけを念頭に置いて口走ったのだろう。

　ただ、真さな愛えのニセ彼氏としても将来の問題はつきまとう。

　真愛が見合いや縁談を断り、社会勉強をする時間を確保するための偽ぎ装そう恋人。しかし地位や責任が大きい分だけ、志し束づかを筆頭に関係者とのしがらみも増えてしまった。

　いずれ真愛本人が周囲に説明してきちんと解消するはずだが、それまでは一かず大ひろも中途で放り出す訳にはいかない。

　世界に自分と相手の二人きりじゃない以上、たとえ高校生の恋愛でも『社会』と無縁の勝手気ままでは通らない。

　クラスメイトや他の友達、家族。バイトや部活があれば、そこでの人間関係。

　そういうモノが全部『社会』だ。

　恋人ができれば、一日二四時間という絶対に限られたリソースを割り振るべき重要な項目が一個増える。

　当然、今まで重視していた他の何かを削って配分する事になるのだから。

　時間だけではない。

　もっと重要な感情、情熱、意欲──人間の心だって限りある資源だ。

　他の何よりも自分の事を一番優先してほしい。

　気持ちを向けてほしい。

　そんな当たり前の事さえ、実は簡単には解決しない──のだろう、多分。

　一大の場合は、ニセでありながらそれを極端な形で体験してしまっただけで。

　確かに鷹奈とつき合えば、比較的シンプルになる。

　最強空手家とはいえマスメディアに知られている有名人ではないし、家を継ぐ予定だけど大きな責任と利権、面倒な親類縁えん者じやがいる訳でもない。

　家族ぐるみの長いつき合いで、お互いのキッチンまで知っている仲だ。

　だけど──。

「考え込む事ないよ。本当につき合っちゃおうよ。あたし、カズならいいよ……ううん、違うな。カズがいいの。カズだからいいの！」

「ごめん、鷹たか奈な」

　そっと手を解ほどく。

「……ダメなの？」

「ダメって訳じゃなくて、今はイエスともノーとも答えられないんだ」

　早少女さおとめの件も未解決。

　真さな愛えの方は事件そのものが不透明。

　この状況で、一かず大ひろが投げ出したら関係者皆が困る。

　それに鷹奈が本気だと分かっているからこそ、面倒から逃げて流されるような形で承諾するのは失礼だ。

　鷹奈なら都合がいい、ではない。

　鷹奈でいい、でもない。

　鷹奈がいい、鷹奈だからいいと胸を張って答えられるようになるまで、回答保留。

　これが、今の一大が選べる最大の誠意だった。

　誰だれかを好きになって、つき合う。

　当たり前に憧れていた事が、本当はどういう意味なのか。

　それをはっきりさせるところから始めなければどこへも行けない。

　いわば一大はまだ『ニセ彼氏』という補ほ助じよ輪りんをつけて、恋愛の自転車を乗り始めたばかりなのだから。

「そ、そうだよね。カズは優しいし、責任感強いから、早少女の一件を途中で放り投げたりできないんだよね？」

「ごめんな。変な形になっちゃって」

　テーブルに手を突き、頭を下げる。

「顔上げてよ。謝るような事じゃないし。あたしが急にこんな事言ったから、カズもびっくりしちゃったでしょ？　普通、考える時間欲しいよね！」

　照れ笑いを浮かべながら、鷹奈は手をぶんぶん振った。

「でも覚えててね。あたし、本当にカズが好きだし、カズがつき合ってくれるって言ってくれるのを待ってるから。一番昔からカズの側そばにいる女の子があたしだって事は、今さら何があっても変わらない事実だもん」

　早口で言うと、鷹たか奈なは立ち上がって足あし早ばやに去っていった。

　玄関のドアが開き、また閉じる音が聞こえる。

　まだ温ぬくもりや感触が残った手を、じっと見つめる。

「……本当に好きって……鷹奈が、オレの事を……」

　女の子の方から告白される──それはずっと夢見ていたシチュエーションだ。

　だけど、無意識のうちに鷹奈はそういう対象から除外していた。

　ニセ彼氏になってからは多少考えを改めたりもしたけれど。

　本物の恋人になったら、きっと楽しいだろう。

　変に気取ったり取り繕ったりする必要なく、気楽につきあえる。

「待て待て待て！」

　声に出し、舞い上がりそうな気持ちに錨いかりをくくりつける。

　何のために保留だなんて失礼な真ま似ねをした？

　まずは早少女さおとめ、それから真さな愛え。

　目の前に立ちはだかる厄やつ介かい事ごとをきちんと片付けるためだ。

　自分しか彼女たちの力にはなれないし、鷹奈と本気でつき合うのなら、その前に両方のニセ彼氏をちゃんと終わらせなければ。

　もちろん自分の都合だけで解消するのでは意味がない。

　かなうなら、二人が恋人役を必要とした原因をしっかり片付けたい。

　早少女が声優だとバレたのは、ある意味ではラッキーだったのか。

　当初は、充分に演技力がついたら一かず大ひろをフリーにするために早少女が泥をかぶる形で別れる──別れたという設定にするというプランもあった。

　しかし先に本当の彼女ができていて、事情を隠す必要もないなら『実は芝居の勉強のために形だけの恋人になった』と白状すれば、皆を騙だましていたという批難は受けるかも知れないけれど、笑って許してもらえる公算大だ。

　いや。これも違う。そうじゃない。

　今度は声には出さず、もう一度思考にブレーキをかける。

　何でオレは、そういう都合の事を考えるんだ？

　目の前のトラブルを片付けるのは当然としても、損得勘定みたいなもので判断していたら相手に失礼だろ！

　恋愛自転車を便利な交通機関として使うのではない。

　サイクリングそのものを楽しめるようにならなければ、不実だ。

　腹は満たされても、やっぱりまだストレスが溜まっているのか。

　考えたところで、今夜は早少女さおとめの事も真さな愛えの事も打てる手は何もないのだ。

　三人の顔が、頭の中でぐるぐる回る。

『鷹たか奈ながいい』

『真愛がいい』

『早少女がいい』

　心引かれているのは確かだけど、誰だれか一人を選べるのか。

　向こうから告白してくれたからって鷹奈に決めてしまっていいのか。

「本当に誰かを好きになる……彼女をつくるってこういう事なんだよなぁ……」

　独り言が口からこぼれる。

　女の子みんなに嫌われたくない。誰でもいいから彼女が欲しい。

　以前の自分は何て身勝手で、筋が通ってなくて、危険な事を考えていたのだろうか。

「いや。待て待て待てってば！」

　自分の事よりも早少女と真愛のトラブルが優先と、さっき決心したばかりじゃないか！

　思考が変な堂々巡りにならないよう、熱いシャワーでも浴びてからさっさと眠り、頭を強制的にリセットしよう。

　深く息を吐いてから、一かず大ひろは立ち上がった。




「どうしよう！　言っちゃった言っちゃった言っちゃった！」

　家に戻った鷹奈は一気に自室へ駆け上がり、ベッドに飛び込んで枕に顔を押しつけて小声で繰り返す。

　脚が無意味にバタバタと宙で躍おどる。

　本当なら、告白は三人一緒にやるはずだった。

　きちんと話し合って日程を調整し、四人で顔を合わせて、これまでの事情を全部一大に説明して。

　ところが早少女はあんな状況。

　真愛と話し合おうと思って電話をかけたけれど『友人であってもしばらくは取り次ぐ事はできない』という返答が戻ってきた。

　このままでは、約束がいつ果たされるのかも分からない。

　だから、先に言ってしまった。

　後悔はしていない。

　だけど、心の片隅に小さなささくれができている。

　どうして自分は『本当に好き』としか言わなかったのだろう？

　何もかも正直に告げるのなら、早少女さおとめや真さな愛えの事情も知っていると話さなければいけないはずなのに。

　桃もも乃のの時に、相手の本気にはこっちも飾りや噓うそのない裸の気持ちでぶつからなければいけないと理解したはずなのに。

「……騒ぎに巻き込まれてカズが困ってるんだもん。それを何とかするのが最優先だよね」

　早少女や真愛はそれぞれトラブルを抱えている。

　一かず大ひろはそれを解決しようと一生懸命になっている。

　彼の負担を少しでも減らすためには、自分の件を終わりにすればいい。

　これなら誰だれにも迷惑をかけないで、鷹たか奈な一人の責任で実行できる。

　ニセ彼氏終了を告げたんだから、その流れで本当の気持ちを打ち明けてしまうのは不自然な事じゃない。

　早少女や真愛の気持ちを代弁する権利なんてないし、下手な事を言えば一大だってますます混乱するだろう。

　一大の気持ちを楽にするには、あれでよかった。

　ああするしかなかった──はずだ。

　だからこれはズルじゃない。

　あたしのエゴじゃない。




　こうするのが誰にとっても一番いいんだから、あたしは悪い事をしたんじゃない




　本音という言葉は、真実と同じ意味ではない。

　時に本心──無意識は狡こう猾かつな詐欺師メフイストフエレスだ。

　優しい噓を囁ささやいて、いともたやすく標的を陥おとしいれる。

　たぶらかすのなんて簡単。

　被害者は、騙だまされたがっている自分自身なのだから。





第７話　外れたハシゴがまだ伸びる







　火曜の朝。

　天てん弓きゆう院いん家の食堂では真さな愛えが一人で朝食を採っていた。

　一人、とは言っても傍かたわらには給仕役としてメイドのマツリが控えているが。

　志し束づかは朝早くから出かけている。ネット対策のため、遠出して人に会うのだという。

「お嬢様、どこか具合でも？　箸が進んでいないようですが？」

　テーブルの上では焼き魚がメインの純和風の朝食が虚むなしく湯気を立てている。

「いえ。ただ……食欲がないだけです」

　昨夜の夕食もほとんど喉のどを通っていない。

　一かず大ひろの事、早少女さおとめの事──胸と頭がいっぱいで、睡眠も充分に取れなかった。

「昨日、自分がお嬢様の代理として『スウィート・ドロップ』に出向きましたが、そこで八や木ぎ本もと様にお会いいたしました」

「本当ですか！」

　心が膨らみ、一瞬でまたしぼむ。

　名前を聞くだけで心臓がときめくけれど、会う事はできない。

「八木本様はおつき合いしている殿方として、お嬢様の事を大変心配しておりました」

「そ、そうですか……」

「生あい憎にくと志束様に口止めされていたのでこちらの事情は説明いたしかねましたが、とりあえずお嬢様の健康に問題はないという事だけは自分の独断でお伝えいたしました」

『つき合っている』と言ったのはマツリから話を聞き出すためだろうか。それでも嬉うれしい。

　早少女の一件の渦中にあっても、自分を気き遣づかってくれるのが嬉しい反面、胸が痛む。

　現状では、自分の存在はただ彼の負担になっているだけだ。

　それどころか願いが叶ってこのまま関係が続けば、真愛が今直面している不自由さと重苦しい責任を彼にも味わわせる事になってしまう。

　ならばいっそ、このまま身を引くのが正しいのかも知れない。

　早少女も鷹たか奈なも、それぞれ魅力的だ。自分のような思い鎖くさりを引きずっていない。自由に生きている。生きていける。

「使用人の分を越えますが、差し出がましい話をしてよろしいでしょうか？」

「え？」

　マツリの声から普段にはない温度を感じて、視線を向ける。顔はいつもの通り、整った仮面めいていて表情は覗うかがえない。

「人間の身体からだは、気持ちがよくなるようにできております」

「……え……？」

　状況にそぐわない唐突な話に、思わず口がぽかんと開く。

「アダムとイブが善悪を区別する禁断の知恵の実を口にするよりも先に、神はこの身体に悦よろこびを感じる仕組みを授けていたのです」

　そう言って、マツリは自らの胸に手のひらを当てた。

「即すなわち気持ちよさを選ぶのは、人として最も自然な状態に根ざした事なのではないでしょうか？　正しさがすべてであれば、善悪正邪を判断する理性だけが最初から備わっていれば充分。そうでないのは、正しさ以外の基準の方が本質だからだと、自分は心こころ得えます」

「けれど……既にわたくしたちは知恵の実を口にした後の子孫です。社会に属し、それぞれに立場もあるのです。個人のわがままを優先するのは、何も分からぬ子供のする事ではありませんか？」

　幼い頃から己の立場を自覚し、ふさわしく生きるよう教育されてきた。

　それは真さな愛えの身体に深く染みつき、取り除く事のできない要素だ。

「気持ちよさと正しさが対立したら、お嬢様は迷わず正しさを選ぶのですか？」

「迷わず──ではありません。迷い、苦しんだとしても、正しさを選ばなければいけないのです！」

　唇を嚙かみしめる。

　力の溢あふれた肩が震える。

「自分は違います」

「壇だんさんは……心地よい方を選ぶのですか？」

　どれほど親身になってくれても、彼女もやっぱり使用人だ。財団を継がねばならない真愛とは立場が違う。こちらの気持ちを、苦しみを理解してくれる訳ではない。

「いいえ」

　しかし眉一つ動かさないまま、マツリは答える。

「気持ちよさと正しさが一致する道を探すのです。探しても見つからなければ、自分で切り開きます。至上の悦びに至るまでの過程で味わう困難や苦痛は、むしろ快楽ですらあります。じらされるほど、上り詰めた時は気持ちよいのですから」

「あ……！」

　そうだった。

　現代の日本では困難な、本格的なハウスメイドとして働く夢──それを実現するため、マツリは中学卒業後すぐに英国に渡って修業を積んだと聞いている。『本当の願いは、まだお嬢様には秘密でございます』とも言っていたが。

　与えられるだけの立場、単なるお飾りであるのが嫌で、真さな愛え自身アルバイトを始めたのではないか。

　どれほど難しい事でも、何もかもが終わってしまった訳ではない以上、まったくの不可能と同義ではない。

　ならば、手順を一歩ずつ進めていくしかない。進めていきたい。

「そうですね……。壇だんさん、ありがとうございます」

「お礼には及びません。仕えている方がよりよい人生を送り、幸せになる事こそがメイドの望みですので」

　やはり無表情のまま、マツリは小さく会釈する。

　気持ちは決まった。

　真愛は手を伸ばし、箸を取った。

　まずはちゃんと食事をして、身体からだを元気にするところから再開だ。

　料理長が作った秋ナスの味噌汁は少し冷めていたけれど、それでも絶妙の味付けだった。

　美お味いしい。舌が、身体が喜ぶ。















　これから戦うためのエネルギーになってくれる。

　マツリが言っている気持ちよさと正しさの一致とは、きっとこういう事だ。




　昨日は早く寝て、睡眠時間だけはたっぷり取ったはずなのに、一かず大ひろは自然には目覚めなかった。

　耳障りな目覚ましに叩たたき起こされ、きちんと朝食を料理する時間もない。

　とりあえずトーストと牛乳だけを腹に詰め込んで家を出る。

　もちろん戸締まりはいつも以上に念入りに。周囲に目を配ったが怪しい人影や、夜のうちに何かされたような形跡は見つからない。

「あら。一大君、おはよう」

　ちょうど隣家から顔を出した顕あけ美みおばさんと目が合う。

　エプロン姿に、昨夜の鷹たか奈なを思い出す。元々母親似で、母親の方は実年齢よりもずっと若く見える。

　鷹奈が結婚したら、いずれこんな雰囲気になるのだろうか。

　ストップストップ！

　何を先走って変な事を考えてるんだ！

　ぶんぶん頭を振って、妙なイメージを吹き飛ばす。

「どうしたの、一大君？」

「いえ、何でもありません。あ、おはようございます」

　改めて会釈する。

「いろいろ大変ねぇ。鷹奈から聞いてると思うけど、留守の間はあたしがしっかりガードしてるから安心して学校行ってらっしゃい」

　ぐっと腕を曲げて、力こぶを作るポーズ。

　ついでに胸も張るから、大きなバストがぐんと強調される形になる。

「ど、どうもありがとうございます」

　ある程度事情を知って協力してくれるのはもちろんありがたいのだが、早少女さおとめとの件を鷹奈はどんな風に説明しているのだろうか。

　それと、鷹奈自身の気持ちも。

「えっと……あの、鷹奈は？」

「あの娘こ、今日は珍しく早く学校に行っちゃったのよねぇ」

　ほっ。

　胸を撫なで下おろす。

　何しろ昨夜衝しよう撃げきの告白を受けたばかりだ。

　顔を合わせても、どういう態度を取っていいのか分からない。

　まあ、鷹たか奈な本人も『トラブルが解決するまで待つ』と言ってくれているのだし、一かず大ひろとしてもまずは文化祭を乗り切る事を考えるべきか。

　既にパイプは詰まって、早少女さおとめの問題という形で逆流してしまった。

　だったらスムーズな配管に繫つなぎ直すためにも、今詰まっているものを一個ずつ取り除いていくしかないじゃないか。

「あの……それからこの件、親父おやじたちには……」

　元々は親同士が昔なじみ。顕あけ美みや鷲しゆう介すけの立場からすれば、近所で起きているトラブルの事は遠くにいる友人に伝えるのが自然だ。

「分かってるって。親に心配かけたくないでしょ？　鷹奈からもそう頼まれてるし、ウチのパパにも余計な事言わないでって釘くぎ刺しといたから」

「ありがとうございます」

　ちょっと鷹奈らしくない気の回し方だが、助かった。

　この上、親からもいろいろ言われたりしたら身が持たない。

　そんな事を考えながら登校すると──

「おはよう！」

「ああ。おはよう、早少女」

　教室に入ると同時に声をかけられ、あいさつを返す。

「すぐに分かった？」

　いつもとは違う姿の早少女が、小首を傾かしげる。

　髪からいつものアクセサリーを外し、無造作に束ねていた。顔には垢あか抜ぬけないデザインのメガネ。

　今年の四月頃、一大とニセ恋人になる前のスタイルだ。

「そりゃ前に見慣れていた格かつ好こうだし、声やしゃべり方でも分かるしな。また、それにしたのか？」

「うん。これなら少しはごまかせると思って」

　事実、このモードの早少女は言動が地味で控えめな事もあって、超一級の美少女という事にクラスの誰だれも気付かなかった。

　写真で見知っているだけの相手なら、かなり有効な偽ぎ装そう工作だろう。

「当日は、他校の制服を着るっていう手も考えてるんだ。鈴りん音ねから借りるとか」

　確かにいいアイディアだ。

『さつきほしみは九く比ひ戸と高校の生徒』という先入観に頼って探す者にとっては、一種の盲点になる。

「まあ、それでも油断は禁物だけどな」

「うん。分かってる」

　姿だけではない。声も、音量控えめにしている。

　仕事柄、顔よりも声でバレる方を警けい戒かいする必要がある。もちろん教室で過敏に対策する必要はないけれど、意識的にモードを切り替えてるという事か。

「そうそう。オレも昨日の帰り道で変な奴やつが声かけてきて訊きかれたぜ。『さつきほしみの事を知らないかって』な。もちろん怒鳴って追っ払ったけど」

　心配そうに、同時に元気づけるように明るく、タケシが説明する。

「オレも似たような目にあった」

「あたしも」

「みんな、ありがとうな」

　まだ油断できない状況だが、このままみんなの力で一週間乗り切ろう。

　すべてはそれからだ。

　文化祭本番まではみんなが浮かれ気味で、勉強に熱が入らない。

　例年の事で教師の方がよく理解しているから、今週は授業も流し気味。すぐに放課後が訪れる。

　二年三組は、そのままクラス企画のための話し合いだ。

「さて、実委と事じ務む所しよの協力も取り付け、ステージで何かやろうって話になった訳だが」

　壇だん上じようの梶かじ木き級長が話を切り出す。

　ただ、声が微妙に緊張している。

　今日はクラスメイトだけでなく、四人のオブザーバーが後ろに控えているからだ。

　生徒会長・安あん藤どう恵めぐみ。

　文化祭実行委員長・縁へり瀬せ勇ゆう司じ。

　そして、演劇部部長である三年女子の白しら鳥とり。

　さらに、声優さつきほしみのマネージャーである野の間まも顔を出している。

「ああ。わたしたちは連絡の手間を省くために顔を出しているだけだ。気にせず、クラスの自主性に基づいて議事を進めてくれたまえ」

　腕を組んだ恵の言葉に、勇司も一緒に肯うなずく。

「私もマネージャーとして、いちいち皆さんが決めた事を後からチェックするよりも、契約上の可能・不可能は助言した方が早いと思いまして。お気になさらず」

　野の間まも、穏やかに笑う。

　ただ一人、白しら鳥とりだけが鋭い視線を教室中の皆に向けて放っている。

　顔立ち派手目の美人なので、不機嫌そうな表情が一層怖い。

「……他はともかく、あの人は何でいるんだよ」

　当然、小声でこういう事を言う者も出てくる。

「そこ、聞こえてるわよ」

　冷たい声が飛ぶ。

「さっき実委の縁へり瀬せ君から話を聞いて、ちょっと言いたいことができたの。毎年、ステージのトリは演劇部が担当する事になっているのよね」

　クラス全体に向けられていた眼まな差ざしが、早少女さおとめに集中する。

　白鳥の不快の原因は、さっき勇ゆう司じと恵めぐみから一かず大ひろたちにも報告があった件だ。

　講堂ステージの時間調整の結果、さらに警備の都合その他のさまざまな要因を考慮し、早少女のイベントをラストにする方ほう針しんが固まったのだ。

　文化祭は三年生の引退公演を兼ねている。そこへ、ポッと出の早少女に横入りされたら不愉快なのは、白鳥の立場としては当然だ。

「……ごめんなさい。そこを何とか……」

「本当に申し訳なく思ってます！」

　早少女と一大は立ち上がり、揃そろって教室の後ろに向かって頭を下げる。

「あ、そうだ。せっかくだから星ほし川かわさんが演劇部にゲスト出演するとか。知名度はあるんだしさ」

「それはダメ！　失礼すぎるよ！」

　卓たく山やまが何気なく口にした言葉を、早少女自身の叫びが遮さえぎる。

「ボ……わたしは確かにプロだけど、舞台の経験はほとんどない。それに演劇部の人たちは公演のために春からずっと、夏休みの間もずっと頑張ってたんでしょ？　そこへ稽けい古こにも参加してない部外者が名前だけ貸すなんて、絶対やっちゃいけない！」

「そうだな。今回、オレたちのせいで文化祭全体が振り回されてるって側面もある。できるだけ他のクラブやクラスの立場を尊重しようぜ。な？」

　早少女がエキサイトして声が大きかったので、一大の方はソフトに、おどけた感じで教室中を見渡す。

「そ、そうだな。ごめんなさい、部長さん。僕が軽率でした」

「……まあ、文化祭全体に観客が集まれば、あたしたちの公演も観てもらえるチャンスが増える。その点は感謝してる。でも、仁義ってものがあるでしょ？」

　卓たく山やまが詫わびても、白しら鳥とりの表情は険しいままだ。

「それは……分かってます。そこを何とかお願いできませんか？」

「お願いします！」

　早少女さおとめと一かず大ひろが頭を下げる。

「お願いしますっ！」

「お願いします！」

　他のクラスメイトたちも次々に二人に続く。

「部長、あたしからも！」

　クラスで唯ゆい一いつの演劇部員が白鳥にすがりついた。

　彼女も、今回の文化祭では役をもらっている。

　ふっ。

　白鳥の顔が緩ゆるんだ。

「イジワル言ってごめんなさい。縁へり瀬せ君から頼まれてるし、こっちだって意地張ってる場合じゃないのは分かってるの。そもそも二年三組をラストにするっていうのはあなたたちが希望した訳じゃないしね」

　さっきまでとは見違えるほどの、柔らかい笑顔だ。

「でも単に『はい、了解』っていうのは面白くないわよね。星ほし川かわさん、確か田た瓜うり憲けんさんって、同じ事じ務む所しよでしょ？」

「え？　は、はい！」

「確かにウチに在籍してます」

　早少女の言葉を、野の間まも保証する。

　田瓜憲──シェダル・プロモーションに在籍する中堅男性声優だ。本業は舞台で声の仕事だけ事務所に委託している。

「次回公演のチケット、優先予約で確保してくれる？　それで我慢してあげる」

「それでいいなら喜んで！　田瓜さん、チケットなかなか捌さばけないっていつもぼやいてるくらいですから！」

「生の演劇って、なかなか観てくれる人がいないもんね。じゃ、交渉成立」

　白鳥が歩み寄って差し出した右手を、早少女がおずおずと握り返す。

「あなたたちのクラスの前が演劇部だから、必要なら照明や音響でも協力するわよ。文化祭の最後を飾るんだし、つまらない出し物にしたら承知しないわよ」

　さっきまでの険しい表情とはうって変わった優しいウインクを見せて白鳥は出て行った。

「……何だ、ありゃ？　ツンデレって奴やつか？」

「いや。あの人なりのけじめだろ」

　首を傾かしげるタケシに、一かず大ひろは答えた。

　真意までは分からない。

　しかし、タイムテーブルの改変でもっとも迷惑を被こうむったのが演劇部なのは間違いない。うるさ型で知られるその部長が正面から抗議し、しかもその上で納得したという形を取れば、他の者は文句を言い出しにくくなる。

　恵めぐみや勇ゆう司じにしても、一大への恩義という個人的な情実に流されただけという批判を避けられる。

　文化祭に向けて校内をまとめるため、演劇部らしく文字通りの一芝居を打ってくれたのだろう。

「さて、このクラスの企画をラストに持ってきたのは、いろんな思惑があっての事だ」

　改めて、恵が解説する。

　混乱を避けるため早少女さおとめステージの入場チケットは抽選制にし、入りきれない人のために放送部の協力を仰いで飲食店系の企画をやっている教室のモニターで流すほか、インターネットでも中継する。

「その入場抽選券もスタンプカード方式で、各クラス各クラブの企画を見れば見るほど当選確率が上がる仕組みを考えている。きちんと見学なり参加なりしなければ、企画担当者の判断で捺なつ印いんしない事もある。もちろんすべて事前に生徒会主催の九く比ひ戸と祭公式サイトで知らせるし、パンフレットにも明記する」

　こうする事で、早少女の話題性を文化祭全体のメリットに転換しようという訳だ。

「まあそんな訳で、告知の都合もあるからクラス企画を早く正式決定して欲しいんです。今日中がタイムリミットになりますから。他は昨日までに全部提出済みですし」

　申し訳なさそうに勇司がお願いする。

「……という訳だ。何がいいかな？　挙手はいらない。思いついたら言ってくれ」

　司会の主導権を取り戻した梶かじ木きが話を振る。

「早少女ちゃんがメインだから一人芝居とか？」

「一五分しかないし、準備期間が一週間無いんだからちょっと難しいよ」

　女生徒の思いつきは、早少女自身が却下した。

　一人芝居こそむしろじっくり感情を表現するための時間が欲しい。あまり短いとコントのように見えてしまう。

　それに、大トリを譲ってくれた演劇部の事を考えてもあまりいい案ではない。

「声優なんだから朗読は？　宮沢賢治とかやったらそれっぽくない？」

「やっぱり一五分じゃちょっと物足りなくないか？」

「それに文化祭のラストとしては地味すぎるって」

「じゃあやっぱり歌かなぁ。早少女さおとめちゃんはどう？」

　議論は、結局オーソドックスなところへ流れていった。

　歌が二曲とトークというあたりで時間はちょうどいいし、それなりに派手で盛り上がる。

　軽音楽部は初日の昼なので、演目的なカブリも避けられる。

「それでも構わないよ。音楽は専門じゃないけど、一応基礎レッスンはしてるし」

「早少女、持ち歌とかあったっけ？」

　一応は了承したが、一かず大ひろが確かめると苦笑して首を横に振る。

「今のところ、ソロは一曲だけ。あ、まだ正式リリース前だからゼロか」

　役柄を離れての音楽活動はしていないし、キャラソンが出るようなタイプのアニメも『幻ソワ』が初めてだ。

　ただし声量や発音は生で歌う時にも十分な武器だし、リズム感を養うためのトレーニングとしての歌やダンスのレッスンはずっと続けている。

「さすがに公式発表前の歌の初披露が文化祭ってのはまずいよな。じゃあ、星ほし川かわさんが好きな曲を歌うんでいいんじゃないか？」

「いや。それはちょっとまずいですよ」

　クラスメイトの一人が何気なく口にした言葉に、それまで静せい観かんしていた野の間まマネージャーが静かに、しかしはっきりと口を挟んだ。

「文化祭の無料ライブでも、さつきほしみの名前を出す以上、既存の楽曲を使うのなら権利関係もクリアしないと。ネットで中継するという話ですし」

　業界のビジネスマンならではの冷静な指摘に、一大と早少女も肯うなずく。

　去年の文化祭でも軽音が人気ロックバンドの曲を演奏したり、クラス企画でアイドルの物もの真ま似ねを披露したりしているが、あくまで高校生のお遊びだからのお目こぼしだ。

　プロの芸能人がその名前を背負う以上、グレーゾーンをうろうろするのは危険すぎる。特に今回はバッシングの渦中なのだし。

「確か同じ事じ務む所しよにアーティスト活動やってる人もいるんだろ？　その人の楽曲使わせてもらうとかできないのか？」

　シェダルのオフィスで見たポスターを思い出し、早少女に尋ねてみる。

「ダメ。音楽関係の権利っていろいろ面倒だし、それにあの人とわたしじゃ音域違いすぎるもん」

　自分で作詞作曲する先輩声優はほぼ少年役専門のハスキーボイスで、音楽活動でもシャウトするようなロックが中心だと説明が加わる。

「いや。悩む必要はないだろ」

　司会としての立場を離れ、律りち儀ぎに手を挙げて梶かじ木き級長が発言した。

「クラス企画なんだし、僕たちがバンドを組んでオリジナル曲を歌えばいいだけだ」

「確かにそれが筋だけど、五日で曲が用意できるのか？」

「僕が作ったストックがある」

「え……？　あっ！　ああ、そうか！」

　忘れていたデータが一かず大ひろの頭の中で検索された。

　マジメそうな外見や級長という肩書きのイメージとは裏うら腹はらに、梶木は軽音部に在籍するベーシスト兼作曲家なのだ。

　軽音部も演劇部同様に引退公演という側面があるので晴れ舞台は三年生中心だし、クラス委員が忙しい事もあって、今年は文化祭の演奏メンバーには入っていないだけで。

　自分で歌うよりも人のために曲を作る方が好きというタイプなので、男声女声両方のボーカル向けのオリジナルナンバーがある。

「あ！　じゃあキーボードならあたしがやれるよ！」

　ミキが手を挙げた。

　バンドを組むほど熱心ではないが、趣味でたしなむ程度ならクラス内でも人材は揃そろう。

　すぐにギターやドラムも立候補者が現れ、バンドを構成する基本的なパートはあっという間に埋まった。

「オリジナル楽曲なら、何の問題もありませんね。高校の文化祭らしくていいじゃないですか、うん」

　太鼓判を押して、野の間まも嬉うれしそうに目を細める。

「ステージの演出なら任せてほしいな」

　満を持して──という態度で卓たく山やまが立ち上がった。

「音響や演出のテクニカルな部分は演劇部の協力を仰ぐとして、二曲とショートトークだけのライブであっても盛り上げるノウハウはある！」

「頼むぞ、卓山！」

「ついにお前の知識が役に立つ時が来たんだな」

「ふっふっふ。任せてくれたまえ。本当のアイドルマニアの力、その力を正しく使う事もできるのだと、この僕が体現してみせましょう！」

　クラスメイトからの声援を受け、卓山が壇だん上じようの独裁者のように手を広げて笑う。

「ね」

　その騒ぎに紛れ、早少女さおとめが小声で耳打ちしてきた。

「一かず大ひろは、何か楽器とかできないの？」

「オレ、そっちはあんまりな」

　やはり小さな声で答える。

　割と器用で何でもそれなりにこなせる一大だが、楽器は学校の音楽の授業でハモニカやリコーダーに触ったくらいだ。

「四、五日でもみっちりトレーニングすれば二曲くらい弾けるようにならないかな？　前の空手みたいに」

「さすがに無理だって」

　真さな愛えの親戚のボディガード相手に戦った時も、その前から鷹たか奈なのトレーニングを受けていたし、奇襲のパンチ一発で何とかするという方ほう針しんコミだったから辛うじて何とかなったようなものだ。

　楽器演奏のスキルを一から身につけるとなると、あれほど上う手まくいくとは思えない。

「それにメンバーは足りてるんだし、オレが一緒にステージに上がったりしたらかえってまずいんじゃないか？」

　早少女ばかりでなく、一大の顔もネットに曝さらされている。同じ舞台に上がっているのがネット中継されたら、ファンの反発を招くだろう。

　どう考えても、一大が無理にバンドに加わる必要はない。

「……そっか。そうだよね」

　早少女は残念そうに微笑ほほえむ。

　文化祭でステージに立つという機会なのだから、彼氏と一緒に頑張りたいというのは自然な感情──という事なのだろう。

　本当の恋人同士だとしたら。

　ただしあくまでもニセ彼氏なのだし、バッシングのリスクを考えるとそこまでやるのは危なすぎる。

「おい、おいってば！」

「え？」

「あ？」

　梶かじ木きに声をかけられて、早少女と一大は一緒に顔を上げた。

　内緒話に集中して、呼ばれていた事に気付かなかったのだ。

「しっかりしてくれよ。話の中心は星ほし川かわさんなんだから。明日の放課後から音合わせや練習に入るけど、本業の方は構わないのか？」

「うん。スケジュール、ＯＫですよね、野の間まさん？」

「はい。ラッキーでしたよ。今週は収録がありませんから」

　スマホと手帳の両方で確認し、野間も肯うなずく。

「という訳で、今週は文化祭に専念できるよ。大丈夫」

　早少女さおとめが両手で大きくマルを描く。

　現在レギュラーを三本抱えているが『にこにこ森のぷるる』や『たのしい大実験』は一回当たりの時間が短く、一か月分をまとめて収録する。『なかよしベイビー』の方は普通の三〇分アニメだが、ちょうど主人公一家が旅行にいくエピソードなので、近所の幼女役である早少女は出番がない。

　やはり小さな声で、早少女が一かず大ひろだけに教えてくれた。

　バンドメンバー以外のクラスメイトは卓たく山やまの指揮の下もと、ステージの演出を手伝う。体格のいい男子は会場の警備。もちろん配置すべきポイントも卓山が考える。

　当日以外に手が空いている者は実行委員会を手伝って、入場整理の抽選券にもなるスタンプラリーのカードやパンフレットの準備。

「よそのクラスで手の足りないところがあったら、積極的に助すけっ人としようぜ」

「ああ、そうだな。ウチのクラスの仲間のために、みんな協力してくれるって事だし」

　梶かじ木きの提案にタケシが応じ、みんなが拍手でそれに賛同する。

　パチパチといくつも重なる音の中、小さなバイブ音を耳にしたのは持ち主である早少女と、隣にいる一大だけだった。

　早少女は机の下でそっとスマートフォンを取り出し、着信を確認する。

「ん？　どうかしたのか？」

「ご、ごめん。みんな！」

　一大が声をかけたがそれを無視して、早少女は挙げた右腕を大きく振った。

　皆の注目が集まり、声が止やむ。

「ちょ、ちょっと急用ができちゃって。用事済ませたら戻ってくるから、席外してもいいかな？」

「ん？　そりゃまあ、別に構わないけど。もう放課後なんだし、話し合いも大筋で固まってるしね」

　練習するにも今日はバックバンド担当の誰だれも楽器を用意していないし、場所も確保できていない。実際に動き出すのは明日からだ。

　それでも戻ってくるというのは、良くも悪くも自分が中心人物という自覚を持っているからだろう。

「急用って……何だ？」

「何でもないから大丈夫！　一かず大ひろも心配しないで」

　妙に強い言葉で念を押される。

「まあ、早少女さおとめがそういうなら……。でも、気をつけろよ。時期が時期なんだし」

「うん。分かってるって」

　彼氏である一大がそういうなら他人が余計な口を挟むまでもないという判断か。クラスのみんなも別に引き留めたりはしない。

「じゃあ私もこれで失礼して、途中まで送っていきますよ。ここでの話し合いの内容を社長に報告しなくちゃいけませんしね。歌う曲が決まったら連絡してください。万一にもタレントのイメージを損ねるようなものだといけませんから」

　連絡先の入った名刺をクラス代表としての梶かじ木きに改めて手渡し、野の間まが早少女と一緒に出て行った。

「ついていかなくて大丈夫？」

　ミキが小声で話しかけてくる。

「オレにも話せないような用件らしいし、マネージャーが一緒の方が安心だろ」

　しつこいファンは今の地味モードの早少女は気付かずにスルーしても、下手をしたら一大の方がチェックされる恐れがある。同行しない方がむしろ安心かも知れない。

「あ……」

　だが言葉にして口に出した事で、別の事が気にかかった。

「どうかしたの、八や木ぎ本もとくん？」

「いや、別に何でもないんだ、うん」

　慌あわててごまかしたが、疑念が意識にこびりつく。

　自分にも言えない。マネージャーの野間、つまり仕事とも無関係。

　しかもメール一本で慌てて出ていかなければならないほどの緊急。

　一体どんな用事なのだろうか。

　心配ではあるが、早少女が不在なら自分は文化祭企画の方にしっかり参加しなければ。

　どんどん皆が盛り上がって引き返しにくくなっているけれど、今はとりあえずこの流れに乗るしかないのも事実なのだし。





第８話　ガールズトーク・タイム（カタストロフ編）







　万一の用心のため、早少女さおとめは裏門から野の間まと一緒のタクシーに乗った。

　それとなく周囲をチェックしたが、昨日より少ないものの二、三人それっぽい人影が遠巻きに校舎を見ている。

　ただし早少女に気付いた気配はない。

　ほっと胸を撫なで下おろす。

　どうやらこの変装は有効のようだ。

「さつきちゃん、急用って何なの？」

　タクシーの後席で尋ねられる。マネージャーとしては当然の心配だ。

「その……ちょっと……。プライベートで」

　早少女としては、曖昧にごまかして口ごもるしかできない。

「話したくないなら深くは踏み込まないけど、微妙な時期だっていう事は忘れないでね。ブザーは持った？」

「はい」

　万一に備えて痴漢対策ブザーは受け取っている。

「じゃあ、気をつけてね。学校に戻る時も徒歩じゃなくて、遠慮なく車呼びなさい。経費は大丈夫だって社長も言ってたし」

「はい。分かってます」

　タクシーが止まった。

　野間が帰るシェダルへのルートからすれば遠回りの、小さな喫茶店の前だった。

　ドアを開けると、真しん鍮ちゆうのベルがカラランと短いリズムを奏でる。

　奥のボックス席に、呼び出した者が座っていた。

　二人とも、無言。

　天てん弓きゆう院いん真さな愛えは和紙を思わせる蒼そう白はくな顔色で、しかし真まっ直すぐな眼まな差ざしで早少女を射貫いている。

　それに向かい合って座る氷ひ魚お鷹たか奈なはこちらに気付いているはずなのに、振り向きもせず、真愛からも目を逸そらしてただテーブルの脚を見つめていた。

　どちらも、制服姿のままだ。

「……あの、遅くなってごめんね」

「いえ。わたくしの方が急にお呼びだてしたのに、応じていただいてありがとうございます」

　早少女さおとめが絞り出したあいさつに、真さな愛えは淡々と、儀礼的に答えた。

「真愛が急にっていうのは珍しいよね」

　いつもの通りコーヒーをオーダーして、鷹たか奈なの隣に座る。

　ふと見ると、鷹奈の野菜ジュースはほとんど減っていないし、いつもと違って食べ物が注文されていない。真愛の紅茶はまだ湯気を立てているから、ふたりが来てからそれほど時間は経たっていないようだ。

　真剣で重要な用件というのは、状況だけでなく真愛の雰囲気でも分かる。

　早少女はポケットに手を入れ、スマホの電源を切った。

　万一にも途中で変な邪魔が入ってはいけない。

「実は志し束づかおばさまに外出を制限されておりまして。そのせいで早少女さんのところから急に警備を引き上げる形になってしまい、申し訳ありません」

「そ、そうだったんだ」

　送そう迎げいの運転手にほとんど泣きつくように無理を言って、まっすぐ帰宅せず寄り道してもらったと、真愛は説明する。

　さらに鷹奈の家にも運転手に電話してもらった。日頃自分で直接電話をかける事のない真愛は記憶してなかったが、ハローページに載っているので自宅の番号なら調べられる。

　家にいた母親から鷹奈のケータイを聞き出し、鷹奈からさらにリレー式で早少女を呼び出すという手間をかけたのだ。

「まず、改めてお二人にお詫わびいたします。本来なら早めに例の件の日取りについて打ち合わせなければならないのに、連絡が取れなくなってしまいまして」

『例の件』という言葉に、アクセントが置かれる。

「い、いいよ。その……ボクもちょっといろいろあって、それどころじゃなかったし」

「ええ。存じております」

　あくまでも静かな態度が、かえって恐ろしい。

　人違いで二ふ美みが誘拐された時に、早少女も目まの当あたりにしている。

　真愛は、必要とあれば一切容よう赦しやしない人間だ。

　鷹奈も圧力を感じているのか、さっきから一言も発していない。らしくもない、萎い縮しゆくした様子だった。

「さて……当初の予定通り改めて一かず大ひろ様に事情を説明し、わたくしたち全員の気持ちを打ち明けるとして、それはいつがよろしいでしょうか？」

　淡々と、あくまでも淡々と真愛は告げる。

　まるであらかじめ用意されたセリフを棒読みしているようだ。

　それも、演技力がないが故ゆえの棒読みではない。

　あえて棒読みにする事で、背後に激しい感情を隠していると表現するやり方。

「実のところ、わたくしは無理に今時間を作ったので、今度自由になるのがいつかは分かりません。ですからお二人で一かず大ひろ様に話していただけますか？　もちろんわたくしの気持ちも」

「そ、それは……」

　早少女さおとめは口ごもる。

「この件を解決し、一大様の負担を減らすため、一度原点に立ち戻る必要があります。しかしわたくしは時間が取れないのでおふたりにお願いすると言っているのです。それとも、もう打ち明ける必要はありませんか、早少女さん？」

「……」

　冷たく、それでいて柔らかい追及に、とうとう無言になってしまう。

　鋭い刃やいばなら体をひねってかわす事もできる。

　だが、ゆっくりと覆い尽くし飲み込むような態度から逃げるのは難しい。

「さっきも申し上げた通り、インターネット上で騒ぎになっている事はわたくしも存じております。いろいろと大変な事でしょう？」

「う、うん……」

「早少女さん」

　真さな愛えの声に、僅わずかに力が籠こもる。

　その微かすかさは、熱量の小ささを意味しない。

　溢あふれ出だそうとするエネルギーと抑えようとするエネルギーが、同じ強さ激しさで拮きつ抗こうしているのだ。

「あなたはどうして、一大様とは本当の恋人ではないと公表しないのですか？」

　まっすぐ、真正面の大上段から斬りかかった一ひと太た刀ちが早少女を直撃する。

「芸能人であるあなたに恋人がいるという理由で批判されているのであれば、事実を明らかにすれば風当たりは弱まるのではありませんか？」

「そ、そういう簡単な話じゃないんだってば。事じ務む所しよの社長やマネージャーさんともいろいろ相談して、下手な事をするよりはこっちがいいって事になって……」

　事実を告げているはずなのに、歯切れが悪い。

　最後の方は小声になってフェードアウトしてしまう。

　単純な事実の背後には、様々な要因が複雑に絡んでいる。

　例えば、早少女さおとめの本心とか。

「一かず大ひろ様の方は、今回の件についてどう仰おつしやってますか？」

「そ、それは……ボクの仕事のために協力してくれるって言ってくれた。真さな愛えも知ってるでしょ？　今度の週末ウチの学校で文化祭があるの。今回の件で、文化祭に人が押し寄せても大丈夫なように、一大もクラスのみんなも協力してくれるって事になって……」

「今までは校内で公認された恋人同士だったのが、早少女さんのお仕事の事も発覚し、その上で皆がお二人を守ろうとしてくれている──そういう事ですのね」

「うん、まあ……」

　コトン。

　ちょうどコーヒーが運ばれてきて、早少女の前に置かれる。

　馴な染じみ客三人の間の、微妙な空気を察しているのか。ウェイトレスも無言。

「卑ひ怯きようではありませんか」

　語調を強め、真愛が真まっ直すぐに早少女を見み据すえる。

「すべてを一大様に打ち明け、新たに一から仕切り直すという約束だったはず。それなのに早少女さんは一大様とご自分がつき合っているというのを、既成事実として周囲に認めさせようとしているのではありませんか？　今までの学校だけでなく、広く世間にも。いわば悪状況を利用しているのです」

「た、確かに事実だけ見ればそういう事だけど、ボクが好きこのんでバラした訳じゃないもんっ……！」

　口では反論するけれど、真愛の顔をまともに見られない。

　意図したのではなくとも、写真を撮られてしまったのは早少女の油断が原因だ。

「それだけではありません。あなたのお仕事上のもめ事に、一大様を巻き込んでいます」

「そ、それは真愛も同じでしょ！　親戚の人に紹介する時に無理なお願いしたり！」

「あれは……わたくしも反省しております」

　真愛の声が小さくなった。

「ボクを批難してるけど、そっちも何か隠してる事があるんじゃないの？」

　相手が退ひく動きを見せた隙に、思わず反撃する。

　己の後ろめたさから逃れるためだと理解していても、衝動が止まらない。

「自分じゃアクセスできない真愛が今回の騒ぎを知ってるって事は、誰だれかから教えてもらったんだよね？　それって遠とお樽たるさんたちが引き上げたのとか、外出禁止になったのとかと関係があるんじゃないの？」

「早少女さんが一大様と腕を組んでいるところを、あの日志し束づかおばさまも見ていたのです。それで一かず大ひろ様の身辺を調べて……」

「真さな愛えがニセ恋人を頼んだ事も発覚したって訳ね？　だから叱られて、行動が制限されちゃった？」

「はい」

　これで腑ふに落ちた。

　教室で話題になっていた一大の素す性じようや言動を嗅かぎ回っていた人というのは、早少女さおとめのおっかけばかりでなく志し束づかが放った調査員も混じっていたのだろう。

　早少女が既成事実を積み上げただけではない。一大と接触する機会が奪われてピンチ。だからこそ強引にこの会見をセッティングして早少女の足止めを優先したのだ。

　今無む理り矢や理り一大に接触してもその後の行動がままならないなら、この方が賢明な判断だとも言える。

「……確かに、わたくしが今まで一大様にかけていた負担の事を思えば、早少女さんを批判する資格はないのかも知れません。ですが、早少女さんとわたくしの間には決定的な違いがある事を理解してますか？」

「決定的な……違い？」

「わたくしは『天てん弓きゆう院いん真愛』という立場から逃れる事はできません。逃げたいとも思いません。それは、わたくしが背負った宿命であり、果たすべき使命です。ですが早少女さん、あなたは『さつきほしみ』を辞める事ができるのではありませんか？」

　一大とちゃんとつき合い、しかも彼に迷惑をかけたくないのなら、仕事の方を辞めてしまえばいい。

　現に『幻ソワ』のピュセル役は別の声優で撮り直すという提案があった。他のレギュラー番組にも迷惑はかかるが、キャストが引退したり体調を崩したりで代役を立てた例も決して少なくはない。

　それも、顔出しとは違う声優の特殊性だ。

「早少女さんが本当に覚悟を決めたのなら、一大様のためにもどちらかを選ぶ事ができるはずです」

　黒い瞳が、早少女を射貫く。

「同い年でありながら第一線で仕事をしている早少女さんを尊敬しています。その気持ちは今も変わりありません。しかし同時に、わたくしは既に知ってしまいました。誰だれかを本気で愛し、その方と結ばれるというのは他の一切を捨てても構わないほどの強い感情であると。ただ、わたくしは実際に『捨てる』という事はかなわぬ身。しかし、早少女さんは違うでしょう？」

「……」

「一かず大ひろ様のために仕事を諦めても、軽けい蔑べつなどはいたしません。むしろ、今までとは違う意味で尊敬いたしますわ。もちろん、その決断を尊重してわたくしが一大様を諦めるという訳ではありませんが」

　己の芯までむき出しにして、真さな愛えはきっぱりと告げる。

「わたくしは何とかして一大様とお付き合いを続けたいと決意しました。もちろんそれは、将来の結婚まで見越したものになるでしょう。ですから一大様ご自身にも、志し束づかおばさまにも、それを納得していただくしかありません」

　夏休み前の、エゴの手綱をさばけずに振り回されているのとは違う。

　恋情の醜い部分までをしっかり見み据すえ、自覚した上での発言だ。

「でも、ボクは……仕事も大切だし……」

「選択肢を持っている者が、両方を手に入れようというのは身勝手ではありませんか！」

　ガチャンッ！

　店の奥でガラスが割れる音がした。驚きで店員が食器を落としたのだろう。

　それほど真愛の声は大きかった。

　ずっと抑えていたものが、一気に噴出したのだ。

　唇を嚙かみしめ、長いまつげが小刻みに震えている。

「……」

　真愛の気持ちになってみれば、当然の批難だ。

　他人には代われない責任を背負っている彼女には、何もかも投げ捨てて愛する人の胸に飛び込むなんて、見る事さえ許されない夢なのだから。

　何も言えず、つい視線を逸そらす。弾みで、鷹たか奈なの姿が目に入った。

　ふと、違和感に気付く。

　この件で、真愛が自分を責めるのは当然だ。

　しかし鷹奈がずっと黙っているのはおかしい。

　彼女も同じように早少女さおとめを批難するのが自然なはずなのに。

「失礼……。つい、興奮で声を荒らげてしまいました。鷹奈さんも、何か仰おつしやりたい事はありませんか？」

　真愛も同じように思ったのだろう。息を整え、鷹奈に水を向ける。

　しかし、鷹奈は答えない。

「どうしてです？　どうして、何も仰らないのですか？」

　声が尖とがっていく。

「えっと……その……さ。早少女さおとめの仕事の件とか、真さな愛えの家の件とか、いろいろ大変だけどさ。あたしたちが一番に考えなきゃなんないのは、カズの事だよね？」

　ようやく鷹たか奈なが口を開いた。

　だけど、まだ目を合わせようとはしない。

「二ふ美みちゃんに言われて、ちゃんとやり直そうって話になったのも、結局はカズの負担とか気苦労を減らそうっていう理由だよね？」

「ええ」

「うん」

　鷹奈らしくもなく、話が遠回しだ。一体何を言いたいのだろうか。

「……だからさ。あたし、言っちゃった。カズに……本当に好きだって」

　顔を逸そらし、早口で言い捨てる。

「ええっ！」

「鷹奈さん、どうして！」

「だ、だ、だってさ！　早少女の件でウチの近所までストーカーっぽい奴やつが来たりしてたんだよ！　このままじゃカズの気持ちが休まる場所がどこにもないじゃない！　あたしは仕事とか家柄とか、そういう面倒な事が何にもないんだし、あたしとくっつくのがカズにとっても一番いいんだから……そう思って……」

　鷹奈の顔は、完全に壁の方を向いていた。

　彼女だってちゃんと理解している。

　今、口にしているのは単なる言い訳。

　自分が許されざる抜け駆けをしてしまったのだという事を。




「星ほし川かわさん、遅いな」

　クラスでグループごとに集まっての細かい打ち合わせの最さい中ちゆう、卓たく山やまが呟つぶやいた。

「ああ、そうだな。オレ、ちょっと探してくる」

　一かず大ひろもちょっと不安になる。

　簡単な用事を済ませてすぐに戻るような口ぶりだったのに、もう小こ一時間ほども経過しているのだ。

「一人で大丈夫か？」

「野や暮ぼな事いうなよ、卓山。こういうのは彼氏が迎えにいくって相場が決まってんだって」

　卓山の頭を押さえながら、タケシが笑う。

「まあ、心当たりはあるから。もし見つからなかったりしたら、そん時は応援頼む」

　教室から歩き出しつつ、まず早少女さおとめのスマホにコールする。

　だが、戻ってきたのは『電源を切っているか、電波の届かないところにいる』という定型メッセージ。

「……まさか……」

　頭には何種類もの最悪が思い浮かぶが、それを強引にふり払う。

　早少女本人だって用心しているだろうし、途中までは野の間まマネージャーも一緒だった。

　人目のないような場所には近寄らないだろうし、必要なら警察だって呼べる。

　多分、ただ単に電源をオフにしているだけだ。

　それでも急ぐに越した事はない。昨日もらった名刺をチェックして野間マネージャーに電話する。

「もしもし、野間さんですか？　お世話になってます。八や木ぎ本もと一かず大ひろです」

『野間です。どうかしましたか？』

「さ……いえ、星ほし川かわさんがまだ学校に戻ってこないので、迎えに行こうかと思いまして」

　何と呼べばいいのか、一瞬言葉に迷う。

　恋人という事になっているのだから『早少女』でもいいのかも知れないが、社会人相手の電話だからそれなりに気を遣った方がいい。

　こんな些さ細さいな部分でも、世界は二人だけのものではない。

　恵めぐみと勇ゆう司じ、ミキとタケシのように本心で愛し合っている恋人同士ならまた違う考えもあるのだろうけど、あくまでも自分と早少女はニセなのだし。

『そうなんですか？　それなら私が出向いた方が安心なんでしょうけど、もうすぐ別口の打ち合わせがありまして。助かりますよ』

　早少女のマネージャーと言っても、一対一でつきっきりという訳ではない。他に何人ものタレントを抱えているのだ。

　早少女と別れた場所として、市の中心からやや離れた喫茶店の名前を告げられる。

「分かりました。じゃあ、すぐにそこへ向かいます」

　初対面の時とは打って変わった、穏やかで親切な態度が電話越しにも伝わる。事じ務む所しよの方ほう針しんがはっきりしたのに加えて、彼氏として信頼されているのだろう。

　実態はニセなのだけど、文化祭が終わるまでは結束が固いに越した事はない。

　自分と早少女、クラスのみんな、全校生徒、そして事務所サイド──力を合わせて難局を乗り切る。

　校門の様子をチェックしたが、怪しい人影は見当たらない。警備員や生徒に追い払われたか、単に飽きて帰ったか。

　それでも、昨夜の例もある。自分が尾行に気付かない危険性も考慮しなければ。

　自分だけならともかく、早少女さおとめの安全がかかっている。大した距離ではないが、車で直行した方が確実だろう。

　ちょうど通りかかった空車表示に向けて、一かず大ひろは右手を挙げた。




「一大様のためと言いつつ、鷹たか奈なさんは自分の都合を優先してわたくしたちとの約束を破ってしまったのですね」

「卑ひ怯きようだよ！　鷹奈はそんな事するような人間じゃないと思ってたのに！」

「だ、だってさ！　今のままなら早少女も真さな愛えも、カズを困らせるばっかりでしょ！」

「それはそうかも知れません。ですが、打ち明けるにしても三人全員が本気だと伝える事もできたはずです」

「そんな話したら、カズがますます混乱して困るじゃない！　そ、その……最終的にあたしとくっつくんだったら、二人の事はニセのままうやむやになっちゃった方が納おさまりいいでしょ？」

　早少女と真愛が揃そろって責めると、鷹奈もはっきりと反論する。

　内に抱えている後ろめたさはどこにも向かわず、己自身にためらい傷を増やすだけ。

　しかし外と明確に対立する時は、むしろはっきりとしたベクトルでエネルギーが発散される。

「勝手に最終的な事を決めてしまわないでください！」

「そうだよ！　まだ一大の気持ちだってはっきりしないのに！」

「さっき真愛が選択肢云うん々ぬんって話したけどさ」

　鷹奈がますます饒じよう舌ぜつになっていく。

「あたしはちゃんと空手部の後輩にも謝ったし、ニセ恋人の件は全部終わらせたもん！　もうニセ恋人の理由はないから、本当の本気でカズが好きって事だけを選んだの！　早少女はまだニセの話に乗っかってるけどさ」

「そうですわ。わたくしだっておばさまに事と次第を打ち明けた以上、もうニセの恋人をお願いする理由はありません。本当に好きだという気持ちだけです。状況を利用しているのはもはや早少女さんだけです」

　鷹奈ＶＳ早少女＆真愛から、早少女ＶＳ鷹奈＆真愛へ。

　さらに遡さかのぼれば、二ふ美みが来た時には鷹奈と早少女が一緒になって真愛に諦めるよう誘導していた。

　一対二のまま、対戦の組み合わせが何度もぐるぐる入れ替わる。

　複雑で流動的なマルチゲーム。

「り、利用したくてしてるんじゃないもん！　状況がそうなっちゃったってだけで、変な騒ぎになっちゃった事はボクだって困ってるんだから」

「本意でないとしても、乗じる気持ちがないと言えますか？　少なくとも、恥ずかしながらわたくしはそうでした」

　既に真さな愛えは何も包み隠さない。

　赤せき裸ら々らな気持ちも、自分自身が抱えていた罪の意識も、すべてあからさまにしてぶつけてくる。

　リアルタイムの後ろめたさを持つ早少女さおとめや鷹たか奈なには、痛烈な攻撃だ。

　当事者が正々堂々とやりたいと考えても、望んだ通りに行動できるとは限らない。

　人は、状況から完全に自由にはなれない。

　ましてその状況を作っているのが、自ら複雑にもつれさせた糸だったり、自分でしかけた時限爆弾だったりした日には。

「で、でもさ！　それを言ったら真愛の件が志し束づかさんにバレたのって単なる流れの問題で自分から打ち明けた訳じゃないでしょ！　それなのに重大な決意をしたみたいに言うのは変じゃない？　真愛は真愛で、ボクの事がきっかけでできた状況に乗じているって事じゃない！」















　相手が調子に乗って突き出してきた鼻先を叩たたく。

　巧みな反撃というより、目に見えたチャンスに飛びつく浅ましい反射。

　それでも言い返さずにはいられない。

「だ、だからと言って、今の早少女さおとめさんがなさっている事、一かず大ひろ様を厄やつ介かい事ごとに巻き込んでいる事が正当化される訳ではありませんわ！」

「真さな愛えも早少女も、身勝手なのは二人とも一緒でしょ！　あたしはちゃんと自分の問題は片付けたもんね！」

「こう言ってはなんですが、鷹たか奈なさんの問題は元より大した事ではなかったではありませんか。わたくしや早少女さんは仕事や家が関わる案件でしたけれど、鷹奈さんのは突き詰めればご自分の気持ち一つで片付く問題をずるずる引き延ばしていただけでしょう？」

「だから自分だけできちんと終わらせたもん！　その上で正々堂々、真正面からカズに向かい合ったんだもん！」

「大だい事じなところは内緒にしたんでしょ？　何が正々堂々よ！」

　三つどもえの戦況はもつれ、絡まり、乱れて巡る。

「元はといえば、早少女さんが最初に事情を理解した時、素直に一大様にすべてを打ち明けていれば、このような事にはならなかったのです！」

「うん。全体の動きをつかんでいたんだから、早少女なら上う手まくやれたよね？」

「だからボクはちゃんと二人に事情説明したじゃない！　その上で一大には内緒にしたのは全員共犯だよね！」

　自爆覚悟だったら抜け駆け突撃のチャンスはあった──三人全員に。

　けれどそうしなかったのは、今手にしているものを失うのを恐れたから。

「一大を騙だましていたっていう点では、ボクたち三人とも一緒じゃない！」

　ここにいるのは、三人とも戦士だ。

　鷹奈は拳で戦う。

　真愛は境遇さだめに立ち向かっている。

　そして早少女は仕事に、社会に挑む。

　他の二人から攻撃された時、早少女は自然と己の武器である声と言葉、そして表現力を駆使する。

　意識しなくても声量が上がってしまう。




　だから、気付かなかった。

　ドアのベルが鳴った事に。




「あ……っ！」

　まず見つけたのは鷹たか奈な。

　その視線を追って、真さな愛えが振り返る。

　早少女さおとめが凍り付く。

　ドアが開いて、一人の少年がそこに立っていた。

　いつだって一緒にいたい、一秒も離れず声を聞いていたい、温ぬくもりを感じたい。

　だけど今、この瞬間だけは居合わせてほしくない人が。

「えっ……と……」

　ぽかんとした顔で、立ち尽くしている。

「か、一かず大ひろ様。これはその……違うのです！」

　真愛がうろたえた。

　違う？

　何が、どう違うと言うのか？

「そ、そうそう。何でもないからさ。カズは気にしないで！」

　鷹奈がごまかそうとする。

　何でもない？

　そんな事はない。何より大切な事を話し合っていた。

「待って！　待って一大！」

　早少女が呼び止める。

　待って？

　本当に待ってほしいのか？

　聞かれたくない、聞かせてはいけない話をしていたはずなのに。

　かなうなら自分たちの方が逃げ出したいくらいなのに。

「は、はは……」

　微妙な笑いを顔に貼り付けたまま、一大は何も答えず扉を閉めた。















あとがき




　皆様、お待たせしました。『しゅらばら！』七巻です！

　また、今月は富ふ士じ見み書しよ房ぼうさんから『しゅらばら！』のコミック版第一巻も発売です。

　渡わたり真まさ仁ひとさんの巧みな再構成のおかげでぐっとテンポアップして、既にストーリーを知っている人でも新鮮に楽しめます。是非ご一緒に！




　前巻のあのヒキから間を空けるというじらしプレイを読者の皆様に仕掛けてしまいましたが、その分たっぷり時間をかけて展開を練り込みましたよ！

　無事出産を終えた（おめでとうございます！）プリンプリンさんのイラストも好調で、皆様にもドキドキワクワクしていただけると信じています。

　そして今回も担当Ｋさんの勇者伝説（？）もあります。

　改稿を繰り返す中で、ちょっとページ数が不足していました。そこでＫさんからの提案。

「ここにあのキャラの出番を増やしてみてはどうでしょう？　真さな愛えの気持ちを描くための話し相手という形で」

　それを受けて僕は、ちょっと悩みながらチャレンジしてみたのですが……そしたらまあ作者も予想しないセリフが次々と！

　まさかあの人がこんな事を言ってくれるとは思いませんでしたよ。

　いつもとはちょっと違う形ですが、担当さんのアシストあればこその『しゅらばら！』です、はい。




　さて、今回ある意味で前回以上のヒキになってしまいました。

　ただここで宣言しておきますが『しゅらばら！』は既にオーラスまでの道筋、そして残り巻数も決まっています。後は、そこへ向かって一直線に突っ走るだけです。

　早少女さおとめの、鷹たか奈なの、真愛の、そして一かず大ひろの選択と行動を見守ってください！
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